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　我われ、地に平和を送らんがために来たれりと言う無かれ

　平和にあらず、反かえって剣を送らんがために来たれり





マタイによる福音書　10章34節
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　リュドミナ・エステルハージは、

「くっくっクック……っ」

　こんなことで大だい興こう奮ふんしている自分は、もしかしなくても変へん態たいなのかもしれぬと、はにかんだ。

　この身はやはり、不死君モール・ヴイヴアンなのだと、強く強く意い識しきしながら、昼休みの校内を行く。校こう舎しやに挟はさまれた中庭には生徒達のざわめきと、午後の明るい陽差しが降ふり注ぎつづけていた。

「くすくす……っ、ウフフ、くすくすくす……」

　白く輝かがやくプラチナブロンドの少女は、ヨーロッパの東からやってきた。──あるいはロシアの西の果てから、聖せいロヨラ学院の制せい服ふくを着こなすために。それほどに、輝く銀ぎん髪ぱつの少女の風ふう貌ぼうは、浮うき世のものとは思われなかった。

　特に、領りよう域いきの周囲を広い海で囲まれ、他の世界から見ると異い界かいのごとき一いつ風ぷう変わった文化を育むこの国の基き準じゆんからすると、リュドミナ・エステルハージは美しすぎている。

　まるで絵本の中に見る、妖よう精せい姫き。

　彼女が学院に転入してきた当初、教きよう師しまでもがリュドミナの存そん在ざい自体に尻しり込ごみした。それを解かい決けつしたのは時間だった。ひと月も経たたず、聖ロヨラ学院は完かん璧ぺきなる異国からの転入生を全面的に受け入れる。誤ご解かいだったのだ。奇き妙みようながらも流りゆう暢ちような日本語を操あやつり、文化の違ちがいにもめげず、クラスメイトや教師にさえあまりにも明け透すけな少女は、あっけないほど学院の日にち常じよう生せい活かつになじんだ。

　その後、リュドミナは学院の異文化交流活動の向上という名目で、生徒会長にまで持ち上げられる。

　だが、最初に生徒や教員の感じた尻込みは、やはり正しかった。

　濃桃デイープピンクの瞳ひとみと白い肌はだ。美び術じゆつ品ひんのような輝銀髪プラチナブロンドの長い髪かみ。背せは低く細身ながらも、豊ゆたかに主しゆ張ちようする胸むねの張はりつめ方に、やはり東とう欧おうの血を感じさせる彼女は、一いつ般ぱん的てきな人間ではない。

　彼女の正体は吸きゆう血けつ鬼き。

　俗ぞくにヴァンパイアとも、夜の一族とも言われる異い端たんの存在だった。それが証しよう拠こに、特異な眼めを持つ者に限かぎられてはいたが、見る者が見れば彼女の頭部両りよう脇わきには、吸血鬼ヴアンパイアの証あかしである角を確かく認にんすることができる。

　象ぞう牙げで作られたうろこを並ならべたティアラのような、慎つつましく光をはじくリュドミナの白い二対の角ホーン。力なき人間を支し配はいし、その人生を完全に意のままに、道具以下の存在として操ることに強い悦えつ楽らくを得て生きつづける人類の反種族、ヴァンパイア。

　彼女達の始し祖そが、『人間０』から『ヴァンパイア１』への飛ひ躍やくをどのように為なしたのかは、謎なぞにつつまれている。

　だが、その伝でん染せん方ほう法ほうは決まっていた。

　不死の夜族が見み初そめた人間との、完全なる合意の上の、駄だ淫いん的てき快かい楽らくにまみれた死。それが与あたえられた時、人間だったものはヴァンパイアとして帰死またがえる。ヴァンパイア達は見み抜ぬくのだ。潜せん在ざい的てきに同族と同じ匂においをもつ人間を。それは久く遠おんの一いつ者しやの摂せつ理りに反する、冒ぼう瀆とく的てきな一夜。かくして彼らは産うみ落とされる。

　そしてそれがゆえに、嫌いやが応おうも無く、ヴァンパイアはある種の個こ性せいを持つ人間を強きよう烈れつに引きつける。来たれ、汝なんじ甘あまき死の時よ。破は滅めつの快楽に奪うばわれる心を、人類は精せい神しんの片かた隅すみに常つねに持つ。

　──リュドミナ・エステルハージにあつまった学院内の人望。それはヴァンパイアという種族が持つ、周囲の耳じ目もくを引きつけてしまう特性。さらには彼女の類たぐい希まれなる、この世の倫りん理りへの挑ちよう戦せんと思えるほどに整った美び貌ぼうの輪りん郭かく。そこから醸かもし出される、淫いん靡びに花開くオーラが原げん因いんでもあったに違ちがいない。

「ククク……ッ！　ぷーうくくくくっ！」

　学院内をスキップすれすれの、踊おどるような足取りで進むリュドミナから、だらしのない笑みがこぼれる。

「うへへへ……ぬふふぅっ」

　……倫理への挑戦と思えるほど類い希なる輪郭。淫靡に花開くオーラが原因でもあったに、違い、ない……。

「くふふふ、ドラゴン……！」

　──リュドミナが相貌をだらしなく崩くずすには、明めい確かくな理由があった。

　彼女は浸ひたりきっていた。一いつ般ぱん的てきに言う、思い出し笑い。聖せいロヨラの生徒会長は、竜りゆうの背せに乗って天空を飛行した、あのＴＲＰＧのシナリオに想いを馳はせていた。

「ずわぁぁ……」

　竜そのものと、空の上を怖こわがって泣きわめいていたことなど覚えていなかった。今となってはすべてが快こころよかった。指でドラゴンを形作り、手で持った紙飛行機を旋せん回かいさせるように、彼女は学院の中庭に、あの時の情景を描えがく。

　リュドミナはもう何度もあのセッションを思い返しては、生活に支し障しようをきたすほどニヤニヤしている。

「ギオンじゃよ……あやつが、くくくく……」

　七三分けのダークエルフ。彼の姿すがたはリュドミナにすぐさま連想をいだかせる──




　──少女は今朝けさ、偶ぐう然ぜん、学院の校門近くで、登校してくる祇ぎ園おんを見つけていた。それとほぼ同時に、長身の七三分け男子生徒も校門近くの生徒会長を発見している。

　生徒にまぎれてなお、互たがいに目立つ。視し線せんが合った。距きよ離りを置いて、お互いが立ち止まる。およそ一週間前に転入してきた刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんは、鋭するどい──にらみつけるような視線をリュドミナに返していた。

　彼の強い眼まな差ざしに彼女は赤くなった。ふいに強い鼓こ動どうが全身を打つ。喉のどが渇かわいたようになり、朝の空気を求め、とっさに少女から挨あい拶さつを告げようした時、祇園は周囲の生徒を確かく認にんするように素す早ばやく左右を見回し、忌いま々いましそうに眉まゆをひそめて学院内に歩み去ってしまった。

「あ……」

　とっさにリュドミナは彼を追いかけようとしたが、祇園は生徒達にまぎれ姿すがたを消していた……。




　少女の意い識しきが、昼休みの校内に戻もどる。一人、校こう舎しやの中庭をふらつく生徒会長の口は、笑みの形をとりつづけていた。

「くくくっ！　きっとあれはわしに気があるのじゃぞ……？　しかたないことよなぁっ！」

　ますますリュドミナは放課後のＴＲＰＧが楽しみになってくる。次々に頭の中に浮うかんでくるシーンの数々。ここにいたって回想するのは、前回のセッションだけではない。刀儀野祇園という奇き妙みような転入生がやって来たその日から行われた様々なプレイ。彼女はことあるごとに思い返すのだ。七三分けのダークエルフが乗り越こえてきたあらゆる困こん難なん、成し遂とげてきた出来事を。

　異い国こくよりやって来た生徒会長の胸むねの中は、今やあの奇妙な男子生徒で占しめられている。

　リュドミナとしては毎日でも、祇園達と『ＴＲＰＧ』をやっても全然よかった。だが、立てつづけの連日プレイは『ＴＲＰＧ』という遊技ゲームの性せい質しつ上じよう、かなり難むずかしい。

　ＴＲＰＧの一セッションにかかる時間は、平へい均きんして四～五時間。長くなれば六時間以上は優ゆうにかかる遊技を連日やってしまっては、さすがに日にち常じようが送れない。

　ゲームマスターのシナリオ作さく成せいも間に合わなくなってくるし、プレイの質しつも残念ながら下がってしまう。ＴＲＰＧは、マスターとプレイヤーを激はげしく消しよう耗もうさせる。それでも、一日～二日を置いてのプレイというハイペースはつづいているのだ。ここは我が慢まんだった。周囲にまったくＴＲＰＧが浸しん透とうしなかったあの頃ころを思い出せば、今の学院は楽園と言っていい。

「くぅあー……」

　リュドミナは幸せを嚙かみしめる。どうしても頭の中はセッションのことでいっぱいになる。

　だれもいない中庭で立ち止まった。思わずだった。




「力そのものに目が眩くらんだ者しかいない現げん実じつは、この僕が変えます！」




　リュドミナは声に出していた。それは前回のセッションで、聖騎士パラデインギオンが紅くれないの竜りゆう盟めい首しゆに向かって放ったことばだった。

「くっくっくぅぅ～！」

　頭の中で転がしつづけていたセリフが、つい口を突ついて出てしまい、リュドミナは改めてそのシーンに浸ひたる。

「あとはなんじゃったかなぁ」

　数歩進んで、また止まる。




「我われは冒ぼう険けん者しやギルド『碧あおの要よう塞さい』から派は遣けんされた公式の使者である!!　あの馬車に刻きざまれた紋もん章しようを見よ！　我々は都市国家『ボルカノ』代表、灼しやく溶よう竜りゆうカルメリーザ殿どのとの面会を希望する！」




　半身に立ち、前方をビシリと指さしていた。見る者がいないことが悔くやまれる名めい演えんだった。キリリと眉まゆをつり上げて脳のう内ないの場面を再さい現げんしたリュドミナの相そう貌ぼうがすぐに崩くずれる。

「くぅあぁー……っ　痺しびれるぅぅ……」

　なんど思い返しても、あの時の興こう奮ふんは薄うすれなかった。

「次はわしもあのギオンのようにやってみせる！」

　ついに彼女は、周囲が無人なのをいいことに、片かた手てを伸のばしたポーズを完かん璧ぺきに取り、小声で叫さけんだ。




「それとも、竜とは人の前に立ちはだかることしか能のうのない暴ぼう食しよくの種族か！　いみじくも種の頂ちよう点てんを名乗るならば、儀ぎ礼れいの文化を持って返礼するのじゃーっ!!」




　聖せいロヨラ学院が建つ丘おかの上を、涼すずしい海風が吹ふき抜ぬけていった。

「ふ……っ！」

　リュドミナはニヒルに笑った。次のＴＲＰＧセッションは本日、あと四時間もすれば生徒会室にて開始される。

　シナリオは、ついに『碧の要塞』入にゆう団だん編へんが始まるはずだった。

　ここまで立てた手て柄がらの数も申もうし分ぶんない。嵐あらしで失われた《重じゆう魔ま素そ》をモンスターから奪うばい返し、それを狙ねらうテロからも、冒険者ギルド運うん営えいの必ひつ需じゆ品ひんを護まもったのだ。

「わしは本当に、貴き重ちようなプレイヤーを見つけてしまったのかもしれんっ♪」

　制せい服ふく姿すがたの彼女は、上じよう機き嫌げんで緑の多い中庭を弾はずむように歩いていた。聖ロヨラの敷しき地ちには緑が多い。初代学長はイギリスからやって来た宣せん教きよう師しだった。彼は学院の庭を英国ふうのガーデンとして設せつ計けいしていた。背せの高い新緑の垣かき根ねの向こう。それは偶ぐう然ぜん、リュドミナの耳にとどいた。




「生徒会長まじうざくねー？　なんなの？　あの銀ぎん髪ぱつ女おんな」




　男子生徒の声だった。

「しかもなにあれ、ＴＰ……Ｐ？」

「ＴＲＰＧな？　くっそ寒みいし、アレ、まじできもいんですけど。勘かん弁べんしてください」

　ベンチに脚あしを投げ出して座すわる複ふく数すうの男子生徒の気配。雰ふん囲い気きからすると女子生徒も混まじっているか。彼かれ等らは、植え込こみの陰かげに位置する真後ろのリュドミナに気付いていなかった。帰死者またがえりものの少女の濃桃デイープピンクの瞳ひとみが充じゆう血けつした。

　──聖せいロヨラ学園には、確たしかに『ＴＲＰＧ』が浸しん透とうしつつあった。それを楽しむ生徒は多い。普ふ及きゆうのために、生徒会から熟じゆく達たつしたマスターやプレイヤーを派は遣けんしていたりもする。

　だが、一色に染そまるとは言っても、こうした生徒がいることも確かだった。強きよう制せいではなく、『ＴＲＰＧ』はゆるやかな部活のようなもの。生徒の自発的な活動の一いつ環かんなのだ。統とう制せいしているわけでもない。多種多様な人間がいるからこそ、ＴＲＰＧも面おも白しろい。楽しい気分は粉々になっていたが、生徒会長たるもの、寛かん大だいな心を持つべきだった。

「ふっ……」

　ことさら無関心を装い、リュドミナはそっとこのまま立ち去ることにする。

「あんまりウゼーからさ♡　こないだ、あの、キャラシートっつーの？」

　胸むな騒さわぎに一いつ瞬しゆんで脚が重くなった。地面に埋うまって突つき刺ささるように立ち止まる。

「アレ、だれもいねー時に破やぶいて捨すてたった♡　きもい絵とか描かいてあってさー。なんかソイツ、ゴミ箱の中あさって泣きだしてんの。マジ汚きたなくて勘弁」

「意味わかんねーし！　ちょーうける」

　うけてるわりには誰だれも笑っていない。リュドミナの頭の中は真っ白になっている。胸むねの中に雨が降ふりしきっていた。喉のどと鼻が歪ゆがむように痛いたい。これがＴＲＰＧ内ならば、リュドミナは精せい神しんの【制せい御ぎよ判はん定てい】にファンブルしている。生徒会長は冷たくなった指先を握にぎりしめ、植え込みの前に立ち尽つくした。




「少々よろしいですか」




　ふいに聞こえた声にリュドミナの白い指先が、ぴくりと動いた。

「は？　なに、おまえ……」

　男子生徒達の声にあきらかな戸と惑まどいが混じった。リュドミナはとっさに気配を殺して植え込みをかき分ける。

　ベンチの前、男子生徒達の前に姿すがたを現あらわしていた青年は長身で、髪かみ型がたが七しち三さん分わけだった。

「いえ、今あなた達から大変興きよう味み深ぶかい話が、僕の耳まで聞こえたものでして」

　その頑かたくなな瞳ひとみが、セリフの丁てい寧ねいさとは裏うら腹はらに今や魔ま物ものじみた険けわしさで、ベンチの男子生徒達を見下ろしつづけていた。制せい服ふくの下にあっても浮うきあがるラインでわかる、内側に張はりつめる全身の筋きん肉にく。揺ゆらめくような熱を持ったそれらが静まっているのは、七しち三さんの青年がどうにか押おさえつけている結果だと一目でわかった。

「だれおまえ。カンケー……ねーだろ？」

「会話が成立するとは最初から思っていませんよ。それより……状じよう況きようを……もっとわきまえたほうがいいのでは？」

　男子生徒達は混こん乱らんしていた。自分らを見下ろしつづける青年。こんな目の光り方をさせる同世代の人間を彼らは知らなかった。

「やれやれ……リーダーはあなたですね。二年生……Ｂ組の米よね腹はら鷹たか明あき。サッカー部は今年、本気でインターハイを目標としていると聞きます。レギュラー同士によるライバル争いも熾し烈れつだとか。米腹鷹明、あなたのその素そ行こうでレギュラーを守れているのは、いったいどうしてだと思います？」

「……は？」

「まだあなたが違い法ほう薬やく物ぶつを持ち歩くような連中とつるんでいるとばれていないから、それだけです。クワッド・ラグジュアリという店名に覚えはありますか？」

「な、なんなんだよ、おまえ……！」

「あなたの選手生命を大事に考えているファンの一人にすぎませんよ。ちなみにあの店はトイレから外には逃にげられません。あなたが教えられているルートはフェイクです。しかし……これはなにかの手て違ちがいでしょうね。あなたのように未来ある者を、いざという時の囮おとりにするなど考えられませんから。……そうは、思いませんか？　米腹鷹明。……それからそちら、些さ々さ斑はら涙りつさん……でしたね。あなたがお付き合いしていると思っている西にし革かわ行ゆき元もとの持っているスマートフォンのパスコードは７５１０です。あなたも薄うす々うす気付いているように彼は異い性せい交こう遊ゆうにとても積極的なスタイルです。そのため、彼の抱かかえる爆ばく弾だんはそろそろ発火の兆きざしを見せています。あなたと、あなたのご友人達のフォトデータだけでも早々に処しよ理りした方が懸けん命めいでしょう」

　ベンチに座すわる生徒達はことばを失っていた。今目の前にいるこの青年はなんなのだ。話の内ない容ようも聞き捨ずてならなかったが、彼らはその場から動く事すらできない。誰だれにも知りようが無いような、しかし、確かく実じつにそれぞれの人生を左右するような極ごく秘ひ事じ項こうをこともなげに七三の青年は暴ばく露ろしていく。口調は冷静、落ち着き払はらった理り性せい的てきなものごし。だが、彼の腹はらの底から湧わきあがり、ベンチに座る生徒へ放たれていたのは明確な戦せん波ぱだった。それは、茂しげみを挟はさんだリュドミナの心しん臓ぞうにすら凍こおった刃やいばを突つきたてるがごとき、物理的な圧あつ力りよくすら持った宣せん告こくだった。

「あなた達はツメが甘あまい。なぜそんなにぬるくて中ちゆう途と半はん端ぱな生き方ができているんです？　……けれど……、だからこそ、こちらに戻もどって来ることができる余よ地ちがあります。過あやまちはだれにでもある。それは許ゆるされます。罪つみはあがなえるのです。行いと心がけしだいで。……今なら、まだ」

　祇ぎ園おんのことばは、ベンチに座すわる彼らの脳のうに直ちよく接せつ、言語として響ひびいていない。それはもっと深い、原始の頃ころからある神しん経けい層そうへと波打つように貫かん通つうし、刻きざみ込こまれた。単たん純じゆんに恐きよう怖ふとして。生命を脅おびやかすものと等しい重さをもって、押おしつぶすがごとく。闘とう気きや殺気、明めい確かくな害意や狂きよう気きすら他者から向けられたことのない生徒達の脳が、あらゆる物ぶつ質しつをパニック放出し始める。

「いつでも見ていますよ」

　ベンチに座る生徒達の硬こう直ちよくを、祇園は肯こう定ていと受け取った。

「僕はもう、あなた達に話し掛かけることも、近づくこともしないでしょう。それは確実です。……あなた達がこれから直ただちに、そのキャラクターシートを台無しにした生徒へ謝あやまりにいくというならばの話ですが」

　微かすかに、本当に微かに、ベンチに座ったままの生徒達の顎あごが、縦たてに動いた。

「最後に一つ」

　血ち脂あぶらのにおいをさせる抜ぬき身の刀を鞘さやに戻もどすような雰ふん囲い気きが生まれても、生徒達は祇園の一挙手一投足から目を逸そらさない。

「知らない、わからない、見たことないだけで、物事を拒きよ否ひするのはよろしくない傾けい向こうです」

　男子生徒達は、調子のわるい玩具おもちやのようにうなずきを繰くり返す。

「自分が持っている世界を大切にすることと、他人が持っている世界を理り解かいして認みとめることには本来、対立も矛む盾じゆんも発生しません。そして自分が興きよう味みのある分野だけで満足しないことです。……まあ、僕も最近、それを知ったんですがね。行動に反はん省せいはつきものです」

　去りぎわに祇園はそう言って、昼休みがつづく校こう舎しやに戻って行った。

　必死に気配を消していたリュドミナの存そん在ざいには、最後まで気付いていないようだった。




　◆




「早いもので、セッションも今回で五回目になりますね」

　新しん米まい教きよう師し・天てん花げい寺じ鳥とり籠かごの、一年生の字あざ間ま梓あず彩さと二年生の嬉うれし奈な森もり枢くるるへ向ける微笑ほほえみは、いつにも増まして柔やわらかい。

「もうそんなにっ？」

「……あっという間な気がします」

　机つくえに向かい合ってキャラクターシートとルールブックを見み比くらべていた二人が顔を上げた。生徒会室にはクリーム色のカーテンを揺ゆらして、放課後の風が流れ込こんでいる。

「先生も、ここまであっという間でびっくりしています」

「このキャンペーンって、あと何回くらいつづくんですか……？」

「そうですね……。みなさんの行動でどうなるかは変わりますが、今日のセッションを含ふくめて、あと二回ほどで、大きなキャンペーンの区切りになるのではないかと」

「……ということは、クライマックスが近いっていうこと……ですよね!?　枢くるる先せん輩ぱい、がんばりましょう！」

「うんっ！　ねーねー梓あず彩さちゃん、ボクのキャラの魔ま力りよく計算なんだけど、これって神官技ぎ能のうと精霊使いジングレイザー技能では別なの？」

「あ、それはですねー、技能レベルと知力ボーナスの合ごう計けい値ちを別々に──……」

　そんな三人の様子を、刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんはイスに腰こし掛かけず、壁かべに背せをつけたまま眺ながめている。プレイヤーである二人の女子生徒は新しく覚えた魔法のおさらいを。ゲームマスターである教きよう師し・天てん花げい寺じ鳥とり籠かごはシナリオを書き込んだクリップボードを確かく認にんしながら、雑ざつ談だんに花を咲さかせていた。

　今日も生徒会室は、初めてリュドミナという帰死者またがえりものに接せつ近きんしたときと同じように、整理されたカオスの中にあった。

　壁ぎわは書類と資し料りようがつまったスチール棚だなに囲まれ、中央で島を作るいくつもの事じ務む机づくえの上にも整理されたプリントが積まれていた。

　時じ刻こくは放課後の中にある。聖せいロヨラ学院に通い始めてほぼ一週間が経たっている。祇園は、学まなび舎やの放課後には独どく特とくの雰ふん囲い気きが生まれることに気付いていた。

　学生の本分は学業である。だが授じゆ業ぎようがすべて終わったあとに生まれるこの情じよう緒ちよには、祇園が今まで感じたことのない、ゆったりとしているようで、けれども急流のような肌はだ触ざわりを残す時間の流れがあった。

　彼はこの空気が、なぜか嫌きらいではなかった。けれども同時に気が付いてもいる。この領りよう域いきは自分の世界ではないのだと。

「……っ」

　ふいに、腰こしの黒くろ鞘さやが意い識しきされる。生徒会室にあつまったプレイヤー達の中には、生徒会長であるリュドミナだけがいなかった。

　それが今、意識ばらいの秘ひ蹟せきを宿した黒鞘を経けい由ゆして、彼女の接せつ近きんを知る。この学院にひそむ、異い端たんの帰死者。

「……、やっと、来ましたか」

　七三分けの青年の、ものを考える部分が深く冷たく尖とがってゆく。太刀たちの柄つかに手のひらを乗せ、その感かん触しよくを確たしかめる。




「遅おそくなった、すまぁん！」




　開け放ってあった廊ろう下か側がわの出入り口に、息を切らした輝銀髪プラチナブロンドの少女が現あらわれた。

　瞬しゆん間かん、祇園が動いた。

「……ッひぃっ!?」

　一挙動で輝銀髪プラチナブロンドの生徒会長、リュドミナ・エステルハージの眼がん前ぜんに影かげが落ちる。

「祇ぎ園おんくんッ!?」

　突とつ然ぜんの祇園の行動に室内の三人は目を見み張はっていた。見ることしかできなかったのだ。七しち三さんの青年はその時すでに、動きを完かん了りようさせていた。




「遅ち刻こくとはなにごとですリュドミナ！」
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　まだ誰だれにも知られていない深海魚のように音もなくリュドミナの前に立ちはだかった祇園は、眼光も厳きびしく言い放っていた。昼休みに男子生徒をどやしつけたのにも引けをとらない怒ど気きをふりまき、

「時間を大切にできない者は、他人を思いやれない者のすることです！　これだからヴァンパイアは!!」

「いひぃいいッ!?　あ、あばばばば……ッ！　……ご、ごめんなさい！　こ、こ、この通りじゃ……!!　よ、予想以上に階かい段だんの掃そう除じが盛もり上がってしまって……っ！」

「いいわけは必要ありません。そもそも、あなたがこうして人をあつめて──」

「だ、だいじょうぶですよ祇園先せん輩ぱいっ！　こうして準じゆん備びはできているんですからっ。お掃除とか先生のお手伝いとか、遅おくれてもしかたないことはありますし……っ！」

「うう、梓あず彩さぁぁっ！　祇ぎ園おんがきびしい……！」

　祇園のあまりの剣けん幕まくに涙なみだ目めになってしまったリュドミナは、一年生の陰かげに隠かくれるように生徒会室に逃にげ込んだ。

「この学院は、リュドミナに甘あまい……！」

「祇園くんが厳きびしすぎるんじゃない？」

　飼かい主に甘える子こ猫ねこのように祇園に近づく枢くるるの視し線せんに、

「やれやれ……」

　七しち三さんの異い端たん討とう滅めつ騎き士しは肩かたをすくめ、部下の少女につづくように廊ろう下かから生徒会室に戻もどる。

　──祇園は『異端審問庁グレゴリウス・ナイン』上じよう層そう部ぶからの指令。

　リュドミナ・エステルハージ即そく時じ討とう滅めつ指し令れいを、彼は胸むねの中で握にぎりつぶしていた。祇園は『異端審問庁』……特に、実戦で動いていない者達に、怒いかりなどの感情をいだいてはいなかった。

　ただ、哀あわれと思うのみだった。

　彼は『異端審問庁』にリュドミナの《精髄アゾート》の一いつ件けんを報ほう告こくしていない。

　祇園は知っている。自分達に聖せい務むを与あたえてくる立場にある者の中に、己おのれの保ほ身しん、今ある特とつ権けん的てきな立場だけを守り、その階級を上げていくことしか考えていない堕だ落らくの徒がいることを。

　祗園は、彼らが《精髄》という存そん在ざいについての知ち識しきが足りていないことすらも把は握あくしている。高位のヴァンパイアが内部に秘ひめる《精髄》は単なる精せい神しんエネルギーではない。扱あつかいようによってはヴァンパイアの血脈に流れる知識のすべてを紡つむぎ出すこともでき、なおかつ、彼ら一族を滅ほろぼし尽つくす殲せん滅めつ兵へい器きへとも変へん貌ぼうする。

　だが祗園は、それら《精髄》の深しん奥おうが持つ意味を上層部へと丁てい寧ねいに語るつもりはなかった。もしもヴァンパイアという存在をすべて滅ぼしてしまったら、歴史ある『異端審問庁』はその多くの権けん能のうを失う。

《精髄》を異端討滅の最終兵器として使い、ヴァンパイアをすべて討滅してしまうなど『異端審問庁』にしてみれば、『狡こう莵と死しして走そう狗く烹にらる』というコトワザを文字通りなぞることでしかない。そう考える者がいるのだ。強大な敵てきが存在してこそ、自分達『異端審問庁』は破は邪じやの権能を保たもちつづけることができるのだという、本ほん末まつ転てん倒とうを是ぜとするものが。

　そのような輩やからがいる限かぎり、祇園が真っ正直に彼らへ《精髄》をもたらしても、今の『異端審問庁』では、それごとすべてを葬ほうむり去ってしまう可か能のう性せいがある。

　七三分わけの青年の中に、別の怒いかりが熱を持つ。

　彼の人生には、どうしても強大な力が必要だった。自分は、それをもって、『異端審問庁』の中でも上位に昇のぼらねばならない。一いつ瞬しゆんでいいのだ。あの《精髄》を使い、自分は過か去こに行われたヴァンパイアの大殲滅につづく、『第だい二に次じ　帰死者掃滅祭アンテステリオン』を発令してみせる。そしてこの身は、すべての異端悪を滅ぼす尖せん兵ぺいとなる。だから必ず、自分はリュドミナの深奥に踏ふみ入いり、彼女の《精髄アゾート》を手に入れ──

「ぎ、祇ぎ園おん!?　どうしたうぬ！　なんで左ひだり眼めを蒼あおく燃もやしているッ!?　わしそんなにひどかった!?」

「いえ、いいんですよ、リュドミナ」

「まて！　怖こわいッ！　なんで今にっこりした!?　やだこわいうぬ！」

　怖ければ近づかなければいいだけなのだが、リュドミナは一人で、生徒会室の隅すみっこにいた祇園の様子をうかがいに来ていた。

「とにかく、前回のように時間切れで終わってしまうのは不本意です。今後、集合は時じ間かん厳げん守しゆで」

　祇園はとっさに、瞳ひとみに灯ともってしまった蒼火をちらして顔を背そむける。

「僕だって、わざわざ時間を割さいてここにいるんですよ？」

「わざわざ時間を作っているっ!?　そ……そんなに祇園が『ＴＲＰＧ』を想ってくれているとは……わしは、わしは、嬉うれしい……！」

「ち、ちがいます！　なにをどうすればそんなに勘かん違ちがいできるんですか！」

　枢くるるや梓あず彩さ、教きよう師しの鳥とり籠かごの視し線せんまであつまり始めてしまった生徒会室の片隅で、祇園は腕うでをはらう。

「僕はあなたのふる舞まいに注文をつけているんですリュドミナ！　あなたはヴァ……、せ、生徒会長のくせに、なにもかもが中ちゆう途と半はん端ぱであやふやなんですよ！　見ていて非ひ常じようにイライラする！　いっそ二四時間、常つねに監かん視しして、僕の許ゆるし無しには何もさせたくないくらいです！」

　妙みような静けさが、生徒会室に生まれた。

「ぎ、祇園くん……!?」

「祇園先せん輩ぱい……っ？」

「祇園、う、うぬは……」

「ん？　どうしたんですか？　あなた達」

　祇園の忠ちゆう実じつな部下である枢。生徒会書記の梓彩。そして遅ち刻こくした生徒会長の顔が、みるみる赤く染そまってゆく。さらには、

「先生は今、なにも聞いていません！　応おう援えんだけしています！」

　教師の天てん花げい寺じ鳥籠も顔を手のひらでぱたぱた扇あおぎながら視線を窓まどの外へ。

「お、応援……？」

「そ……そ、そういえば、前回は祇園さんの言う通り、時間がなくてばたばたとシナリオを終わらせてしまって申もうし訳ありません。今日もさっそく、セッションの方を始めましょう」

　最年長者の責せき任にん感かんからか、なおも動いたのはゲームマスターである新しん任にん教きよう師し。

「隣となりの会議スペースに用意をしてあります。移い動どうできる方から、お願いしますね」

　これ幸いと、三さん人にん娘むすめはカバンを持って衝つい立たての向こうへ移動を始める。祇園もそれにつづいて、生徒会室の中央を分ける仕切りの反対側、会かい議ぎ机づくえを並べて作った島に向かい、パイプイスを引いて席についた。

「今回はどこからスタートですか？」

　キャラクターシートやメモ帳、筆記用具にダイスまで準じゆん備びしてから、誕たん生じよう日び席せきでシナリオをチェックするゲームマスターに祗ぎ園おんは視し線せんを向けた。

「今回は、前回のあのつづきから、始めたいと思います」

「あ……あのつづきというと……？」

　祇園は身み構がまえる。前回のシナリオでは、冒ぼう頭とうから《精髄アゾート》──ＴＲＰＧの中では《重じゆう魔ま素そ》という名のアイテムが保ほ管かんされているコーラルという街の『碧あおの要よう塞さい』支し部ぶから離はなれた場所からスタートしていた。

　それにより、結局は最後の最後まで《重魔素》をこの目で見ることもなく、事じ件けんを解かい決けつするために『竜りゆうの都』へと奔ほん走そうするはめになっていたのだ。だから、今回はなるべく近くで。できることなら、もう支部の内部からプレイを始めるべきだった。祇園は期待を込こめて、ゲームマスターの次のことばを待つ。

「もちろん、竜の都である『ボルカノ』の帰り道です。馬車はきちんとカルメリーザさんから返してもらっていますのでご安心を」

「なるほど！　あの山さん岳がく地ち帯たいの帰り道からというわけじゃなっ!?」

　輝銀髪プラチナブロンドの少女、リュドミナが立ち上がったと同時、

「うぅッ……ぐッ!?」

　祇園を襲おそう、あの強きよう制せい的てきな激はげしい脈動。帰死者またがえりものの使う能のう力りよく、『血罪示現ヴアンピリズム』が発動していた。

　生徒会室の風景が一変する。色づく霧きりがあらゆる場所から噴ふき出すように視し界かいを埋うめる。風が新たな方向からめぐり、吹ふき抜ぬける。

　いつか見た事のある高い空を、感じた。

「く……っ……」

　ギオンの身体からだは御ぎよ者しや台だいにあった。二頭の馬に引かれた馬車はゴトゴトと険けわしい山道を進んでいて──

「こ、ここは、あの峠とうげ道みち……ですか!?」

　自分自身の姿すがたも世界とともに変化を遂とげている。濃こい褐かつ色しよくの肌はだ。長い耳に七しち三さん分わけの黒くろ髪かみ。

　ダークエルフの聖騎士パラデインとなったギオンは、キャラクターシートの装そう備び欄らんにあるとおり、重じゆう厚こうなプレートメイルに身をつつんでいる。

「一いつ刻こくも早く……ギルド本部に向かいましょう……っ!!」

　四人パーティのリーダーである青年は、荷に台だいにそろっている三人娘にそう告げた。

「うむ？　そう言えばマスター、我われ々われが『ボルカノ』で果たした任にん務む、テロというか……ギルド襲しゆう撃げき計けい画かくは取りやめさせたという報しらせは、どうなっているのじゃったっけ」

「リュドミナ、あれはすでにギルドへ報ほう告こくしているはずです」

　パーティで唯ゆい一いつの【ライディング技ぎ能のう】取得者であるギオンは、得意げに手た綱づなを操あやつりながら背はい後ごへ告げる。

「そういえば伝でん書しよ鳩ばと……じゃなくて、伝でん書しよ妖よう精せいを渡わたされていた気が……」

　黒くろ紫むらさき色いろの鍔つば広ひろ帽ぼうを押おさえた魔法使いスペルエフエクター姿すがたのアズサが、馬車の荷に台だいに揺ゆられながら前回の慌あわただしいセッション終しゆう盤ばんを思い出すようにつぶやく。

「はいはいはーい！　ボクの【精霊使いジングレイザー】の技能で、もう伝えてあるはずだよー」

　陶とう器きの肌はだと球体関節を持つ精霊人形エレメンタルドールの神官であるクルルは、身を乗り出すように、御ぎよ者しや台だいのギオンの隣となりへと顔を出した。

『確たしかに、前回のうちに「碧あおの要よう塞さい」へは任にん務むの完かん了りようを報告しています。ギルドからは、「了りよう解かい、無事帰き還かんせよ」という定型文が返ってきていますね』

　黄緑色のボンネットをかぶったウエイトレスふうのいでたち。全身を薄うすく発光させたゲームマスターは、今は馬車の最後部に腰こし掛かけていた。

「そっけないのう！」

　リュドミナは、クルルとは反対側の隙すき間まから、御者台のギオンが見ている峠とうげ道みちの前方、コーラルの街を探さがすように立ちあがる。豊ゆたかな胸むねが合わせて揺ゆれる。

「こんなにも頑がん張ばっているのにいつまでも仮かり入にゆう団だんでは落ち着かない！　こうなったら好こう待たい遇ぐうで入団しないことには収おさまりがつかぬっ！」

　ワイルドな毛け皮がわ鎧よろい姿すがたの元山さん賊ぞく娘むすめ。二刀流の戦せん斧ぷ使つかいである少女戦士は不満の気き炎えんを上げていた。

　──いつものことながら、リュドミナの『血罪示現ヴアンピリズム』は完かん璧ぺきだった。異い世せ界かいに送られたと言われても、周囲の風景、それをとらえる五感にまったく違い和わ感かんがない。すべてが信じるに足りた。火山地帯特有の、微かすかに硫黄いおうをはらむ冷たい風の感触。馬車に降ふり注ぐ太陽光の熱と、馬の引く車輪の揺れと軋きしみが、ここにはある。

『ＴＲＰＧ』という遊技ゲームを愛する一念から生まれた能力とはいえ、これほどの世界を実じつ現げんさせる力を持つ帰死者またがえりものであるリュドミナは、やはり危き険けんに変わりがない……。

「……そうですね、これで無事に街へと帰還したあかつきには正式入団、という流れになるはずですが……」

　ギオンは本部合流をうながすようにマスターへと水を向けた。

『はい、近日中に「碧の要塞」ギルド本部にて、入団の儀ぎ式しきが行われる予定になっています』

「ギルド本部にて、入団の儀式じゃと……っ!?」

「た、楽しみですねっ！　入学式……みたいなものでしょうか！」

「その入団式を経て、僕らは正式にギルドメンバーになるわけですか……」

　馬車に乗るそれぞれの思おも惑わくが交こう錯さくする。『碧の要塞』に所しよ属ぞくし、早く冒ぼう険けん者しやとして活かつ躍やくしたくてしょうがないリュドミナ。入にゆう団だん式しき、それ自体に緊きん張ちようし始めてソワソワしてしまうアズサ。そしてギルドに所しよ属ぞくし、内部にもぐり込んで《重じゆう魔ま素そ》に近づこうとする者、ギオン。

　その中で、

「あれー……っ？」

　自分の主しゆ義ぎ主しゆ張ちようを持たない精霊人形エレメンタルドールの神官、クルルが馬車の後部で妙みような声を出す。

「ねーねー、あれはなに？」

　ギオンはとっさに馬車を止める。切り立った峠とうげに沿そって、道が大きくカーブを描えがいた地点だった。

「な、なんじゃ、あれは……」

　リュドミナはすでに馬車後部から地面に降おりていた。御ぎよ者しや台だいにいたダークエルフの青年も急いで馬車を回り込み、三さん人にん娘むすめが見ていた、その景色を目まの当たりにする。

「こ、これは……城じよう塞さい……？　……要塞、ですか!?」

　峠から見える街道沿いに、地上を進む碧あおい島が一つあった。パーティ一いつ行こうは、かつて竜りゆうの都『ボルカノ』を峠の道から見下ろしたように、それを見ていた。

「ゆっくりうごいてるーっ！　ねーねギオンくん！　なんで!?　なんでーっ？」

「ということは、あれは移い動どうしてここまできたと言うコトか!?　じゃって確たしか、行き道にあんなものなかったぞ!?」

　あんなものと、叫さけぶ理由が、その島には満まん載さいされていた。

　島の中央には城しろと塔とうがあった。その周囲を、様々な建けん築ちく物ぶつが取り囲んでいる。

　一目見て議事堂とわかる屋根。図書館とわかる窓まど、兵へい舎しや、厩きゆう舎しや、雑ざつ房ぼう、倉庫、訓練場。

　島のすそ野に目をうつせば、小さいながら城じよう下か町まち的な商店街、はては農のう耕こう地ちまでが、巨きよ大だいな岩がん盤ばんの上におさめられているのがわかる。

　さらに島の全周には、空にも地にも巨大なバリスタと砲ほうが、あらゆる方向ににらみを利きかせている。それをつつみ込こむようにめぐらされた堅けん牢ろうな城じよう壁へきの色彩は、金きん属ぞく的てきな碧。

「これから、誰だれかがあれで戦争でも起こそうとでもしているんでしょうか……。……いえ、わかってはいます……。でも、これが、まさか……！」

『それではみなさん、ここで【知ち識しき判はん定てい】をお願いいたします。達たつ成せい値ちは十二です』

　ギオンに皆みなまで言わせず、ゲームマスターは告げた、

『ここまでくれば、あの要塞状の巨大な物体にみんな見当はついていると思いますけど……』

「うむっ！　じゃがやっておこう！　では……【ダイスセット！】あの巨大物体を知っているかどうか、【知識判定】を【ロールッ！】」

　リュドミナの手のひらに現あらわれる、二つの透とう明めいな桃もも色いろの立方体。いわゆる、ピンククリスタル・ダイスを構かまえた輝銀髪プラチナブロンドの少女戦士から、空中に軌き跡せきを描えがいて飛ぶサイコロは、バスケットボール大の大きさになりながら、びたりと空中で確かく定ていする。

　残りの冒ぼう険けん者しや三人も、それぞれに【知ち識しき判はん定てい】を行い、

『……では、ギオンさん以外の方なら……確かく信しんを持っても大だい丈じよう夫ぶです……』

　達たつ成せい値ちが一番高かったのは合計値で十八のアズサ。魔法使いスペルエフエクターである彼女に、リュドミナとクルルの視し線せんがあつまった。

「あ……、あれこそ、『碧あおの要よう塞さい』の移い動どう城じよう塞さいです！」

　アズサは顔を赤くしながら、後あと押おしされるように大きな杖つえで峠とうげから見える城しろを示しめした。

「すごーい！　あれがギルドの本部なんだって！　ねえギオンくん！　すごいね！　ねっ！」

「ギオン、うぬ、さっき、『まさか！』とか叫さけんでいたが……、まさか、なんだと思ったのじゃ……？」

「しりませんよ……、僕はなにも、知りませんよ！　でも達成値で合計十一までは行っているんです！　あとちょっとでしたから！　おしい！　ここまでは出かかっていたんです！　ここまでは！（自分の喉のどを指さし）」

『それでは、ここで改めて「碧の要塞」のデータを開かい示じしますね』

　黄緑色のボンネットを日よけにするマスターは、空中にテキストデータを浮うかび上がらせる。

『まず、あの八はつ本ぽん脚あしの巨大な蒼あおい陸りく亀がめですが、名前をジオ・タートル』

「かめぇっ!?」

「本当です！　見てくださいリュドミナ先せん輩ぱい！　あれ、島じゃなくて亀ですよっ!?　要塞が載のっているのは巨きよ大だいな亀です！」

「なるほど……ジオ・タートル。人間との信しん頼らい関かん係けいを結ぶことのできる、騎き乗じようモンスターに分類される……。レベルが上がれば、僕のライディング技ぎ能のうでも操あやつれるってことですね」

「うぬはそれ好きじゃよな……」

　削けずって作られたような峠とうげ道みちの端はしギリギリからパーティ四人は遠く、ゆっくりと街かい道どう沿ぞいを進む城塞を眺ながめ、同時に空中に浮かんだ文も字じ情じよう報ほうを確たしかめる。

「陸亀の平板な甲こう羅らは広大であり、小さな村ならばすっぽりと入ってしまうほどの面積を持つ……」

「『碧の要塞』は、そこにあらゆる施し設せつを構こう築ちくし、移動要塞として活用している……」

「要塞を拠きよ点てんとし、常じよう駐ちゆう的てきに活動する『碧の要塞』所しよ属ぞくの冒ぼう険けん者しやの数は二百人を上回る……。それ以外に要塞を維い持じする人員でも三百人以上……」

　観光名所の看かん板ばんを読み上げてしまうように、それぞれが印象的な説明を思わず口にしていた。

「これは、《重じゆう魔ま素そ》も必要というものですね……」

　ギオンが特に胸むねに刻きざんだ部分があった。

　冒険者の数は二百人以上。──レベルが上がった冒険者は、一いつ騎き当とう千せんのツワモノに育つ。

　それが二百人もあつまり、潤じゆん沢たくな武ぶ器きと移動要塞までをも手にしていれば、それはここ、華フア大陸にある小国家を軽く凌りよう駕がする兵力を維い持じしていることになる。この世界では高こう密みつ度どの魔ま力りよくが結けつ晶しようしたアイテムが稀まれに生まれてくる。それを大別して人々は、特に冒ぼう険けん者しやは《重じゆう魔ま素そ》と呼よび珍ちん重ちようしていた。そして《重魔素》は大だい規き模ぼギルドを支ささえるエネルギーとして今では無くてはならないものだった。高密度の魔力はそのまま武ぶ力りよく、ひいては発言力につながる。ゆえに、

「あれらの武ぶ装そうを、ああして見せつけるだけで、大たい抵ていの反はん乱らんは食い止められそうですね……」

　この世界は人類に敵てき対たいする生命体に満ちあふれている。人類の生せい命めい圏けんを維い持じし、平和の安定のために果か断だんな遊ゆう撃げきをためらわない『なんでも解かい決けつ屋や』である冒険者達の力は、もはや世になくてはならない人材であり、組そ織しきであった。

　ここに平和の礎いしずえ、砦とりでありと味方と敵てきに示しめしつづけることが、なによりも必要となる時代。冒険者ギルド『碧あおの要よう塞さい』には、それを誇こ示じし最さい大だい限げんに活用することにためらいがなかった。

　そこから、自分は《重魔素》を奪うばう。

　それなりの算さん段だんを立てる心こころ構がまえがギオンの中で再さい度ど、認にん識しきされた。なにしろ今からその内部へと、自分は潜せん入にゆうしてしまえるのだ……。

「ギオン！　あそこ！　あそこにあるのは、コロシアムじゃろうか！」

　ふいにリュドミナがぺんぺんと聖騎士パラデインの鎧よろいを叩たたいた。

「やめなさい」

　言いながら見れば、要塞の一角に、すり鉢ばち状じようの建けん築ちく物ぶつが目に止まる。

　中心部に白い砂すなが撒まかれ、それを囲む壁かべ沿ぞいいに『新しん入にゆう団だん員いん歓かん迎げい！』という横おう断だん幕まくが掲かかげられている競きよう技ぎ場じようのようなもの。リュドミナの言う通り、闘技場コロシアムのように見える。

「あそこで入団式が行われるんじゃろうか……」

「最終試験がバトルロイヤルじゃないことを祈いのりましょう」

「ええええッ!?　……そ、そうなのかマスター！」

『いえ、残念ながら、最終試験がバトルロイヤルというわけでは……。あのコロシアムが、競技場や式典場など様々な式場としても使われているという設定でして……。あ、でも、みなさんバトルロイヤルが良かったですか？』

「いい！　いいから！　バトルロイヤルでなくていい！　ストップ！　マスター！　シナリオは書き直さなくていい！　最初の予定通りでいこう！　変なことを言ってわるかったから！」

　リュドミナはゲームマスターのアドリブノリを阻そ止しする。

「ふ、ふぅ……、しかし、なんにしろ、焦じらすのうっ！」

　コロシアムで冒険者同士が血みどろの争いを繰くり広げる展てん開かいからパーティを救った元山さん賊ぞく娘むすめは、額ひたいに滲にじんだ汗あせをぬぐった。

『では、このあたりで一気に翌よく日じつの昼に行われる入団式まで時間を進めようと思いますが、どうしますか？』

「そうですね……」

　ギオンは思考する。リュドミナが作り上げたこの世界に出しゆつ現げんしている彼女の《精髄アゾート》を手に入れるには、直ちよく接せつ《重じゆう魔ま素そ》の元へ辿たどり着かなくてはならない。はたして、自分達は入にゆう団だん式しき前に本部に侵しん入にゆうしてそこまでいけるだろうか。……答えは一つに絞しぼられるようだった。

「わかりました、入団式を先に済すませてしまいましょう。他のメンバーは？」

　任にん務むの成せい否ひを決めるのは情報だった。ギルドメンバーになってしまった方が、それは確かく実じつに手に入る。

「うむっ！　まずはそれじゃな！　早いところ決めてしまおう！　話はそれからじゃ！」

「ついに、ついになんですね……！」

「いぎなーし！」

『では、状じよう況きようを入団式にうつしますね』

　四人と同じく、峠とうげ道みちの崖がけ沿ぞいにいたゲームマスターが、ひらりと腕うでをふるった。




「…………っ!!」




　それこそ、ゲームボードに駒こまとして置かれた自分の周囲の景色、空間がはぎ取られ、猛もうスピードで書き換かえられていくようだった。突とつ風ぷうも轟ごう音おんもなくゆるやかな水流を早回ししたように溶とける様々な光。時空の奔ほん流りゆうの中心に立ち尽つくしたまま、次の瞬しゆん間かん。




　聖騎士パラデインギオン、戦士リュドミナ、魔法使いスペルエフエクターアズサ、神官クルルは、ぽんっと軽く放りだされるように、コロシアムの真ん中に居い並ならんでいた。




「お、おおおおお……ッ！　ついに来たかぁッ！」

　そこは、闘とう技ぎ場じようであり競技場、そして式典場でもある白い砂すなの撒まかれたコロシアム。円形すり鉢ばち場じようの底に四人はいた。

「あ……きゅ、急に、ここからなんですかっ!?」

「わぁー！　すごーい！　壁かべが高ーい！」

　小しよう規き模ぼの合かつ戦せんなら展てん開かいすることができそうなほどに、自分達のいるフィールドは広かった。だが、どうしてもそれを取り囲む垂すい直ちよくの石せき壁へきが視し界かいに入り、意い識しきにあがる。四人が全員で肩かた車ぐるまをしてもてっぺんに手がとどきそうもないくらい壁面が高いのだ。

　ギオンは背はい後ごをふり返る。パーティが立つ競技フィールドにつづく入場門。そこが今は開かい放ほうされている。ダークエルフの聖騎士は首の向きを変え、

「マスター、今の日付ですが」

『峠道で「碧あおの要よう塞さい」本部を発見した翌よく日じつの午後です。みなさんはあの日の夜に『碧の要塞』本部とコーラルの街の郊こう外がいで合流しました。今日はその翌日である、入団式当日という流れです』

「なるほど……ともあれ、あの壁かべに下げられた歓かん迎げいの垂たれ幕まくからすると、入にゆう団だん式しきというのは、ギルドにとって一種の祝典のようですね」

　ギオンの視し線せんが周囲を取り囲む壁の、さらに上へ向けられる。

「ん……っ？」

　ダークエルフの聖騎士パラデインの右みぎ隣どなり。輝銀髪プラチナブロンドの元山さん賊ぞく娘むすめの視線もつられるようにあがり始め、

「あ……こ、こんなに、たくさん??」

　さらにリュドミナの右隣のアズサも気が付く。

「み、見られておるーっ！」

　競きよう技ぎフィールドをぐるりと囲む客席。それが碧あおく、染そめられていた。

「これが、『碧の要よう塞さい』に所しよ属ぞくしているギルドメンバー達なのかっ!?」

　性せい別べつや職しよく業ぎよう別べつに違ちがいはあったが、ギオン達を見下ろしている誰だれもが碧を基き調ちようとした制せい服ふくと装そう備びに身をつつんでいた。その光景は壮そう観かんだった。

「そ、そういえば……」

　アズサは鍔つば広ひろ帽ぼうを伏ふせるようにして、手元のメモ帳ちようをめくる。

「この『碧の要塞』には、世界各地で任にん務むを遂すい行こうする関連冒ぼう険けん者しやを含めれば、有ゆう効こう投入人員は三百を優ゆうに超こえるそうです……。パーティ数は本部だけでも六十組以上。大だい規き模ぼな依い頼らいなどがあれば、パーティとパーティを連結させ、国家規模の要よう請せいにより、争そう乱らんの平定や大だい迷めい宮きゆうの攻こう略りやくに当たることさえあるって、さっき書いてありましたから……」

「す、すごいところに来てしまった気がするぞ……？」

「（少しだけ『鶏鳴騎士団クルースニク』の入団式思いだすね、祇ぎ園おんくん……）」

　ギオンの左ひだり隣どなり、クルルが声を抑おさえてギオンを見あげた。

「（ええ、騎き士し団だんと同じく、ここならば仕事は格かく段だんにやりやすくなるでしょうね……）」

　自分達を見下ろしている現げんメンバー達を、さりげなくギオンは観察する。

「装備はすべてギルドからの支し給きゆう……。統とう率そつは力です。組そ織しき力りよくがあるのだという、この印象が与あたえる心理的効果は侮あなどれるものではないですからね」

　ギルドメンバー達の表情は、どれも自信に満ちあふれるものだった。順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。実力と環かん境きようがそろった時、人は潜せん在ざい能のう力りよくを開花させ始める……。

「反面、この雑ざつ多たな個こ性せいが無くなるのは少し寂さびしいですが、まあ、秩ちつ序じよのためにはしかたありません」

　ギオンは視線を元へ戻もどす。自分達と同じように競技フィールドに並ならぶ、他の者へと意い識しきを向けた。ギオンのパーティと同じような冒険者がさらに十二人ほどそこには並んでいる。

「……ふぁっ！　気付かんかった!!」

「こ、これは、マスター！　もしかして、私達と同期になる冒険者のみなさんですか!?」

『その通りです。みなさんと一いつ緒しよに、入にゆう団だん式しきに臨のぞむ方々です』

　ギオンはすでに自分達以外の冒ぼう険けん者しやの観察を終えている。各地の試験官から選ばれたらしき冒険者達は、三つのパーティに分かれているようだった。つまり、今回入団するのはギオン達を含ふくめた四つのパーティということになる。

「妥だ当とうなところですね……」

　外見的な判はん断だんをすると、戦士ふうの者が三人と一番多く（リュドミナ含む）、次ついで神官が二人（一人はクルル）。つづいて一人ずつ、精せい霊れい術じゆつ士し、魔法使いスペルエフエクター（アズサだ）、レンジャー、聖騎士パラデイン（自分）、商人、薬やく草そう師し、錬れん金きん術じゆつ師しとおぼしき、それぞれ個こ性せい的てきな面々。

　勢せいぞろいした冒険者達の武ぶ具ぐは職しよく業ぎよう以上に様々で、二刀流の戦せん斧ぷ使いと商人ふうの拳けん銃じゆう使つかいが特に目を引いていた。

　身に着けている防ぼう具ぐも多種多様を極め、リュドミナ以上に薄うす着ぎと言っていい冒険者もいれば、東洋の着物を着た人物までいる。

「リュドミナ、あなたなにをニヤニヤしてるんですか……？」

　同じくほかの冒険者に気が付き、見回していたリュドミナの表情にギオンは目をとめる。

「くっくっく、いやいや……うぬ、これが喜ばずにいられようか、なぁ？　くっくっく……」

　聖騎士の叱しつ責せき的てきな視し線せんにひるむでもなく、少女戦士は口元を押おさえている。

「いろいろな喜びが、こう、急にあふれてきてしまってなぁ……？」

　彼女はふざけた調子でしなを作り、ギオンの鎧よろいを指先で叩たたいた。こうあっても彼女はヴァンパイアの少女。リュドミナは、やろうと思えばどこまでも艶なまめかしい仕し草ぐさを取ることができた。入団式を迎むかえた喜びにプラスして、生徒会長リュドミナ・エステルハージは今日の昼休み、颯さつ爽そうと中庭に出しゆつ現げんした祇ぎ園おんの姿すがたも同時に思い出していた。嬉うれしさが同じ種類の嬉しさを呼よび込こみ、リュドミナを溺おぼれさせている。

「も、もうっ、リュドミナ先せん輩ぱい、少し落ち着いてください……っ！」

　さらに右みぎ隣どなりのアズサは、すでに昼休みの事じ件けんを生徒会長であるリュドミナから聞いていた。それにピンと来た生徒会書記の少女は、顔を真っ赤にして震ふるえている。

「ふぅ……、やれやれ。あなたの考えていることは、本当によくわかりません」

　ダークエルフの七しち三さん分わけ青年は、様子のおかしいリュドミナとアズサへ向けていた視線を、前方に作られたステージへと戻もどす。

「ともかく、もっとしゃきっとしてください。こういうモノは最初が肝かん心じんなんですから」

「もーギオンくんてばっ！　ギオンくんだって昨日、『碧あおの要よう塞さい』に入団したら、さっそく内部の改かい革かくを始めるって、予定表作ってたよね！」

「クルルッ!?　し、静かにしていなさい！　なんでそれを知っているんですか！　あなたは別に僕を調ちよう査さしなくていいんですよっ!?」

「はぁい！」

「し、しかし……」

　さらにまとわり付くような笑みを浮うかべたリュドミナをふりはらい、場を取り繕つくろうように、聖騎士パラデインの青年は咳せきばらい一つ。

「期待はしてしまいますね。我われ々われはルーキーながら、ギルドにとって勲くん一いつ等とうの働きをしているはずですから。新人ルーキーグループのリーダー的立場に抜ばつ擢てきされても、僕は文もん句くを言わせません」

「うむっ！　新人グループのリーダーとか、大いにありえるとわしも思うっ！」

　ギオンのセリフへ食い気味に、今それ自分も言おうとしてたのに！　的勢いきおいでリュドミナも張はり切った。

「そ、そうなったらギオン！　もういちど、このわしらのパーティのリーダーも選び直すというのは──」

「却きやつ下かです」

「はやーいであろーうっ！」

「だいたいですね、セッションに遅ち刻こくするような者にリーダーがつとまるとは──」

「それとこれとは別じゃろぅっ!?　多数決！　多数決で決めるのじゃ！　うぬは前回、勝手にリーダーになってしまったのではないかーっ！」

「わかりました。ではこの入にゆう団だん式しきが終わってから改めて決めましょう。まあ、結果は知れていますがね」

「よしっ！　約束じゃぞっ!?　逃にげるでないぞっ!?　絶ぜつ対たいじゃぞっっ!?」

　ギオンはつめ寄よってくるワイルドな少女戦士を遠ざけるような溜ため息いきを吐つき、

「それにしても、なかなか始まりませんね。なにをもたついているんでしょうか。こういう式の段だん取どりで隊の練れん度どは測はかれるというのに……。やはり、改かい革かくが必要に──」

「あっ！　誰だれか出て来たっ！」

　白はく砂さの舞ぶ台たいより一段だん高いステージ上に、位くらいが高いとおぼしき人物が登場した。

「……？」

　現あらわれたのは、碧あおいローブを纏まとった、渦うず巻まきだった。

「な……なんですかあの髪かみ型がたはっ！」

「斬ざん新しんすぎる前髪であろう……っ!!」

　碧いローブを身に着けた魔ま術じゆつ師しは、陰いん気きな猫ねこ目めで挙きよ動どう不ふ審しんがちな、うら若わかく見える女性だった。その女の眼がん前ぜんに、ローブと同色、碧くメタリックな前髪が、渦を巻いている。

「なんだかあの人、足下がふらついていませんか……？」

「ま、まさか、目の前にある、あの渦巻きでクラクラしているのではなかろうなっ!?」

　ギオンとリュドミナの指し摘てきをよそに、碧い渦巻きを持つ魔術師は、十六名の冒ぼう険けん者しやを前にして口を開く。

「〈ただいまより、冒険者ギルド『碧の要塞』第二十九期、着ちやく任にん式しきを始め……ウプっ〉」

「やっぱり酔よってますあの人！　前まえ髪がみの揺ゆれに自分で酔ってます！」

「む、無理をするでない!!」

「〈司会進行は私、『碧あおの要よう塞さい』五天王の一人、幻げん惑わくのフーランジェが、ン……ゴクリ〉」

「顔が真っ青です！　あのフーランジェとかいう五天王の一人！　五天王って語ご呂ろも悪いですし、なんだかここに来て急に『碧の要塞』が心配になってきました！」

「幻惑のという二つ名はかまわぬが、うぬが自分の前髪に幻惑されておるではないか……！　あと最後に何を飲み込こんだ!?　誰だれか、代わりはいないのか!?」

『ひとつ、よろしいですか？』

　白はく砂さの上に並ならぶ四人の前に、ゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり籠かごがふわっと現あらわれる。

『入にゆう団だん式しきの進行役として出て来たフーランジェさんなのですが』

　薄うすく発光する黄緑色のウエイトレスの指先を、ギオン達が追おった。

『ご覧らんの通り、冒ぼう険けん者しや達にめぐらせていた視し線せんを、青い顔のまま口を押おさえ、ギオンさんの上でびたりととめています』

「っ!?　リュドミナ！　あなたが静かにしていないからですよ……!?　だから、リーダーである僕が……！」

「わ、わしじゃないであろうッ!?　うぬが一番うるさかったから、あのグルグルに怒おこられるのであろうがぁーっ！　なあ、リーダー殿どのぉお!?　責せき任にんを取って怒られるがよい！」

『いえ、どうやらそうではないようです』

「っ??　どういうことじゃ……？　引っ込んで行ったぞ！」

　リュドミナ達四人が見たステージ上の光景を、ゲームマスターは改めて説明する。

『ご覧の通り、ギオンさんに視線が釘くぎ付づけになったあと、フーランジェさんは突とつ然ぜんステージの脇わきに退たい場じようし、それからなかなか戻もどってきません』

「限げん界かいが来て、陰かげでこっそり吐いてるんじゃないですか……？」

「これ、どうすればいいんじゃぁ？」

『もし、ご希望でしたら【聞き耳判はん定てい】で、舞ぶ台たい袖そでの会話を聞き分けられますが、どうしますか？　達たつ成せい値ちは十九です』

　ためらいなく、四人の手からサイコロが舞まった。

　成せい功こうしたのは、【聞き耳技ぎ能のう】を持つリュドミナのみ。

「十九くらいともなると、さすがに技能持ちでないと難むずかしいですね」

『それでは手に入れられた情じよう報ほうは今回、【聞き耳判定】に成功したリュドミナさんだけに、情報カードでお知らせします』

　ゲームマスターは懐ふところから一枚の紙し片へんを取り出し、輝銀髪プラチナブロンドの女戦士への目の前へと差し出す。

「ふむふむ……」

　カード受け取り、その情報に目を通したリュドミナの行動は、早かった。

「な……ん、じゃ、とぉおおおお……ッッ!?!?」

「リュドミナっ!?」

「せ、先せん輩ぱい……ッ!?」

「どこ行くのリュドミナちゃんっ!!」

　少女は背せ中なかのグレートアックスさえ抜ぬきかねない勢いきおいだった。輝銀髪プラチナブロンドを逆さか立だてた女戦士は、白い砂すなを蹴けり、フーランジェが姿すがたを消した舞ぶ台たい袖そでへつづく、暗がりの階かい段だんへと消えた。

「待ちなさいリュドミナ!!」

　ギオンを筆頭にアズサ、クルルはリュドミナを追った。ただ事ではなかった。

「どういうことじゃ！　説明せよーっ!!」

　追った三人が見た光景。リュドミナは、啞あ然ぜんとしながらも身み構がまえた渦うず巻まきの魔ま術じゆつ師し・フーランジェに飛びかかろうとしている。

「馬ば鹿かな真似まねはやめるんですリュドミナッ！　マスター!?」

『許きよ可かします。ギオンさんが望むなら、羽は交がい締じめにすることができます！』

　ギオンの躍やく動どう。パーティのリーダーである聖騎士パラデインは、フーランジェの寸すん前ぜんで、女戦士を捕ほ獲かくに成せい功こうする。

「離はなせ！　離せギオンッ!!」

「どうしましたかリュドミナ!!　狂くるったんですか!?」

「違ちがうぅぅうッ！　許ゆるせんのじゃ！　わしは、こやつを許さないっ!!」

「説明するんです！　今のままではわけがわかりません！」

　ギオンは周囲にいるギルドスタッフや、渦巻きの幻げん術じゆつ士しフーランジェに弁べん明めいするように、取り押おさえたパーティメンバーへと怒ど鳴なる。

「〈そのことであなた、ギオンと仰おつしやるの？　お話がありますの〉」

　碧あおのローブを揺ゆらし、フーランジェが進み出た。

「い、言うなぁぁぁァアッ!!　あぐむッ!?」

　反はん応のうするように暴あばれ出したリュドミナの口を、ギオンがふさぐ。

　フーランジェは告げた。




「〈『碧の要よう塞さい』に、ダークエルフの入にゆう団だんは認みとめられていません。あなたがここにいることは、なにかの間ま違ちがいですわ〉」




「ぐぅッ！　なぜじゃ!!　ギオンはギオンじゃぞ！　ダークエルフかどうかは関係ないではないかッ!!」

　ダークエルフの聖騎士をふり解ほどき、リュドミナは幻術士につめ寄よった。

「〈その通りであーるッ！〉」

　なかばリュドミナをさえぎるように迫せまってきたのは、一枚まいの金きん属ぞくの扉とびらだった。

「オーレオリンっ!?　なぜうぬがっ!?」

「〈今、そのことで我わが輩はいはフーランジェ殿どのと話し合っていたところである。ギオン殿は立りつ派ぱな聖騎士パラデイン。このオーレオリンが認みとめた冒ぼう険けん者しやなのであーる!!〉」

　勇いさましい扉の向こう側からの声に、

「そ、そうじゃそうじゃ！　よく言ったオーレオリン！　ギオンは今まで沢たく山さんの人々を救ってきた！　それを今さらなんなのじゃ!!」

　リュドミナは大きく賛さん同どう。声を張はり上げすぎ、涙なみだ目めだった。

「〈では、新しくこの冒険者ギルドに入にゆう団だんするあなた方に、この『碧あおの要よう塞さい』の歴史をお教えいたします〉」

　幻げん術じゆつ士しの杖つえの先せん端たんが床ゆかを突つき、金属音が響ひびく。同時に、リュドミナ達がいる空間上部へ、霧きりのスクリーンが現あらわれたように映えい像ぞうが浮うかび上がった。フーランジェによる幻術に違いなかった。

「〈この『碧の要塞』が生まれて十八年。今までの冒険者ギルドは二度、崩ほう壊かいの危き機きを迎むかえたことがありますの〉」

「そ、それがどうしたというのじゃ。関係ないであろう……！」

「〈その二度ともが、入団した直後のダークエルフの裏うら切ぎり行こう為いによるものでしたわ。その動どう乱らんの中で、幾いく人にんもの冒険者がこの世を去った。……その時、我われ々われは定めましたの。もう二度とダークエルフの入団を認みとめまいと。……うぷっ！〉」

　感極まったように口元を押おさえふらついた。フーランジェの集中が途と絶だえ、悪あつ鬼きのごときダークエルフによって壊かい滅めつ的てき危機に陥おちいった、過か去この『碧の要塞』の映像が消えた。

「そ、そんなことは理由にならぬ！　その裏切ったダークエルフは、うぬのような者がいたから裏切りたくなったのではないか!?」

「〈き、聞き捨ずてなりません……！〉」

「やめなさいリュドミナ！」

　聖騎士の手首がひるがえり、輝銀髪プラチナブロンドに濃桃デイープピンクの瞳ひとみをもつ女戦士の頰ほおが、音高く鳴った。

「ギ……ギオン？　わしは、うぬの、ために……っ」

　だが彼は、リュドミナに構かまわず、渦うず巻まきの幻術士の前に膝ひざを突いた。

「もうしわけありませんフーランジェ殿。メンバーの無ぶ礼れいはリーダーである僕が詫わびます。バカにはきちんと言って聞かせます。ここは矛ほこをお納おさめください」

「待てギオン!!　うぬはわかっているのか!?　今、うぬの入団が認められないと言われているのじゃぞ!?」

「わかっています！　だからと言って、ここでコトを構かまえてしまったらパーティ全員が入団拒きよ否ひされてしまうんですよ!?　あなたはそんなことになっても構わないというんですか！」

「こんな場所だとは思わなかった!!　わしはこんなギルド、こちらからごめ──むごもごあぁっ！」

「言わせませんよ!?　なんとしても我われ々われは、この『碧あおの要よう塞さい』に入にゆう団だんするんです!!」

「そ、そうですよリュドミナ先せん輩ぱいっ!!　悔くやしいのはわかります！　私だってすごく悔しいです！　でも、ここはひとまず抑おさえて……！」

「確たしかにムカツクけどお願い！　今は我が慢まんしてリュドミナちゃんっ！」

「う、うぐぐぅ……っ」

　女戦士は、膝ひざを折ったままのギオンからもフーランジェからも視し線せんを背そむけた。

「〈何事だ。なにを揉もめている〉」

　深い谷底から吹ふき込こんで来たようなバリトンボイスが、舞ぶ台たい袖そでのさらに奥おくからとどいた。一同がふり向いた先に姿すがたを見せたのは、背せが高く大おお柄がら、たっぷりとした白い髪かみと白い髭ひげを丁てい寧ねいに整えた壮そう年ねんの男性だった。

「〈ゼオライド卿きよう！〉」

　オーレオリンとフーランジェが道を開けるように退しりぞいた。ゼオライドと呼よばれた男は、作業着と厚あつく大きなエプロンというラフな恰かつ好こうだった。額ひたいには、あたかも艦かん長ちようを示しめすようなゴーグルを載のせている。
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「な、なんじゃぁああ……？」

　捲まくったシャツから見える太くたくましい腕うでは黒い油のようなもので汚よごれていた。それを気にする風でもなく、布ぬので拭ぬぐいながら近づいてくる姿すがたは、童話の中に出てくる気さくで気前の良い熊くまのようだった。

　場の雰ふん囲い気きがその男の登場だけで一変していた。良く言えば厚あつい包ほう容よう力りよく、他の言い方をするなら馴なれ馴れしくフレンドリーな仕し草ぐさで、艦かん長ちよう然ぜんとした男はフーランジェとオーレオリンからコトの顚てん末まつを聞いている。

「〈それは大変失礼なことをした〉」

　場の空気と、状じよう況きよう説せつ明めいを吸すい込こむように大きく体を揺ゆらし、うなずいたあと、男はリュドミナとギオンに向き直っていた。

「〈この私が詫わびよう〉」

「いや、待て。うぬはいきなり出て来て、なにをまとめようとしているのじゃ……？」

「待ってくださいリュドミナ、このゼオライド卿きようという男性は、もしかして」

「〈そういうことだ、ギオン君。私がこの『碧あおの要よう塞さい』総そう代だい、ゼオライド・ボルンバルド。この一いつ件けんはわたしが預あずかった〉」

　茶ちや目めっ気けたっぷりと言うには、ゼオライドのウインクには真しん剣けんさがありすぎた。

「〈その上で断だん言げんしよう。ギオン君の入にゆう団だんには、なんの問題もないということを〉」

　リュドミナが息を吸い込んで、眉み間けんにシワを寄よせた。

「ま、真であろうな!?　ウソはいかんぞ、ゼオライド卿！」

「〈フーランジェは、その動どう乱らんで仲間を失っていてね。わかってやってくれ。あいつにもよく言って聞かせる。フーランジェ、この冒ぼう険けん者しや達に謝あやまれ〉」

「いえ、そこまでは──」

　ギオンは丁てい寧ねいにそれ以上を固こ辞じしようとしたが、

「〈私も気がたっておりました。失礼な発言をお許ゆるし下さい〉」

　渦うず巻まきの前まえ髪がみを揺らし、幻げん術じゆつ士しのフーランジェは素す直なおに腰こしを折る。

「〈これで、手打ちにしてやってもらえるか〉」

「はい、僕は気にしていません」

「なんじゃ、ギルドの頭目はいい奴やつではないか……！　良かったなギオン！　ふぅ……一時はどうなることかと──」

「それはこっちのセリフですリュドミナ！　いつまでもニヤニヤ浮うわついてなんかいるから、そのような勇み足をしてしまうんです！」

『では、リュドミナさんは、ここで気が付きます』

「うむ？　こんどはなんじゃ!?　ダイスで判はん定ていするのか？」

『いえ、これはシチュエーション的に自動で気が付いて良いでしょう。リュドミナさんは思い出します。このゼオライドさんが、いつかリュドミナさんが言っていた、酒場の乱らん闘とうから、自分を助けてくれた冒険者だと』

「なんと！　あの時は頭目が自みずからっ!?　ふむむ！　あまりのことに忘わすれておった!!　なるほど……このような者が頭目じゃから、『碧あおの要よう塞さい』は成り立っているのじゃな！　うむ！　これはますます、この冒ぼう険けん者しやギルドでの冒険任にん務むが楽しみになってきたなぁ……っ！」

　晴れ晴れとした表情。リュドミナは伸のびをするように笑顔になっていた。

『それでは、このまま何事も無ければ、みなさんがコロシアムに戻もどった時点で、入にゆう団だんの儀ぎ式しきが始まります』




　◆




　個こ室しつまで与あたえられたのは予想外だった。

「ふぅ……」

　あれからは無事に入団式を終え、今は『碧の要塞』全体が、祭りのような雰ふん囲い気きにつつまれていた。入団式は、この冒険者ギルドにとってめぐる季節の区切り、その年の門かど出でとしての意味合いを持っているようだった。

　ギオンは、学校の入学式とはこのようなものなのだろうかとも、思った。

　ルーキーである冒険者達に手配されたのは、狭せまいながらも生活必ひつ需じゆ品ひんは一通りそろっている石いし造づくりの個室。小さな窓まどが一つあった。壁かべには幾いく本ほんかの伝声管が走り、チェストボックスの横には、棚たなと一体化した机つくえとイス。跳はね上げ収しゆう納のう式しきのベッドの上には、たたまれた碧い制せい服ふくまで用意してあった。

「ふぅ……。これ、さっそく着て、外をうろつかなくちゃなんですかねぇ……」

　気分はそれなりに複ふく雑ざつだった。

　なにか引っかかっている。刷さつ新しんされようとしている様々なものの隙すき間まに、少しずつなにかがまぎれてしまって、気付いておくべきなにかが裏うら向むきになってしまっているような。

「さて……」

　リュドミナ、アズサ、クルルには、三人一いつ緒しよの広めの部屋がわり当てられたと、ゲームマスターは教えてくれた。

　三人は今、実じつ際さいに、生徒会室の会議スペースではなく、別の教室にいる。

　ギオンは一人、生徒会室に残されていた。マスターが三さん人にん娘むすめを連れて行ってしまったのだ。しばらくは、別々にプレイするらしい。

　このような違ちがう部屋に別れてのプレイは、ＴＲＰＧではたまにあることなのだと、リュドミナは言っていた。

　──ギオンは心配していない。クルルに任まかせておけば、リュドミナの動向は把は握あくしておけるはずだった。彼女達はギルドの制服に着がえ、祭りの雰囲気につつまれる要塞内で自由時間を満まん喫きつするらしい。

　入にゆう団だん式しきではさっそく新人達に任にん務む、クエストを与あたえるという情じよう報ほうが出回っている。彼女達が自由時間をそのための準じゆん備びに使ってくれるといいが……。

『おまたせいたしましたギオンさん』

　ふいにゲームマスターの天てん花げい寺じ鳥とり籠かごが姿すがたを現あらわした。どうやら三さん人にん娘むすめ達の方は話がまとまったらしい。

『ではここで、さっそくですが【危き険けん感かん知ち判はん定てい】をお願いします。目もく標ひよう値ちは十五で』

「……なるほど。そういうことですか。ふっ、そちらから来ていただけるのなら、僕が迷まよう必要もないのかもしれませんね。この僕に、いったいなんのようです？【ロール！】」

　まだ鎧よろいを脱ぬぐ前だったギオンの腕うでからダイスが放たれた。与えられた小さな石部屋の中に示しめされた出で目めは[image: ][image: ]。

「レベルが上がっていますからね。合計値は十六」

『では、ギオンさんはドアの外、回かい廊ろう側に気配があることに気が付きます』

「ドアの外、ですか？　ふむ。では声を掛かけます。……どなたでしょう。ドアに鍵かぎは掛かっていませんよ？」

「〈ゼオライドだ。ギオンくん、いるかね〉」

「これは、総そう代だい自みずから」

　ギオンは扉とびらを開き、部屋の中へ心こころ優やさしくも勇ゆう敢かんな熊くまのような艦かん長ちよう、作業服に帆ほ布ぬののエプロンという姿すがたの『碧あおの要よう塞さい』代表を招まねき入れた。

「どうされましたか、総代」

「〈キミ達の活かつ躍やくはオーレオリンから聞いているよ。彼は久ひさ々びさの逸いつ材ざいだと喜んでいた〉」

　大きな歩ほ幅はばで部屋に入ったゼオライドは、その記き憶おくとこの個室を懐なつかしむような表ひよう情じようと声こわ音ねで、ギオンへとふり向いた。

「〈ただ、ギオンくん。私はこの組そ織しきの総代だ。色々とすまなかった。これでも常つねに各種の問題に考えをめぐらせてはいるのだが〉」

「大変でしょう、この規き模ぼの組織を率ひきいることは」

　肩かたをすくめるギオンに、ゼオライドは笑った。

「〈その通り。わかってくれて嬉うれしいよ。人類の敵てき対たい種しゆに立ち向かうには、様々な力が必要だ。そして力を抑おさえるには、これも力をもってしてしかない。そこでキミに頼たのみがある。最初の任務と言っていいかな〉」

「さっそくというわけですね。なんでしょう、ゼオライド卿きよう」

　ダークエルフの聖騎士パラデインは、姿し勢せいを正して『碧の要塞』を作り上げた偉い人じんへ向き直った。

「〈改めて言おう。ギオン君、キミ、この冒ぼう険けん者しやギルドから去ってくれ〉」

「……、はっ？」

「〈平和を守る『碧の要塞』。その『碧の要塞』を護まもるのは、鉄の規き律りつだ。異い分ぶん子しの存そん在ざいは、許ゆるされない〉」

　ゼオライドの口く調ちようは変わらなかった。朗ほがらかで、フレンドリー。どんな困こん難なんな任にん務むも不思議とやれてしまうのではないかという、聞く者の勇ゆう気きへ染しみこむような父ふ性せいにあふれた声。

「……命令であれば、それに従したがうまでです」

　ギオンはどうにか答えた。

「〈いや、命令ではない。キミは、ここを、自主的に辞やめなければならない〉」

　総そう代だいの表ひよう情じようは崩くずれない。ゆっくり含ふくめるように、ギオンへと告げた。

「なるほど……、組そ織しきを守しゆ護ごする総代表ともなれば、綺き麗れい事ごとすら使いわけできるというわけですか。皆の前では分け隔へだて無く、ダークエルフをも護まもるが、……けれど、やはり反発も出る。そこで、当人であるダークエルフが自みずから入にゆう団だん後ごにギルドを去れば、八方丸く収おさまる。『碧あおの要よう塞さい』の評ひよう判ばんも、ゼオライド卿きようの人望も落ちることはない。……さすが、各種の問題に考えをめぐらせているだけのことはあります」

「〈キミは頭がいい。実に、惜おしい人材だよ。だが、一点、補ほ足そくがある〉」

　こともなげに、ゼオライドは首を傾かたむけた。

「〈この私も、ダークエルフには、ここにいてもらいたくない〉」

　ギオンの表情は、かろうじて、変わらなかった。

「……では、僕がこの冒ぼう険けん者しやギルドを自らの意思で去ったとしましょう。……自由の身になった僕がなぜ、街に戻もどってから、その真実を広めないと思うのですか？」

「〈なるほど。キミはこれまでに各方面で信しん頼らいを築きずいているらしいからな。なにも知らない、『碧の要塞』に好意的な人々ならキミのことばに耳を貸かすこともないが、これまでに縁えんを繫つないだその人々ならば、あるいはキミの言うコトを信じてしまうかもしれない〉」

「ええ。あなた方が僕らに課した試練が、仇あだとなったんですよ」

「〈だが、キミは喋しやべらんよ〉」

「……、なぜです？」

「〈こちらには、人ひと質じちがいるからね〉」

「あなた、まさか、リュドミナ達を……!?」

　それでも明めい瞭りように動いていたギオンの頭の中が、突とつ如じよとして塗ぬりつぶされた。

「〈私のことを外げ道どうだと思うか。それも少し甘あまい。私がここに来た時点で、キミに選せん択たく肢しはなかった。キミには念ねん書しよ一つ書いてもらう必要も無いんだ。そういう仕事の専せん門もん家かは大おお勢ぜいいるからね〉」

　ぴくりとギオンの筋きん肉にくが痙けい攣れんした。ゼオライドの体から、なにかが放たれたのだ。

「〈キミはオーレオリンにも出会い頭がしらに、彼を試したそうだね。果か敢かんだ。だが無む謀ぼうでもある。抜ぬいてみるかね、その剣けんを。その瞬しゆん間かんにそれと同じものがキミの仲間を襲おそうことを、キミは予想できるはずだが〉」

　聖騎士パラデインの甲かつ冑ちゆうを纏まとったダークエルフの瞑めい目もく。呼こ吸きゆうもなく、眠ねむっているかのように見えた。

「〈いいかい？　明みよう朝ちよう五時。いつもは厳げん重じゆうに閉とざされている西門が、なぜか開いている。キミはそこから、外へ出ていく〉」




　◆




　ギオンはふり返らなかった。

　早朝の霧きりがねっとりと煙けむる、木々の枯かれ果てた森の中を歩いていた。ゆっくりと移い動どうをつづける『碧あおの要よう塞さい』、ジオ・タートルから、ギオンは降おりた。

　──立ち枯れた白い樹じゆ木もくが櫛くし歯ばのように残る、湖こ畔はんだった。

　生き物の気配は無い。もとより存そん在ざいしないのか、見み慣なれぬ侵しん入にゆう者しやを警けい戒かいしているのか。漂ひよう白はくされた骨ほねが立ち並ならぶような枯れ森へ踏ふみ入ってから、ゲーム内時間で一時間はすぎている。

　あの三人ならば、うまくやるはずだった。

　リュドミナの身に危き険けんが迫せまることだけは避さけなければならなかった。最さい優ゆう先せんするべきは、《重じゆう魔ま素そ》と重なるリュドミナの《精髄アゾート》。シナリオの選せん択たく次し第だいでは、《精髄》が失われ、ギオンが自みずからに課した任にん務むが根本から崩ほう壊かいしてしまう。それだけは避けなければならない。

「まずは……っ」

　だが、どうことばで言い繕つくろおうが、

「まずは……、街を目指す……ッ！」

　それは敗北だった。不敗の誓ちかいを立ててから初めてだった。このように言い訳わけが必要という状じよう況きようは。ギオンの自身に対する怒いかりは計り知れなかった。

「マスター、あとどれくらいで最も寄よりの街に……？」

　手始めに『碧の要塞』の情じよう報ほうを出来る限かぎりの方法で調べ抜ぬく。清せい廉れん潔けつ白ぱくな組そ織しきというものは無い。それは理り解かいしていたはずだった。だが、あそこの臭においは特とく殊しゆだった。薄うす暗ぐらい狂きよう気きに似にたなにかが鼻を突ついたのだ。悪の教きよう義ぎとも一線を画かくす、もっとやっかいなもの。

『ここからですと、半日ほど湖畔沿ぞいに進めば湖に面した漁村に出ることができます。そこからコーラルの港街に戻もどられるなら、さらに半日というところでしょうか』

「了りよう解かいです」

　枯れ森を独どつ行こうするダークエルフの聖騎士の半歩後ろに、黄緑色のボンネットをかぶったゲームマスターがいつのまにか現あらわれている。

「僕は再さい起きを図はかります。そのために、まずは一番近くの街へ」

『了解しました。……と、ここでギオンさん。ワンダリング・モンスターの判はん定ていをお願いいたします』

「偶ぐう発はつ的てきなモンスターとの遭そう遇ぐうというヤツですね。いいでしょう」

『滅めつ多たなことは起こらないと思いますが、このように大きな街という文明から遠ざかった場所に様々な脅きよう威いがひそむ世界だからこそ、冒ぼう険けん者しやという職しよく業ぎようが必要なのも、また事実でして』

「納なつ得とくです。冒険者の組そ織しき化かは自明の理だったというわけですね。組織の質しつは、ともかく」

　ゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり籠かごの解かい説せつを耳に入れながら、ギオンはダイスをロールしていた。
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「ぁあっ」

『うわー』

　プレイヤーとマスターは顔を見合わせ、地面に膝ひざを突つき、ゆっくり一いつ緒しよに顔を伏ふせた。

『ま、待ってくださいギオンさん！　希望を捨すててはいけません！　今、きちんと確かく認にんいたします……！』

　先に立ち直ったのはゲームマスター天花寺鳥籠だった。彼女は慌あわててルールブックを繙ひもとく。やがて、出来るだけ抑よく制せいの利きいた声で、

『……わかりました。ルールブックに従したがいましょう。ギオンさん、さらにダイスを振ふっていただいてよろしいでしょうか。それで、モンスターが確定します』

「わかりました……。では、【ロール】」
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「『…………』」

　プレイヤーとマスターは、ダイスから顔を背そむけた。

『…………ギオンさん、先に謝あやまっておきますが、これ、ルールブックに書いてあることで、わたくしの判はん断だんではないということを……』

「わかっています！　すべては僕が招まねいたこと！　誰だれを恨うらむ気もありません……ッ！」

『では、ご健けん闘とうを──』

　マスターの姿すがたが消えた時には、ギオンは新たな気配をすでに捉とらえていた。獲物の味を確たしかめるような視し線せんが、聖騎士パラデインの甲かつ冑ちゆうに注がれていた。ぬめり気のある息づかいが、近づいて来る。




　湖面を風が渡わたり、ギオンの左手側から右手側にかけて、霧きりが晴れていった。




　盗とう賊ぞく──追い剝はぎの類たぐだろう。

　マフラーやターバンで顔を中ちゆう途と半はん端ぱに隠かくしたダークエルフが三人。それぞれ白く枯かれた樹じゆ木もくからこちらを見ていた。

「…………ふ、……ふっ。ふふふふ……はははははっ」

　ギオンの哄こう笑しようだった。盗とう賊ぞくふうのダークエルフ達は明らかにギオンを獲え物ものと見ていた。捕ほ食しよく対たい象しようを観察する静かな戦せん波ぱを隠かくそうともしていない。

「……いいでしょう！　僕は今、なぜだかとても楽しい!!」

『ギオンさん、まずは敵てきダークエルフへの【知ち識しき判はん定てい】を！　達たつ成せい値ち十四……いえ、ギオンさんと同族なので、ボーナスでプラス４を付けて、達成値は十で！』

「聖騎士パラデインの教養をあなどらないでいただきたい！　僕の知者ソフイスト技ぎ能のうはコツコツ上げて現げん在ざい５！　これに知力ボーナスの２を基き礎そ値ちとすれば、ダイスの出で目めは３以上……、つまり、一ゾロがでなければ成功となります！【ロール！】」
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「ほら出ましたよッ！　【知識判定】成功です！」

『それでは、データを開かい示じしますね』

　ゲームマスターが盗賊集しゆう団だんふうダークエルフの頭上に視し線せんをうつせば、そこにテキストデータが浮うかびあがる。ギオンはそれに目を通し、納なつ得とくしたようにうなずくと、

「なるほど……逃にげはしません。やってみるまで!!」

　ギオンはタワーシールドを構かまえ、腰こしのブロードソードを抜ぬき放つ。

「我が同胞はらからよ！　我われ々われがこの世界に生まれ落ちたことを大地に感かん謝しやしながら奪うばい合おう！　その存そん在ざいを！　行き場のない意思を!!　……いざ【イニシアチブ・ロール】」

　ＴＲＰＧの戦せん闘とうにおいて、先手を取れる・取れないは、言うまでもなく重要だった。なんとしても先手を取るという気合い。放ったギオンのダイス目は[image: ][image: ]！　悪い目ではなかった。たまにはこのような値あたいも出るものだと現げんにギオンは内心でガッツポーズ。しかし、彼が目の前にしている輩やからは、ただのモンスターではない。

　プロの『盗賊』、荒あら事ごと専せん門もんという生業なりわい。彼らは、盗賊というものの必ひつ須すスキルとも言うべき特とく技ぎ、【イニシアチブ強化】を備そなえていた。ただでさえ高い盗賊の素す早ばやさに、先手を取るという一点に絞しぼった特技である【イニシアチブ強化】が重なっているのだ。よって敵側、ダークエルフ集団の固有イニシアチブ値は実に21！　イニシアチブに有利な技能を持たず、平目、つまりはダイスの出目でしか勝負できないギオンが反はん応のうするよりも早く、彼等は動き出す。

「く……ッ！」

　ギオンが視線をうつせば、21という数字が10の文字を易やす々やすと砕くだくエフェクトが飛びちっていた。その残光が消えるか消えないかのタイミングで、ワンドを握にぎっていた盗賊ダークエルフからギオンへ向かって黒い霧きりがほとばしった。精せい霊れい魔ま法ほう【ダークミスト】。ギオンは【魔法抵てい抗こう】に失敗。彼が構えた大おお盾たてを回り込こむかのように聖騎士の全身に黒雲が纏まとわり付き、半はん盲もう目もく状じよう態たいに陥おちいる。

「おのれ……ッ!!」

　ギオンは目を凝こらし、耳を澄すまして物音を頼たよりにさらに盾たてを構かまえた。が、襲おそいかかる盗とう賊ぞくの足音は、聖騎士パラデイン自身が立てる鎧よろいの金きん属ぞく音おんよりもずっと静かだった。

「ぐぅッ!?」

　膝ひざ裏うらへ衝しよう撃げきが走る。暗殺者指向を持つ盗賊が好んで使う戦せん闘とう技ぎ能のう、相手の行動力を削そぐ【レッグ・バインド】がギオンを襲っていた。

　視し界かいと機動力を奪うばわれたギオン。ＴＲＰＧでは、これらはすべて行動判はん定ていへのマイナスペナルティとして扱あつかわれる。

　つづく【回かい避ひ判定】にマイナス４を課されたギオンに、敵てきのメインアタッカーである槍やり使つかいの一いち撃げきを防ふせぐ術すべは、なかった。

　45／45あったＨＰが、最初のターンで39まで減へっていた。

　役やく割わりが決まり、必勝の戦法を持つ複ふく数すうを相手にしたとき、それは単なる三対一ではなくなった。敵は明めい確かくな戦せん術じゆつを持っていた。襲う相手に多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい以上の劣れつ勢せいを強しいる必勝のパターン。

　ギオンの両刃剣は空くうを斬きりつづけ、ダークエルフの盗賊達の攻こう撃げきはギオンに出血を強いつづけた。ＨＰが削けずられていく。敵の刃やいばはギオンの鎧の隙すき間まを狙ねらい、鎧と盾が作る鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ力りよくを無視した精霊魔法が彼を蝕むしばむ。無む謀ぼうな攻撃など一切仕し掛かけてこなかった。

　──どこかでなにかを間ま違ちがったとしか思えなかった。

「おのれ……ッ！」

　いつもならば、同じく【イニシアチブ強化】を取得したばかりのリュドミナが、持ち前の素す早ばやさとダイス運でイニシアチブを、先手をもぎ取っていたはずだ。

　今自分が受けている弱体化の魔法など、本来ならばアズサの得意分野であり、敵方こそが盲もう目もくや痺しびれに苦しんでいるのが常つねだった。

【ダークミスト】で失った視界や、【レッグ・バインド】で失った素早さは、なにを先置いても神官のクルルが大おお騒さわぎしながら癒いやしてくれていた。

　だが、今は一人だった。護まもる者のいない聖騎士が自分だった。

「僕はここまで、なにもできなかったんですか……！」

　ギオンの視界を奪っていた精霊魔法の効こう果かが切れた時、残りのＨＰは一桁けたになっている。

　三人の盗賊に囲まれ、単たん独どくで十ターンも持ちこたえたのはギオンの聖騎士たる防御力があってこそだった。

　だが、この自分の攻撃ターンで、三人のダークエルフを屠ほふらなければ、終わる。防御特とつ化か型がた──それは、単独での戦闘を考えていなかったということ。

「諦あきらめませんよ……。簡かん単たんな、事なんです……」

　ギオンは、槍使いのダークエルフをにらみつける。

「このターンであなたを倒たおせば、僕はなんとか持ちこたえられるんです……。その次があなただ、精霊使いジングレイザー。そして最後にナイフ使い。あなたを斬きる」

　ギオンは両刃剣ブロードソードの切っ先で、順番にダークエルフを指し示しめし、

「僕はこんなところで倒れるわけにはいかない。そんなことをしたら笑われてしまう！　しょせんそこまでの聖騎士パラデインだったのじゃな！　と、あの帰死者またがえりものにです!!　リーダー失しつ格かくだと！　……その屈くつ辱じよくがあなた方にわかりますか!?　それだけは……断だんじて許ゆるせません！　【アクション宣せん言げん！】槍やり使つかいに全ぜん力りよく攻こう撃げき！　これで次の防御判はん定ていにマイナス２のペナルティを受ける代わりにダメージプラス４となる！　【ダイスセット！】」

　ギオンは盾たてを棄すてた。両刃の剣けんを両手で握にぎり、ブレードを大地と水平にしたままゆっくりと上じよう段だんへと構かまえる。

「我わが名はギオン。……光と言葉の神、テラステミカの名において、異い端たんのあぎとを折り砕くだき、瀆とく聖せいの灰はいを葬そう処きよへと送る聖騎士なり！　【ロール!!】」
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「これは……当たったかッ!?」

　ギオンは槍使いに肉にく迫はく、踏ふみ込こんだ脚あしが必勝の気配を彼に報しらせた。

「……らぁああッ!!」

　聖騎士は吠ほえていた。両刃剣がひるがえり、槍使いに剣けん閃せんがもぐり込む。相手はそのまま吹ふき飛んだ。ダメージ値ちは合計で十九。渾こん身しんであった。これ以上はクリティカルが出なければ望めない。ギオンにことばは無い。

　槍使いが立ちあがるのは、わかっていた。息が荒あらくなっていた。わかっていた。全力を出したとしても、自分に一ターンキルは。ダークエルフの聖騎士は、ここまで一度も──たった一度もだ。敵に攻撃を与あたえられていなかった。

　それがゲームだ。

　奇き跡せきは起こる。──たまに、起こる。あくまで数字の交こう換かんは冷静で、厳げん粛しゆくだ。幾いくら願っても、出そろった数字が上下することは無い。無む面めん目もくを通していたダークエルフの槍使いの表情に、いやらしさの滲にじむ笑みが表れていた。

「やれるところまで、やるだけです」

　ギオンは執しゆう念ねん深ぶかい自分に驚おどろいていた。己おのれはここまで生き汚ぎたなかったか。槍使いに呼こ応おうするように自分の口角が上がったことに気付いた。愉ゆ快かいな気分が生まれていた。

「今僕にできることは、剣を握りつづけたままの死。ただそれだけですから」

　盾はすでに拾い上げられる場所にない。両刃剣を両手で構えた。

「掛かかってくるといい。おまえ達全員が道連れだ……ッ!!　僕より先に冥めい府ふへ蹴けり落とし、地じ獄ごくを埋うめてやる!!」

　味わったことの無い自みずからの覇は気きに全身が活かつ性せい化かしていた。この異い世せ界かいが、相対するダークエルフの槍やりをふりあげる腕うでが、さらにクリアに知覚された。




「──避よけるのじゃっ！　そこな村人ッ!!」




「はっ!?」

　はじかれたように身体からだが動いた。背はい後ごに気配。ものすごい速度で迫せまり来る。身をひるがえしたギオンの脇わきをすり抜ぬけ、ダークエルフの槍使いへと一直線に飛ひ翔しようしていたのは、いつかどこかで見覚えのある銀色の閃せん光こう。

「〈ドゥオッ!?〉」

　ふいを打たれたダークエルフがもんどり打って仰あお向むけに倒たおれる。

　その胸むねに、手て斧おのが突つき立っていた。

「これは、」

「よっしゃぁぁああああ！　当たったのじゃよおぉぉおおおおッ!!!!!!　さすがはわしとアズサの絆きずな技わざッ！」

「リュドミナッ!?」

「死ねぇぇえええええッ!!!!」

　猛もう攻こうだった。ギオンを追い越こしたリュドミナは倒れた槍使いへツバメのように躍おどりかかり、両手で握にぎりしめたグレートアックスでトドメを刺さした。

「無事かギオン!?　いや見ればわかる！　無事ではないな!?　間に合って、良かった……ッ！」

「ギオンくん！　いまっ！　いま治してあげるから……っっ!!」

「クルルッ!?　あ、あなたまで!!」

　暖あたたかなヴェールがダークエルフの聖騎士パラデインをつつんだ。駆かけ寄よったクルルから癒いやしの魔ま法ほうが放たれる。ＨＰがスクロールし回かい復ふくを示しめす。ステータスは、いくら回っても止まる気配がなかった。

「許ゆるしません……。ギオン先せん輩ぱいに、いったいなにをしたんですか……？」

　黒くろ紫むらさき色いろの魔法使いスペルエフエクター、アズサの杖つえから火か炎えんの玉が迸ほとばしり、盗とう賊ぞくダークエルフの精霊使いジングレイザーをつつんだ。その爆ばく裂れつ余よ波はに、隣となりにいた暗殺ダークエルフまで吹ふき飛び、地面に転がった。

　勝負はついていた。いとも簡かん単たんに。

　次のターン。起き上がって逃にげ出した暗殺ダークエルフの脚あしに、リュドミナの弓が突つき刺ささり、追いついたギオンが、その喉のどに剣けんを突き込こんだ。

「よかったギオンくん！　探さがしたんだよ!?　『碧あおの要よう塞さい』のどこにもいないし、オーレオリンさんからようやくギオンくんが西の門に向かったのを見たって聞いて、おかしいと思ってゼオライド卿きようにギオンくんを知らないかって聞いたら──」

「あやつ、ギオンは自分の意思で出ていったなどとぬかしおった！　信じられるものか!!　そんなわけがないではないか……！　わしは知っている!!　いつも見ていた！　誰だれよりも『碧あおの要よう塞さい』に入にゆう団だんしようと努力していたのはギオンじゃったと!!　じゃから、あやつのいやらしい表ひよう情じようからばっちり見み抜ぬいてやったわ!!　くそ……ッ！　あやつは、ゴブ畜ちく生しようにも劣おとる偽ぎ善ぜん者しやじゃッ!!」

「じゃ、じゃあ、まさか、三人は……」

　ギオンを取り囲むリュドミナ、クルル。そしてアズサが嬉うれしそうな涙なみだ目めで、

「はい、みんなで『碧の要塞』を抜けて来ちゃいました、ギオン先せん輩ぱい」

「ば、ばかなッ!!　なにをやっているんですかあなた達ッ!!!!」

　ギオンの一いつ喝かつが枯かれ森を抜け、湖こ畔はんにまでとどいた。

「あ……あのギルドを抜けてどうするつもりなんですか!?　そうなると、僕らにはもう行くところも目的も無くなってしまうんですよッ!?　根無し草です!!」

「ばかものーッ！　そんな場合ではなかろう!!　なにを言っているのじゃギオン！」

「ギオンくんのばか！　なんでボクにも相談してくれないの！　ばか！　ばかばかばか!!」

「バカはあなた達です！　今すぐ戻もどりなさい!!　まだ間に合います!!」

「いやじゃ！　あんなところには頼たのまれても戻らん！　絶ぜつ対たいにじゃ！　この馬ば鹿かギオンがぁあ！」

「支し給きゆうされた制せい服ふくも武ぶ器きも、みんな突つき返してやりました!!」

「待ってください……。僕らはどれだけ……みんなで、どれだけ苦労して、あそこまで辿たどり着いたと思っているんですか？　今ならなにかの間ま違ちがいで済すみます！　さあ、戻るんです！」

　だが、いくらギオンが説得しても、誰だれもギオンの盾たてや鎧よろいをつかんで離はなさなかった。




「〈なにやら揉もめているようだな〉」




　ふいに、たおやかな女性の声が響ひびいた。

「だれだっ!?」

　ギオンを筆頭に、その場の全員がふり向く。枯れきった巨きよ木ぼくの下に、紅あかい衣と甲かつ冑ちゆうに身をつつんだ、オレンジ色の髪かみを持つ美しい女性が立っていた。

「〈もう忘わすれてしまったのか？　人の子の老いるは早いと聞くが〉」

「その声は……まさか！」

　地面に降おり立ち、静かにパーティへと歩み寄よる女性は薄うすく笑っている。ギオンの、次のことばを待つように。

「竜りゆう盟めい首しゆカルメリーザ……殿どのッ!?」

　全身がうろこに覆おおわれ、頭部も竜型だった竜人から、完全な人間型へと変へん貌ぼうした竜盟首・カルメリーザがそこにいた。その妖よう艶えんさだけは、変わらずに。

「〈良い面つら構がまえになったな、ギオン〉」

　いつのまにか天に複ふく数すうの竜が、ゆっくりと弧こを描えがいて舞まっていた。萌もえ葱ぎ色いろの副官、竜の身のままのラゾアの姿すがたもその中にあった。

「〈この私に力を貸かせ。天てん蓋がいを無くした冒ぼう険けん者しや達よ〉」

　四人は竜の支し配はいする空から、美しい笑みを浮うかべる竜盟首へと視し線せんを戻もどした。

「〈ギオン、そなたは《重じゆう魔ま素そ》を取り戻したくはないか？〉」
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　──人類の敵てき対たい種しゆ、ヴァンパイア。

　単たん独どくはもちろん、組そ織しきとしても動くそれら『夜の一族』への対たい抗こう手しゆ段だんを持ち、さらには打だ破はしうる能のう力りよくを持つ人間側の勢せい力りよくは少ない。

　古くから血脈によって退たい魔まの能力を練ねり上げ、念ねん術じゆつを駆く使しする一いつ派ぱ。

　由来すらわからない虚きよ無むから、わずかな力を導みちびき出し、祈いのりの力で戦う宗しゆう派は。

　近代兵器と古来の魔ま術じゆつ道どう具ぐを駆く使しし、人じん命めい損そん耗もうすら意に介かいすことを知らない技ぎ術じゆつ者しや戦線。

　そしてそれらの集しゆう団だんを『アマチュアのヴァンパイアハンター』と呼よび、孤こ高こうにして最さい高こう峰ほうの異い端たん殲せん滅めつ能力を有する勢力が、『聖団』が抱かかえる『異い端たん審しん問もん庁ちよう』だった。

　ヴァンパイアを『帰死者またがえりもの』と呼ぶ、彼ら『異端審問庁』は、決して歴史の表おもて舞ぶ台たいに出ることなく、夜の一族を異端悪としてためらいなく処しよ理りしつづける。

　その『異端審問庁』の中でも、特に強大なヴァンパイアの討とう滅めつや重要な特とく殊しゆ任にん務むなどを、時には教きよう義ぎ倫りん理りを超こえた手しゆ段だんを使ってまで成し遂とげる機関が『第だい零ぜろ課か』、通つう称しよう『鶏鳴騎士団クルースニク』だった。

『鶏鳴騎士団』の存そん在ざいは、たとえ『異端審問庁』に所しよ属ぞくしている者でも、知ることができる環かん境きようは限かぎられている。

　ヴァンパイアの存在よりも深い秘ひ匿とくの中に、彼らは存在する。

　しかし、そのような世界──闇やみの中にあり、さらに濃こい沈ちん黙もくの領りよう域いき──にあってなお、当とう世せい随ずい一いちの使い手として噂うわさされている青年が存在する。




　名を、刀と儀ぎ野の祇ぎ園おん。




『鶏鳴騎士団』の中でも七人しかいない『座』の持ち主。

「『第零課』の『傲慢の座スペルビア』がおまえを狙ねらっている」と聞けば、それだけでこの島国を棄すてて逃にげ出す高位のヴァンパイアすら存在する。

　ヴァンパイアハーフという持って生まれた類たぐい希まれな素そ質しつ。鍛きたえれば鍛えるほどに成長する異端狩人かりゆうどとしての天てん賦ぷの資し質しつ。その類い希なる奇き蹟せきの肉体に、自分を人として育ててくれた今は亡き義ぎ両りよう親しんのための復ふく讐しゆうという目的が加わった時、そこに己おのれの信条に絶ぜつ対たい的てきな正せい義ぎを掲かかげる、人の形をした怪かい物ぶつが誕たん生じようした。

　齢よわい十七にして歴戦。聖せい遺い物ぶつのゼロレプリカを宿した剣けんを与あたえられた彼は、これまで世にはびこるヴァンパイアの数を確かく実じつに減へらしてきた。




　──瞳ひとみに蒼あおい浄化の灯火を持つ無む敗はい無む双そうの青年の傍かたわらには、常つねに二人の少女がいた。




　少女達は美しい双ふた子ごのような姉妹で、陰かげになり陽向ひなたになり、周囲に誤ご解かいされやすい『傲慢の座スペルビア』刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんをサポートし、刀儀野小隊と呼よばれる小しよう集しゆう団だんをかたち作ってきた。

　その三人が、二人になったのは、つい一月前のことだった。




　嬉うれし奈な森もり諫いさ奈なは、祇園から「隊を去れ」と告げられた後、絶ぜつ対たいに声がとどかないところまで走り、渋しぶ谷やの街に叫さけんだ。




「隊長のことなんて、もう絶対知らない！」と。




　その声を聞いた者はいないはずだった。

　だが諫奈は、一月後の今の自分が他人にどう思われるかを考えないようにしている。なにかに理由を付けては刀儀野祇園がいるこのマンションへと脚あしを運んでいる、己おのれのことを。

「ふぅぅ……」

　未み練れんがましいのは、わかっている。

　もう来てはならないという想いと、彼に情じよう報ほうを伝えるための任にん務むがあるのだからという理由がせめぎ合い、悩なやんでいるうちに、いつもここに辿たどり着いているのだ。

『聖団』が刀儀野小隊のために用意したセーフハウス。

　駅前のマンションの対面キッチンでお茶の用意をする諫奈は、ダイニングテーブルに座すわり、書類作業に没ぼつ頭とうしている祇園をそっと見た。

　土曜日で学校がなかった彼は今日一日、紙とペンで机き上じようの格かく闘とうに没頭している。諫奈からすれば、あの七しち三さん分わけの祇園は一歳さい年下の元上司だ。




　嬉奈森諫奈は以前、彼のことを『聖団』内部で調べたことがある。




　出来心では済すまされない。それが発覚すれば組そ織しき内部の自分の進しん退たいを左右するほど深く、諫奈は彼の過か去こを収しゆう集しゆうしていた。

　以下は、諫奈が今でも秘ひ匿とくしている刀儀野祇園のさらに詳しよう細さいなデータになる。

『聖団』は十一年前に一人の少年をウクライナとルーマニアの国こつ境きようで保ほ護ご。少年は医学的な見立てにより、救出時の年ねん齢れいを六歳と仮か定ていされた。二週間後、『異い端たん審しん問もん庁ちよう』の精せい査さにより、彼は正式にヴァンパイアハーフであると確かく認にんされる。なお、彼に流れるヴァンパイアの血の由来は不明──。

　古くから『聖団』に貢こう献けんしつづけている家名、刀儀野の姓せいを受けた彼は、それから関係者の家で定てい期き検けん診しんを条じよう件けんに、一いつ般ぱんの人間と変わらぬ生活をするようになる。

　なにごとも起こらず三年弱がすぎ、少年が九歳さいの春、事じ件けんは起こる。以来、刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんは自分に流れるヴァンパイアハーフの血ですら復ふく讐しゆうの道具に変えた。

　十一歳で『異い端たん審しん問もん庁ちよう・帰死者ヴアンパイア戦せん略りやく班はん』に配はい属ぞく。

　一年後には早くも頭角を現あらわし、十三歳で異端審問庁の中でも知る者の少ない『第だい零ぜろ課か』に異い動どう。十四歳で『鶏鳴騎士団クルースニク』の小隊長に抜ばつ擢てき──

　その中で嬉うれし奈な森もり姉妹は彼と出会っている。

　当時、諫いさ奈な、枢くるるの姉妹とも『聖団』に属し、『異端審問官』として働き始めてはいたが、今から思えば異端悪のことなど、ましてや『鶏鳴騎士団』の存そん在ざいすら知らないに等しかった頃ころだ。

　あの頃から、彼の心は氷のように冷たく、月の表面のように乾かわききっている。

『鶏鳴騎士団』に属する使い手の中に、『傲慢の座スペルビア』刀儀野祇園が、彼を人として育ててくれていた義ぎ両りよう親しんをヴァンパイアによって殺害されていることを知らぬ者はいない。

　諫奈はずっと考えている。ふれれば裂さかれる茨いばらのように傲ごう慢まんな彼の心へ、自分はどのようにこの手を当てればよいのだろう。

　それを見み誤あやまり、今は彼の部下でもなくなっていた。




「お茶を、ここに置きますから」

　諫奈は呼こ吸きゆうをゆっくり整え、細い鎖くさりのついたメガネの位置を両手で直し、祇園の視し界かいの端はしに立った。

「ありがとうございます、諫奈」

　二人の間に今までなにも無かったかのような平静な彼のことば一つに、諫奈の胸むねは締しめ付けられる。

「……なにをまとめているのですか？　異端審問庁への報ほう告こく書しよか、なにかを？」

　あえて妹の枢とは印象を変えるために短くした黒くろ髪かみ。その房ふさの一ひと筋すじを耳にかけるようにして、片かた方ほうの手はイスの背せもたれをさりげなくつかむ。

「諫奈にはどこまで説明しましたか？」

　机つくえの上のレポート用紙を軽くまとめ、祇園は元部下を見た。諫奈は、視し線せんをそらした。

「……どこまで、とは？」

「僕と枢が参加している、例の『ＴＲＰＧ』という遊技ゲームのセッションについてですよ」

　諫奈の注いだ紅こう茶ちやの入ったマグを祇園は手元に寄よせる。

「……、確か……、祇園さんのキャラクターが、ギルド……から、追放されたところに、枢達三人が助けに来たところまで、だった気がしますけど……」

「そうでした」

　祇園は一度目を閉とじて、カップから昇のぼる湯ゆ気げの匂においを嗅かぐ。

「……ダークエルフの盗とう賊ぞくを撃げき退たいし、僕たち四人はギルドの外部で合流できました。けれど、これまでの苦労はこれで水の泡あわ。目指していた冒ぼう険けん者しやギルド『碧あおの要よう塞さい』には戻もどれなくなってしまったんです」

「……残念、ですね……」

「ですが、僕らのやってきたことのすべてが台無しになったわけではありませんでした。……途と方ほうにくれた僕らの前に現あらわれたのが、いったい誰だれだったか、諫いさ奈なにはわかりますか？」

　諫奈は祇ぎ園おんの話のつづきに興きよう味みがある素そ振ぶりで、さりげなく彼と向かいあうイスに座すわった。

「……いえ、誰でしょう。なんでしたか、あの、大きな扉とびらを持った騎き士しとかですか？」

「ちがいます」

　祇園は薄うすく笑って天てん井じようへと視し線せんをふり、なにかを嚙かみ締しめるような表ひよう情じようのあと、

「そこに現れたのは、なんとあの竜りゆう盟めい首しゆカルメリーザだったんですよ。しかも完全に人間体の」

「……はぁ……」

「我われ々われはそこで、あの竜が治める都市国家の長おさであるカルメリーザ殿どのから、『碧の要塞』が手に入れたばかりのあの《重じゆう魔ま素そ》を、……つまりは、我々からしてみればリュドミナ《精髄アゾート》である、あの《重魔素》を奪だつ還かんするように依い頼らいされたのです」

「それは……、どうして、ですか？」

「やはりあの《重魔素》は、元々竜族のもの……というよりも、竜そのものだったと、言った方がいいでしょうか」

　手元近くにちらばる書類に目をやりながら、七しち三さんの青年は回想する。

「竜の下もとより人間が奪うばい去った『竜の卵たまご』が、あの《重魔素》の原材料だったんですよ。竜の卵を素そ材ざいとし、邪じや法ほうをもってして作られた呪じゆ具ぐ。それが今回《重魔素》と呼よばれていた物の正体だったんです。『碧の要塞』は、たまたまそれを作り出した邪教を滅ほろぼした戦利品として手に入れたものだったらしいのですが……」

　──それらが三日前に行われたセッションの後半で判はん明めいしたことだった。

『碧の要塞』から脱だつ退たいを決意した四人は、再ふたたび竜の背せに乗り、空路で『ボルカノ』に向かい、竜の城しろである浮ふ遊ゆう城じようでその話を聞いていた。

「竜からすれば、人間すべてが憎にくいところでしょう。そんな人間の一族へ、『それは自分達のものだから返してくれ』と申し出ることができるでしょうか。あの誇ほこり高い竜が、です。胸むねの内うちは、今すぐにでも人族へと襲おそいかかり、奪い返したいほどだったというのに」

「誇り高い一族ならば、奪い返すことを恥はじとは思わないのでは？」

「ええ……。ですが、竜の一族がかかえる問題によって世界に争そう乱らんをもたらすことも、賢けん明めいな彼ら竜の望むところではなかったのです。竜族が人間の冒険者ギルド、しかも『碧の要塞』ほどの影えい響きよう力りよくがある組そ織しきに襲いかかったら、どのようなかたちであれ戦せん争そう状じよう態たいになってしまいますから……。謎なぞにつつまれている竜りゆう族ぞくがどうして神しん秘ぴ性せいというヴェールをまとっていたのか。それは世間と距きよ離りを置き、争いを避さけるためだったのです。……では、彼らはどうやって人界に距離を置きつつ、『竜の卵たまご』を取り戻もどそうとしたのか」

　祇ぎ園おんは飲み頃ごろになった紅こう茶ちやに口を付けた。諫いさ奈なはその間、たっぷりと焦じらされた。

「竜族は当初、別の人間の手を借りたのです。それが、最初のテロ事じ件けんです」

「……では、やはりあの竜が……」

「はい……竜達が最初に手を結んだのは、『碧あおの要よう塞さい』に反感を持つ冒ぼう険けん者しや集しゆう団だんだったらしいですね。それが最初に起こったテロの正体です。竜が見み誤あやまったのは、人間の持つ怨うらみの強さでした。まさかあの人間達が爆ばく破は事じ件けんまで起こすとは思わなかった。……が、それを含ふくめて責せき任にんは竜族にあると言っていました。けれど、その事件が進しん展てんしていく内に、別の可か能のう性せいが見えてきたらしいのです」

「別の可能性──」

「それが、僕らのパーティだったというわけで」

　祇園がペンを取る仕草を、諫奈は目で追い、そのまま彼の口元を見た。

「『碧の要塞』からおはらい箱にされた我われ々われ四人は、『人間によって汚けがされた竜の卵を取り返す』という新たな依い頼らいを竜りゆう盟めい首しゆから受けました。つまりは『碧の要塞』からの《重じゆう魔ま素そ》奪だつ取しゆ」

　諫奈はうなずく。それこそ我ら『聖団』が求め、隊長である祇園が渇かつ望ぼうしているものなのだ。

「我々は、『碧の要塞』内部に秘ひ密みつ裏りに設せつ置ちされたという転送ポイントの、こちら側を起動させることに成功しました」

　七しち三さんの青年は、整えた髪かみの三の方をかき上げ、諫奈に相対するように脚あしを組む。

「次回はこの移い動どう装そう置ちを使い、再ふたたび『碧の要塞』に潜せん入にゆうし、《重魔素》を取り戻します」

「繫つながるものなんですね……隊長」

　思わず、諫奈は祗園のことを、隊長と呼よんでいた。

「話を聞きながら、一時はどうなるかと思いました」

「？　どういうコトですか」

　諫奈の胸むねは震ふるえていた。祇園とこんなに会話をしたのはいつぶりだったろうか。年単位で無かったはずだ。

「隊長は、もうあの帰死者またがえりものの《精髄アゾート》そっちのけで、彼女の『血罪示現ヴアンピリズム』であるＴＲＰＧに本気で夢む中ちゆうになっているように見えたもので」

　祇園はテーブルの上に視し線せんを戻す。元部下、後こう方ほう情じよう報ほう支し援えん担たん当とうだった眼鏡めがねの少女は止まらない。

「疑ぎ問もんでした。隊長は《精髄》を奪取するつもりなら、いくらでもそのチャンスがあったのですから。話を聞いてきた限かぎりですと、それをみすみす、今まで放置していたとしか思えなかったので」

　自分の口の発する一言一言が祗ぎ園おんに染しみこんでいく感かん触しよくがあった。こんなことは初めてだった。体温が急きゆう激げきに上がっている。彼と、もっともっと話がしたい。

「しかし、祇園さんの説明でわかりました。そのようなギリギリのプレイで、あなたはあのリュドミナというヴァンパイアの《精髄アゾート》の濃のう度どを上げていたのですね？」

「そういうことに、なりますね……」

　得られる同意。諫いさ奈なは唾つばを飲み下す。初めてかも知れない。彼に自分のことばを認みとめられたのは。大だい丈じよう夫ぶだろうか。自分は今、にやけすぎて面おも白しろい顔になってはいないか。

「いや、実じつ際さいこのＴＲＰＧという遊技ゲームには素す晴ばらしいシミュレーション要よう素そがあります。やりようによっては『帰死者ヴアンパイア戦せん略りやく班はん』……いえ、『異い端たん審しん問もん庁ちよう』の研修にも導入するべきだと僕は考えています。現にここに、その計画書があります」

　祇園はここ二日ほど、ずっとそれを書いていたらしい。レポート用紙の題字には『ＴＲＰＧを用いた任務シミュレーションについて』

「安心しました」

　諫奈は極めて平静を装よそおった、いつも通りの声を出そうと努ど力りよくする。

「もしかしたら隊長は変わられてしまったのかと……。しかし、杞き憂ゆうだったのですね」

　彼女はこの瞬しゆん間かん、今までで一番近くに刀と儀ぎ野の祇園を感じていた。皮肉なものだった。隊を去ってからしか、こうなれなかったというのは。

「なにを言っているんですか諫奈。僕は変わってなんかいません。いつでもあの帰死者またがえりものの首を取り、すべてを灰はいに還かえすつもりです」

「……本当ですか？」

　彼の心をもっと聞きたくて。諫奈はいつもならば踏ふみ込こまないところまで勇気を出す。叱しつ責せきされても、今ならきっと、心地ここちよいはずだ。

「くどいです、諫奈。僕は常つねに隙すきあらばいつでもあのリュドミナの《精髄》をこの手にしようとしてきました。奪だつ取しゆに絶ぜつ好こうの機会がなかっただけで」

　祇園の呼こ吸きゆうが、わずかに速く、乱みだれているのを諫奈は感じた。

「目的は最初から変わっていませんよ。僕はずっと、今は無き僕の家族に誓ちかい……──」

「……隊長……？」




　祗園は停止していた。




　諫奈は、一瞬遅おくれて、リビングの空気が一変していることに気付く。

「違ちがいます、諫奈」

　元後こう方ほう情じよう報ほう支し援えん担たん当とうの少女はその時、祗園の瞳ひとみに、まるで悪あつ鬼きに乗っ取られたかのような深い絶ぜつ望ぼうと失望があるのを見た。

「……隊長？」

「僕は、……僕はもう、『鶏鳴騎士団クルースニク』失しつ格かく、異い端たん審しん問もん騎き士しの名を返上すべき存そん在ざいです。僕は、間ま違ちがっていた」

　それらの強い感情は外部ではなく、すべて内部、祗ぎ園おん自身に向いていた。あらゆる重引力が祗園に向けて落ち込こんでいくような奈な落らく的てき絶ぜつ望ぼうがそこにあった。その鬼き気きに諫いさ奈なは気を失いそうになっていた。

「父と母、そして姉に合わす顔が、僕にはもう、ありません」

　祗園に渦うず巻まく感情は、怒いかりだった。それはいまだかつて無い巨きよ大だいさを持ち、敵てき意いと害意、濃のう縮しゆくされた侮ぶ蔑べつと汚お辱じよくを一いつ滴てきも外にもらすことなく、彼の中で渦巻かせている。

「……た、隊長……っ!!」

　祇園はテーブルの上にあった、先ほど自分で書き直したばかりのキャラクターシートを真っ二つに引き裂さいた。

「恥ち辱じよくが……僕を殺す!!」

　次に起こった一連の出来事を、諫奈は順に並ならべることができない。

　目の前の光景の時系列が錯さく綜そうし、自分が一番深く印象付いた色が、なにも出来ずに棒ぼう立だちになっていた自分の意い識しきのてっぺんにあった。

　色は赤。

　刀と儀ぎ野の祇園が、常つねに傍かたわらに置いてある愛刀を音もなく抜ぬき放ち、刃の中なか程ほどを握にぎり、切きっ先さきを自分に向け、

「ふんッ!!」

　その切っ先で己おのれの腹ふく部ぶを横一文字にかっ捌さばいた時、花か弁べんのようにちった赤。
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「なにを……!!　隊長……っ!?」

「諫奈、介かい錯しやくをお願いします」

　祇園は刃で指を落とさぬよう、血ち濡ぬれた刃を慎しん重ちように、しかし力強く握りしめたまま腹はらから切っ先を引き抜く。

「……ッッ!?!?」

　介錯？　隊長の首を、その刀で？　聖せい皇おうより下か賜しされた聖せい剣けん『論護督守ロゴスノカミ真理舟マリフネ』で、この自分が、祇園隊長の首……を？

「や、やめてください祇園さん！　枢くるる！　来て！　おねがい！　祇園さんが！　隊長が!!」

「後生です、諫奈……」

　腹部のダメージをこらえ、見苦しい内部が露ろ出しゆつせぬよう左手を腹部に当てた祗園が、濡れた太刀たちの柄つかを諫奈へ向けてくる。

「おねがいです！　やめてください隊長!!!!　なにを、なにを……!!!!」

　諫いさ奈なは太刀たちを受け取らず、祗ぎ園おんの左手の上に手を当てた。

「隊……長ッ！　祗園隊長……！」

　諫奈はなおも、震ふるえる手で、祗園の体内から噴ふき出る赤く熱い体たい液えきとともに傷きず口ぐちを押おさえつけ、

「祇園くんッ!?」

　リビングに枢くるるが飛び込こんで来た。

「枢……！　隊長が自分で、自分のお腹なかを……!!」

「なにっ!?　なんなのお姉ちゃん!?　祇園くんっ!?」

　入にゆう浴よく中ちゆうだったらしい妹の枢は、びしょ濡ぬれの身体からだにバスタオルを巻まいた姿すがたのまま、姉とともに祗園の腹ふく部ぶを押さえ、青白い顔の青年を汚よごれた床ゆかに横たえる。

「僕は裏うら切ぎってしまったのですッ!!　父を！　母を！　僕を命がけで守ってくれた姉を……ッ!!　なぜだ！　なぜ、僕は、僕は……ァァアアああああッッ!!」

　自分自身が許ゆるせずに自みずから切せつ腹ぷく。他人に厳きびしく、自分にはそれ以上に厳しいのが彼であると諫奈は知っていたはずだった。そのはずなのに、

「しゃべらないで祇園くん！　どうしようなんで祇園くんの怪け我がが治らないの!?　祇園くんはヴァンパイアハーフなのに！」

　取り乱みだす枢くるるの隣となりで、姉の諫いさ奈なは真っ青になっていた。──自分は刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんという人間をとてもよく知っている──そう思っていたのに、甘あまかったのだ。

　諫奈は自分に満ちていた欺ぎ瞞まん、偽ぎ善ぜんに目眩めまいがしていた。そう、自分は彼のことを知っていた。わかっていたのに、祗園のことを本当のところで認みとめていなかったのだと、今、思い知らされた。俗ぞく世せにまみれた嬉うれし奈な森もり諫奈という人間と、高こう貴きな精せい神しんを保たもちつづける祗園が、同種同類と──そんなに離はなれていない人間のはずだと思い込むことで、彼という存そん在ざいを高みから引きずり降おろし、同じ人種なのだと思い込もうとしていたのだ……。

「ギルドへの入にゆう団だん式しきの時もそうです……。あの時、無理をすれば僕はコロシアムから《重じゆう魔ま素そ》のところまで行くことは可か能のうだったはず!!　それをしなかったのは、いえ……それはするべきではないと考えていた自分がショックです！　もう僕は自分自身を信じられない！　僕は、あのゲームを……やろうと……帰死者またがえりものの誘さそいにのり、あれを楽しもうとしてしまっていた……ッ！」

　嬉奈森諫奈は我が欲よくに目が眩くらみ、彼の責せき務む、異い端たん討とう滅めつ騎き士しの青年が求める世界を認めていなかった。その罰ばつが──この手を濡ぬらす、赤だった。

「あ、暴あばれないでください隊長……！　枢！　傷きずが塞ふさがらないのは、隊長がこの聖せい剣けんで自分自身を斬きったから！　聖別された武ぶ器きでつけられた傷は、ヴァンパイアであっても修しゆう復ふくは不ふ可か能のう!!」

「コーラルの街で起こった爆ばく発はつ事じ故こも……そのまま支し部ぶに駆かけつけるという選せん択たくはあった！　あの混こん乱らんに乗じて《重魔素》を……リュドミナの《精髄アゾート》は手に入れられた……ッ!!」

「祇園くんだめッ！　動いたら中身がこぼれちゃう！　お姉ちゃんも落ち着いてッ!?　お姉ちゃんなら祇園くんの剣を、『真理船マリフネ』の聖せい性せいを中和できるでしょ!?　そうすれば──」

「初めて《重魔素》のおさめられたチェストボックスを発見した時もそうです……！　あ、あれは、あの時、僕は、直前までダイスの目が奮ふるわなかったことで萎い縮しゆくしていたんです！　受けたショックを引きずってしまっていた……！　つまり僕は、あのゲームを、楽しんでいたんですよ……!!」

　諫奈はリビング中に祗園の血に濡れた自分の手形を赤くつけながら、混こん乱らんした頭で自分の魔ま導どう書しよを捜さがしだし、すぐさま展てん開かいする。この期ごに及およんで胸むねのなかが言い訳わけでいっぱいの自分が本当にいやだった。床ゆかに浮うかび上がったのは白く発光する方ほう陣じん。諫奈により、聖せい句くが編あまれ始めた。

「僕が心に留とめていたすべてはＴＲＰＧ内の理り屈くつであって、異端討滅とはまったく別のこと!!　恥ち辱じよくが……僕を殺します……!!」

　そこに、いつもの怜れい悧りな異い端たん審しん問もん官かんの青年はいなかった。まるで、世界を受け入れることができない子供のように、彼は闇やみ雲くもにのたうち、胸をかきむしる。

「お願いです枢ッ、僕の首を落としてください。頼たのみます……!!」

「祇ぎ園おんくん動いちゃだめだよ！　お願い……っ!!　……ごめん、祇園くん！」

　姉の方ほう陣じんが機き能のうし始めたのを確たしかめ、枢くるるは青年の胸むねの上に乗った。マウントポジションの位置から、彼を押おさえつける。

「今は無き義ぎ両りよう親しんと姉に誓ちかったヴァンパイア殲せん滅めつの誓ちかいは、どこへやったんだ……!!　枢！　これは命令です！　僕に介かい錯しやくを！　僕を……地じ獄ごくへ……ッ!!」

　苦く悶もんの身じろぎに暴あばれる祗園と、それを押さえつける枢の力がせめぎあう。床ゆか板いたが軋きしみ、フローリングが破は損そんした。

「僕はもう、自分自身が信じられません……！　こんなになにかを許ゆるせないと思ったことは今までにありません！　万ばん死しに値あたいする！　無自覚な悪はこの僕だ！　滅ほろぶべきはこの僕で──」

「祗園くんッ!!」

　破は裂れつ音おんが部屋に響ひびいた。枢が力ちから任まかせに祗園の頰ほおを叩たたいていた。

「違ちがうよ祇園くん。祇園くんはなにも変わってないよ」

「……く、枢……？」

　祗園は首をふれば、焦しよう点てんが自分に馬乗りになる少女にあう。

「……いえ、ですが僕は両親を裏うら切ぎり、仇かたきを討うつという誓いを破──」

「祇園くんは、勘かん違ちがいしてるッ！」

「おぐふッ!!」

　つづいて打だ突とつ音おんがリビングに響いた。枢は、力任せに祗園のおでこへ頭ず突つきを繰くり出していた。

　そしてそのまま、至し近きん距きよ離りで視し線せんを合わせる。

「祇園くんはこれまで、きちんとリュドミナちゃんを調ちよう査さしていただけ。だって、そうだよね？」

「ですが、それはすべて──」

「違うッ!!」

　次の一いち撃げきでマンション全体が振しん動どうした。再ふたたびのマウントポジションからの枢の頭突き。祗園の襟えり首くびをつかんだ二発目のヘッドアタックにより、祗園の後頭部を中心としたクレーターがフローリングに出来あがる。

「ぉぉおう……ッ!?」

「いい？　祇園くんは自分自身すら騙だましながら、そこまでやってリュドミナちゃんの深しん意い識しきに迫せまったんだよ？　ここまで祇園くんががんばったから、自分を騙す勢いきおいでＴＲＰＧをやったから、こんなにも一番いい状じよう態たいで《精髄アゾート》に近づける。リュドミナちゃんに一切疑うたがわれずに！　そうでしょ？　祇園くん……？」

　隊長を押さえつける少女。血まみれの青年。二人は諫いさ奈なの作る結界の上にいた。




「……枢くるるの……言う通りです」




　ヴァンパイアハーフの治ち癒ゆ力りよくを阻そ害がいしていた聖せい性せいが諫いさ奈なによって中和され、傷きずが癒いえ始めている。

「なにかが……なにかが僕を狂くるわせているんです……。あの帰死者またがえりものです。あのヴァンパイアが僕を狂わせました。僕が殺すのは僕ではない。僕に討とう滅めつされるべきはリュドミナです」

　祗ぎ園おんの中で生まれ始めていたものは死んでいた。

「滅ほろびるは、あの帰死者であるべきなのです」

　青年は、マウントポジションを取る枢の頭を撫なでた。

「もう大だい丈じよう夫ぶです。枢、迷めい惑わくをかけましたね」

「うぅん、ボクは祇園くんのこと、最初からずっと信じてる」

　上半身を起こす七しち三さん分わけの青年に、枢は笑みを浮うかべる。

「た、隊長……？」

　眼鏡めがねの少女は魔ま導どう書しよに寄よりかかるようにへたり込こんでいた。全身が震ふるえている。彼女は心底自分自身に嫌いや気けが差していた。絶ぜつ望ぼうしていると言って良かった。

「諫奈、心配を掛かけました」

　祗園はうなずき、姿し勢せいを変えた。諫奈はそのまま祗園から目を逸そらすことすらできなかった。彼女が感じていたのは喜びだった。こんなに感かん情じようを露あらわにした祗園を見たことはなかった。それを見ることが単たん純じゆんに嬉うれしかった。そしてそんなことを考えている自分を、もうどうしようもないと、彼女は思った。自分には切せつ腹ぷくする勇ゆう気きすらない。爪つま先さきまで冷え切り、震えていた。もう、ここから立ち去るべきだった──。

　祗園は枢を立ち上がらせ、自みずからもふらつくことなく起き上がっていた。

「異い端たん討とう滅めつ騎き士しですらこのように変へん質しつさせる、あのリュドミナというヴァンパイアの危き険けん性せいが、再さい度どこれで証しよう明めいされたわけです」

　祗園は荒あれたリビングを気にするふうもなく、床ゆかに転がっていた太刀たちを拾い上げ、鞘さやに戻もどす。

「枢。明日のＴＲＰＧでリュドミナの《重じゆう魔ま素そ》を手に入れ次し第だい、僕の合図で、あの帰死者を灰はいにします」

　その視し線せんの先には、赤い血で染そまる、二つに裂さけたキャラクターシートがあった。

「もう惑まどわされません。リュドミナは明日、必ずこの手で」
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　祗ぎ園おんは自分がいつもどのような呼こ吸きゆうをしているかを知っている。

　それを忠ちゆう実じつに保たもつことができれば自分がなにを考え、どのような感かん情じようをいだき、抑よく制せいしているのか、周囲の気配に人一倍敏びん感かんなあの枢くるるにすらばれないことを異い端たん審しん問もん官かんの青年は知っている。

　刀と儀ぎ野の祇園がマンションのリビングで割かつ腹ぷくを図はかった翌よく日じつの放課後。七しち三さん分わけの彼は生徒会室で、リュドミナ・エステルハージを視し界かいの隅すみにおさめつづけていた。

「…………ッ」

　造つくられたように美しい輝銀髪プラチナブロンドの長い髪かみ。それを飾かざる二対の角ホーンが、彼の憎ぞう悪おをかき立てる。祗園はそれを素す早ばやく呼こ吸きゆうで消す。視界の中からリュドミナの存そん在ざいをギリギリまで閉しめ出しながら。

　憎にくしみの対象を意い識しきから外した分、自然と生徒会室内が目に入った。聖せいロヨラ学院、その生徒会役員達がつどうこの教室は、おそらく一年前も二年前も、それよりずっと前から、このような変わらぬ風景の中にあったのだと祗園は感じている。転入して二週間しか学院で過すごしていない彼ですら、窓まどから廊ろう下かに抜ぬける風、カーテンを透すける午後の陽光は昨日とまったく同じものなのではないかと錯さつ覚かくする。

　生徒達は一年ごとにうつろっていく。だが、生徒の器うつわである教室、校こう舎しやは不動のままそこにある。──その中で行われているものが、大きく変わっても。

　祗園にとって、今や『人じん類るい日にち常じようの象しよう徴ちよう』とも言える学舎の時の流れの中に、敵てき対たい種しゆたるヴァンパイアの少女がいるという許ゆるし難がたい現げん実じつ。彼女が広めた奇き妙みような遊技ゲーム、祗園すら翻ほん弄ろうされた戯たわむれ、『ＴＲＰＧ』は彼女が広めたものだった。

　生徒会室には祗園とリュドミナの二人だけがいる。梓あず彩さも枢も今は姿すがたが無い。廊下を含め、周囲には人の気配が感じられなかった。

「～♪」

　リュドミナは鼻歌交じりで机つくえにつっぷし、腕うでを伸のばし、顔だけ正面に向けて携けい帯たい端たん末まつのディスプレイを細い指先でいじりつづけている。

　祗園は窓ぎわで壁かべに背せ中なかを預あずけながら、帰死者またがえりものの少女へ今すぐ襲おそいかかり、その白い首をかき斬きりたい衝しよう動どうを毎秒置きに殺しつづけていた。

　同時に、

「……ッ……」

　自分自身に対する怒いかりも彼は滅めつしつづけている。祗園は自分を許せてはいなかった。人類の敵、両親と愛する義姉の仇かたきであるヴァンパイアを前にして、こうして湧わき上がりつづける憤ふん怒ぬを忘わすれていた過か去こは、もはや消すことができない。

　その過去、悔かい恨こんの想いが自分を蝕むしばむ状じよう態たいを祗ぎ園おんは『試練』と受け止めている。そして己おのれに明めい確かくな『試練』を見つけた時、彼はこれまで、そのすべてを乗り越こえてきている。

「ええ……、それは『久く遠おんの一いつ者しや』が、僕のために与あたえたもの……」

　祗園は己に与えられた『試練』を克こく服ふくすることに絶ぜつ対たいの自信を持っている。越えるべき壁かべ、それを打ち倒たおすという活力が彼を充じゆう実じつさせていた。

　充実は歓かん喜きに似にている。

　復ふつ活かつの歓喜。祗園は自分が元通りの、理想的な異い端たん討とう滅めつ騎き士しに立ち戻もどり、さらに上じよう昇しようしていることに満足を覚えている。

　己に対する怒いかり。それに反する新たな喜び。渦うず巻まく感情を彼は呼こ吸きゆうで消しつづける。

　万が一、目の前の帰死者またがえりもの・リュドミナがこの自分が抱いだいている常つねならぬ激げき情じようを感じ取ったならば、最悪の場合ここから逃とう亡ぼうされる可か能のう性せいがあった。そうでなくとも、リュドミナがいつもと雰ふん囲い気きの違ちがう祗園に怯おびえてしまえば、『ＴＲＰＧ』そのものができなくなってしまう可能性も出てくる。そうなればもちろん彼女の《精髄アゾート》は手に入らない。

　すべては彼女の《精髄》をこの手にするまでの辛しん抱ぼう。もう、しくじりもためらいもない。復活を遂とげた自分が滅すると決めた以上、彼女の存そん在ざいは、すでに灰はいに等しかった。

「どうしたのじゃ祗園？」

「……いえ、別に」

　祗園の心の中に響ひびく舌した打うち。リュドミナがこちらに顔を向けたのだ。一いつ瞬しゆん、殺気か歓喜がもれてしまったのかもしれない。

「もしかして……」

　彼はわずかに身み構がまえた。もしもこのタイミングでリュドミナが今逃にげ出したら、ここで彼女の首だけでも──

「うぬ、腹はらでもくだしているのか？」

「ッ……!?」

「この机つくえの上にクッキーがあったじゃろう？　あれはもう一週間も前から置きっぱなしになっていたやつで、さっき見たら無くなっていた……。つまりじゃ！　うぬはそれを食べてしまって気分が悪くなっているっ！　この名めい推すい理り！　まったくうぬも意い地じ汚きたないのぅ。ひとこと言ってくれれば、わしが新しいクッキーを──」

「ぶ……ぶっとばしますよリュドミナッ!!　そのクッキーはさっきあなたが手を伸のばしてむしゃむしゃ食べてましたよ！　覚えていないんですか!?」

「マジで!?　わ、わしがっ!?　……あ、ああっ！　本当じゃ！　口の中にまだその甘あまさが残っているッ！　ひっ！　ど、どうしよう祗園！　わし、死ぬの……？　ハァ……ハァッ！」

「湿し気けったクッキーでヴァンパイアが死ねば異端討滅騎士は必要ありません！」

「あ！　あっ！　待って！　どこに行くの祗ぎ園おん！　なぜ生徒会室から出て行こうとするっ！　わしの看かん病びようは？　わしを看病してくれる者はっ!?」

「死んでも死なないのが帰死者またがえりものでしょう！　とにかく僕はもうあなたと一いつ緒しよにいたくない！」

「そ……そんなことないであろう祗園！　うぬはさっきからわしのことをずっと見ていたくせに！　待って冗じよう談だんッ！　そうじゃった忘わすれてた！　うぬはわしを切るための剣けんを持っているんじゃった！　だめじゃよ！　しまって！　その剣はしまって！　うそじゃから!!　ウソウソ祗園ごめんなさいッ！　わし、実は緊きん張ちようしてて、自分が今なにをしているのかよくわかっていないのじゃよーっ!!」

「緊張……？　まさか、あなたが??」

　右みぎ眼めから蒼あおい灯ともし火びを消した祗園は、刀を八はつ相そうに構かまえたまま怪け訝げんな表ひよう情じようを作る。

「じゃってマスターの天てん花げい寺じせんせーが言っていたではないか！　今回のセッションでシナリオに一区切りがつくと！　それはいわば第一部完ッ!!　的な最さい終しゆう回かい展てん開かいがこれからわしらを待っているということじゃ！　わくわくもするが緊張もしてしまうのは当然じゃろう？　漫まん画がや小説と違ちがって、『ＴＲＰＧ』のラストがハッピーエンドになるかどうかは、すべてわしらの行動にかかっているんじゃから！」

「……なるほど、それは緊張してもしかたないかもしれませんね……」

　祗園は呼こ吸きゆうを一定に保たもつ。悟さとられてはいけない情感があった。太刀たちを静かに鞘さやにおさめる。

「しかし結果がどうあれ、これだけは言っておこうと思う。祗園」

「なんですか？」

「ここまで付き合ってくれて、ありがとう」

「……なんです？　突とつ然ぜん」

　祗園は再ふたたびわずかに構える。素人しろうと目めにはなにも変わっていないように見えて、全身の荷重は臨りん戦せんの態たい勢せい。リュドミナはそれに気付く様子も見せず、周囲の人ひと気けを確かく認にんし、

「うぬだけには言っておきたい。わし、こんな楽しいセッション……、ＴＲＰＧのキャンペーンは、初めてかもしれぬ」

「……礼は、まだ早いですよ」

　七三分けの青年は、慎しん重ちようにことばを選んだ。

「今日のセッション中に誰だれも死なない保ほ証しようなんてどこにもないんです。ハッピーエンドには、それ相そう応おうの代だい償しようが必要かもしれませんよ……？」

「そ、それもそうじゃな！　とにかく、今日は本当に油ゆ断だんせぬようにしなくてはっ！　祗園もいろいろチェックしておいたほうがよいぞ!?　後こう悔かい先に立たずというし……！」

　リュドミナは緊張をはらんだ真剣な表情になり、そそくさと机つくえの上のキャラクターシートとルールブックを並ならべ、レベルアップ後の数すう値ちやルールの確認を始める。どうにか感情を激げき発はつせずに対話を終えたという安あん堵どが祗園によぎった。

「リュドミナは、なんでＴＲＰＧをやっているんですか……？」

「……は？　今、なんと？」

　ふいに濃桃デイープピンクの瞳ひとみの帰死者またがえりものが顔を上げ、祗ぎ園おんを見た。

「い、いえ、なんでもありません」

　驚おどろいていたのは祗園だった。自分は呼こ吸きゆうを整えていただけのはず。リュドミナに向かって自分がなにを言ったのかすら、とっさにはわからなかった。そもそも、もうどうでもいいことではないか。いまさらリュドミナに、なぜなのか、など。

「なんでわしが『ＴＲＰＧ』をしているかと言えばじゃなー。うむ？　言わんかったっけ？」

「き、聞こえてるんじゃないですか!!」

「それはもちろん……、……、……ん……？」

「……？　リュドミナ？」

　自信満々から一転、急に眉まゆ根ねを寄よせたリュドミナの態たい度どに、祗園は目を細める。

「いや、うむ……？　なんでじゃった、かな……イヤイヤ待て！　理由はちゃんとある！　そうでなければこれほど『ＴＲＰＧ』を広めていない!!　あああ！　そ、そうじゃ！　ＴＲＰＧは面おも白しろい！　……からに、決まっているじゃろ！　じゃって、うぬもそうであろう？　……って、なんじゃあそのすごい溜ため息いき！　わし、今、すごく傷きずついたっ!!　そ、そもそも！　それをすべてことばにできていたら最初から『ＴＲＰＧ』なんぞやっていない!!　ただそこにあるだけじゃ満足できないから、わしはＴＲＰＧをやっているのじゃからっ!!」

　祗園は帰死者の少女に背せを向け、生徒会室の窓まどから外の景色を見た。

　自分がなにを期待していたにせよ、この程てい度どのお遊びで身を崩くずすヴァンパイアを討とう滅めつすることに今さら躊ちゆう躇ちよはいらない。広めた本人すらこの程度の思い入れしかない遊技ゲームに、自分は時間を浪ろう費ひしたのだ。

「で、でも、もうちょっと詳くわしく言ってみると、じゃ……！」

　リュドミナの声には焦あせりが混まじっていた。祗園の態度になにかを感じたのかもしれない。

「……聞きましょう？」

　異い端たん討とう滅めつ騎き士しは彼女のことばをさえぎらない。自由にさせたところで今さらなんの問題もなかった。メンバーがそろうまで好きにすればいい。

「なぜＴＲＰＧをするかというと、今までの自分とは違う自分になれるからという部分は、あるかもしれぬな！」

「はっ、なにを言い出すかと思えばリュドミナ、あの戦士のキャラですが、あれは違う自分になれるもなにも、リュドミナそのままじゃないですか！」

「うぬもな!!　うぬだってあの聖騎士パラデイン、そのまんまではないかっ!!」

「僕は違いますよッ！　現げん実じつの僕はもっと優ゆう秀しゆうです!!　あんな役立たずは、僕ではありません！」

「じゃあうぬこそなんでＴＲＰＧやっているの？　なにが楽しくやっているのじゃ!?」

「そっ……っ」

　売りことばに買いことば、思わず喉のどからこぼれそうになったものを、

「秘ひ密みつです」

「ず、ずるいであろうそんなの!!　わしにだけ言わせて、卑ひ怯きようものー！」

「ひ……卑怯!?　僕を卑怯者呼よばわりするのは許ゆるしませんよ!?　あなただってことばにする必要はないみたいな事を言っていたでしょう!!」

「待て、うぬがことばにならぬ……？　珍めずらしいこともあったものじゃな」

「はっ、あなたに僕の、なにがわかるっていうんですか？」

「くくく……っ」

「リュドミナ？」

　少女はヴァンパイアだった。ふる舞まおうと思えば、彼女はどこまでも悩なやましい仕し草ぐさ、指の先まで色いろ香かで染そめあげることができた。

「わし、うぬのこと、結けつ構こう……わかっておるよ？」

「今すぐ討とう滅めつしたいッ！」

　祗ぎ園おんは思わずリュドミナにつめ寄よっていた。しかたがなかった。今のは余あまりにもカチンと来た。もうこのまま灰はいにしよう。そうしよう。

「ま、待て待て!!　今日はセッション最終日じゃぞ!?　そういう冗じよう談だんはなしにしようではないかッ!!」

　祗園に迫せまられ後ろに下がったリュドミナの背せ中なかは、あっという間に壁かべにぶち当たった。焦あせった彼女がするりと身をかわそうとした瞬しゆん間かん、その隙すき間まを祗園の腕うでがふさいだ。ずぅん！　という祗園の手が壁を震ふるわせる振しん動どうがリュドミナの背中に響ひびいた。

「なっ！　……ぎ、祗園ッ??」

　そのまま見下ろしてくる七三の青年の顔には影かげが差している。

「ひぃっ!?」

　あまりに真しん剣けんな祗園の表ひよう情じように、壁ぎわで逃にげ場を無くしたリュドミナが身をすくませた時だった。

「すいません、遅おくれてしまいました……！」

　生徒会室に一年生書記の字あざ間ま梓あず彩さが到とう着ちやく。壁ぎわの二人を見る。

「あ、つ、つづけてくださいっ！」

「うぬはなにを言っておるの!?　メモを取り出してはだめじゃよ梓彩！　わしを助けて！」

「あ……っ、祗園先せん輩ぱい!?」

「まだ天てん花げい寺じ先生も来ていません。充じゆう分ぶん間に合っていますよ……」

「あ……っ、は、はい……」

　すっと襟えり元もとを正し、リュドミナから離はなれ、窓まどぎわに移い動どうする祗ぎ園おんを、梓あず彩さの視し線せんは残念そうに追いつづける。

「おまたせ祗園くんっ！」

　教室に春の風が吹ふき込こみ、キラキラとした花びらをふりまくように姿すがたを現あらわしたのは、

「枢くるる、始末はつきましたか？」

　七しち三さんの青年と同じクラス。今や校内で祗園との仲を噂うわさされ始めている彼の部下だった。

「うん、なんとか！」

「し……始末？　なんじゃか、物ぶつ騒そうな物言いじゃな……」

「いえ、生徒会長殿どのが気にされるようなことはなにもないですよ」

　祗園は、枢の制せい服ふくの肩かた口ぐちにあったほつれを整えてやりながら口元を軽く歪ゆがめる。

「なにやら枢に恋こい文ぶみを送りつけてきた学生が複ふく数すういたらしいので、枢はまとめて校こう舎しやの裏うらで断ことわりを入れてきたんですよ」

「な……っ！」

「……ご、ご愁しゆう傷しようさまです……！」

　リュドミナは絶ぜつ句く、梓彩は手と手を合わせて、校舎裏の方向を拝おがんだ。

「（それはそうと枢、《精髄アゾート》回かい収しゆう班はんは、なんと？）」

　なにやらお互たがいを慰なぐさめ合っているリュドミナと梓彩を横目に、長身の青年は部下にささやく。

「（特とく別べつ装そう備びで学院の敷しき地ち外がいで待機してる）」

「（枢はいざと言うときに僕の合図でサポートして下さい。……《精髄》を確かく保ほし次し第だい、リュドミナは僕がやります）」

「（了りよう解かい）」

　互いに素そ知しらぬふうを装よそおいながらのやり取りはすぐに終わる。祗園と枢はほぼ背せ中なか合わせのまま油ゆ断だん無なくリュドミナを視し界かいにおさめつづける。これから灰はいにし、葬そう処きよへと送り返す帰死者またがえりものを前に、緊きん張ちようも、はやる気持ちも、もはやない。異い端たんの討とう滅めつを生業なりわいとする者のふるまいがそこにあった。

「お待たせしました、みなさん」

　間を置かず、教きよう師しの天てん花げい寺じ鳥とり篭かごが生徒会室に姿を現す。

「先生の準じゆん備びは、実は昼休みのうちに会議スペースに整えてあります」

「さすがじゃな天花寺せんせー！」

　ゲームマスターを含ふくむ五人は、生徒会室に作られた会議スペースへと移い動どうする。

「予告していた通り、今回のセッションで一区切りがつくと思います。みなさんには、悔くいを残さないように慎しん重ちように、かつ、波に飲み込まれない大だい胆たんなプレイングを期待します」

　全員が所定の位置につき、準備が整うのを確かく認にんすると、マスター席から立ち上がった天花寺鳥籠は、軽く深しん呼こ吸きゆうをしてから顔をあげた。

「それでは、第一部の最終章とも言えるセッションを始めたいと思います」




　◆




　──二時間後。

「最さい終しゆう確かく認にんを行います!!」

　竜りゆうの都、またの名を火か口こう都と市し『ボルカノ』の上空には、浮うかぶ大地が複ふく数すう存そん在ざいする。冒ぼう険けん者しやの四人、ギオン、リュドミナ、アズサ、クルルはその中でも特に巨きよ大だいな浮ふ遊ゆう塊かい、滞たい空くうする巨大な山脈をまるまる一つを牙が城じようとした竜りゆう盟めい首しゆカルメリーザの玉ぎよく座ざ、『浮遊城』内部にいた。

　入城を許ゆるされ、城の表サイドを通つう過かしたリュドミナ達一いつ行こうが辿たどり着いたのは、いまだかつて人族が立ち入ったことすらない秘ひ術じゆつの研究が行われる区画。

「準じゆん備びが整った人からあつまってください！　作業から手が離はなせない者はそのまま傾けい聴ちようよろしく願います！」

　その空間を、ダークエルフの聖騎士パラデインが仕切っていた。

　大広間にギオンの声が響ひびき渡わたる。元々この空間は楽がく団だんなどが宮きゆう廷てい音おん楽がくを披ひ露ろうするためのホールだったものを、その特とく殊しゆ装そう置ちが巨大すぎたために、カルメリーザが使し用よう許きよ可かを与あたえたものとリュドミナ達は聞かされている。

『では、ギオンさんのそのことばに、都市の代表であるカルメリーザさんや副官のラゾアさん、そしてこの臨りん時じポータールームの技ぎ師しである竜人達も、ポーターシステムの前にあつまってきますが、みなさんはどうしますか……？』

　ゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり篭かごが変化を始める状じよう況きようを整理する。要員の大半を竜人族が占しめる大広間には多くの作戦参加者がいた。その中にまぎれるようにゲームマスターは冒険者達を観察している。

「あと少し！　あと少しだけ待ってくださぃぃ……！」

　アズサの声が巨大な装置の中の隙すき間まから響く。魔法使いスペルエフエクターであり、同時に錬れん金きん術じゆつ師しでもある彼女は、大広間に鎮ちん座ざしていた大だい規き模ぼな錬金技術による構こう造ぞう体たいを発見するやいなやフラフラとそれに近ちか寄より、そのまま中にもぐり込こんで出てこなくなっていた。

「しかし、竜族もやるもんじゃなぁ……」

　ワイルドな毛け皮がわ鎧よろいに身をつつんだリュドミナは、聖せいロヨラ学院の体育館ほどの広さはある大広間の半分以上を埋うめ尽つくす装置の周囲をグルグルと歩き回っている。

「この巨大な魔ま法ほう装置で、あの冒険者ギルド『碧あおの要よう塞さい』が使っているポータル装置にわり込みをかけ、ギルド本部の内部へ直ちよく接せつ潜せん入にゆうですからね……よく考えたものです」

　ギオンは片かた目めだけでリュドミナの姿すがたを追うようにしながら、反はん応のうを探さぐるように紡つむいだ。

「だからみんなの準備の邪じや魔ましちゃだめだよ？　リュドミナちゃんっ！」

「言ってる側からクルル！　うぬが竜りゆう人じんの技ぎ術じゆつ者しやの尻尾しつぽとかにイタズラ始めるから、わし、マジで寿じゆ命みようが縮ちぢむ！　か、かといって、わしをいじるのもちがうであろうぅぅっ！」

　クルルはリュドミナの隣となりにつねに張はり付いていて、隙すきあれば首くび筋すじや太ももをくすぐっている。親指と人差し指を尺しやく取とり虫のように動かし、まるで彼女の身体からだのサイズを計るように。

「……くっ、じゃが、一つ聞いてもよいか？　ギオン」

　くすぐったさから逃にげるようにして、リュドミナは全ぜん身しん甲かつ冑ちゆうに身をつつむ聖騎士パラデインの青年に近づく。

「こんな強きよう制せいワープ装そう置ちを作り『いざ突とつ入にゆう！』みたいな裏うらワザができるのに、そもそもなぜ竜族はわし達に《重じゆう魔ま素そ》の奪だつ取しゆを依い頼らいしてきたのじゃ？　ここまで出来るなら自分達でやればよいではないか」

「そうなんですリュドミナ先せん輩ぱい！　私も、それが疑ぎ問もんでした……！」

　竜の技術者達が突とつ貫かん作さ業ぎようで作りあげ、今もなお調整をつづける巨きよ大だいなポーターシステムから這はい出て来たアズサも毛け皮がわ鎧よろいの少女戦士に同調し、その視し線せんをギオンへと向ける。

「あー……っ」

　七しち三さん分わけのダークエルフは素す早ばやく溜ため息いきをつき、

「そういうことは直ちよく接せつ、あのカルメリーザ殿どのに聞けばいいでしょう！」

「そ、そんなの怖こわいではないか！　『おぬし達はそんなこともわからぬのかー！　喰くってしまうぞー！』とか怒おこられたら、このセッションがここで終わってしまうっ！」

「……やれやれ、いいですか？」

　ギオンは大広間の高い天てん井じようをあおぐ。アーチを描えがく頭上一面は、竜の聖せい人じんを描えがいた美び麗れいなフレスコ画で覆おおわれている。竜画の緻ち密みつさ、芸げい術じゆつ性せいの高さは素人しろうとのギオンでも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。それは彼らが持つ文明の高さを物語る。壁かべ伝づたいに視線を降おろせば、そこにあるのは様々な彫ちよう刻こく、技ぎ巧こうを凝こらした装そう飾しよく品ひんの数々。それらと比くらべてしまうと、広間の中心で重低音を奏かなでつづける巨大装置の異い質しつさがきわだつ。アーティスト気質の竜族が、いかに突貫で作業を進めているかがよくわかる造ぞう形けいだった。神しん秘ぴの種族が持つ、創そう造ぞうと破は壊かいの二面性──

「万が一にもです。竜の一族が人間の冒ぼう険けん者しやギルド、しかも『碧あおの要よう塞さい』規き模ぼの集しゆう団だんに攻せめ入るようなことが起こったならば、それはもう大たい乱らんの始まりです。人族も竜族も互たがいの誇ほこりと秩ちつ序じよのために引くに引けずに、無む辜この民を巻まき込んだ大戦争が引き起こされてしまうでしょう」

「そ、それはわかっているが……でも、カルメリーザ殿はあのように人にん間げん形けい態たいになれるのじゃぞ??　あんなにも美人な感じで!!　竜族だとばれないかもしれないではないか！」

　ギオンの陰かげに隠かくれながらリュドミナが示しめす方向には、確たしかに完全な人間形態、オレンジ色の髪かみをなびかせる淑しゆく女じよ、竜りゆう盟めい首しゆカルメリーザがいた。

「竜の中でも限かぎられた者だけが、あのような姿すがたをとれる……。……そうでしたよね、カルメリーザ殿どの」

　ためらいはなかった。ギオンは竜りゆう盟めい首しゆに歩み寄よる。カルメリーザが彼を迎むかえるように少しだけ肩かたを揺ゆらしただけで、広間全体の空気が動いたかのような変化が起こる。

「〈どれもギオンの言う通りだ。私とて、自分のこの手でそなたらが《重じゆう魔ま素そ》と呼よんでいる竜りゆうの秘ひ宝ほう……、いや、きちんと言っておこう。私達一族の子を取り戻もどしたい。だが、我われ々われでは無理なのだ。行っても良い。やっても良いが、その場合、私は怒いかりを我が慢まんすることができずにその場で大おお暴あばれしてしまうだろう。それでも一いつ緒しよに来て欲ほしいというなら、今からでも用意をするが？〉」

「わ、わし達だけでいくッ！　どうかカルメリーザ殿は心やすらかにここで待っていて欲しい！　必ずわしらが取り戻すからっ！　絶ぜつ対たいにじゃ!!」

「理り解かいできましたか？　竜の一族が持つ複ふく雑ざつな思いが」

　ギオンはリュドミナとすれ違ちがうように数歩移い動どうし、作戦図が広げられた卓たくを前に、

「それではこれより《重魔素》奪だつ還かん作さく戦せんの最終ブリーフィングを始めたいと思います！」

　改めて告げる。大広間の空気がさらに収しゆう斂れんされ、竜が作りあげるポーターシステムの前に置かれた会議卓に主要メンバーがそろう。

　ギオンはそれを確かく認にんすると、テーブルのサイドで合図を待っていた白はく衣い姿すがたの竜人にうなずいた。

「本作戦は、全部で四つの段だん階かいにわかれています」

　ダークエルフの聖騎士パラデインのことばに合わせ、竜の技ぎ術じゆつ者しやにより『碧あおの要よう塞さい』内部の見取り図が立体画としてテーブルの上に展てん開かいされる。

「まず第一段階。さきほど僕がリュドミナにも言った通り、我々は『碧の要塞』のポータールームに強きよう制せい的てきにわり込こみをかけ、その内部へと潜せん入にゆうします。遠く離はなれた場所へ人員を送り込む移動転送魔ま法ほう装そう置ちは、本来ならば決められた装置と装置の間でしか行き来ができません。しかし、竜の一族はそこにわり込みをかける術じゆつ式しきを組み上げました。それがこの大広間に置かれた転送装置です。我々冒ぼう険けん者しやは、この装置により」

　ギオンが立体作戦図へと卓を囲んだ者達の視し線せんをうながす。そこは巨きよ大だいな亀かめのモンスターの上に築きずかれた『碧の要塞』の一角。中心部にある要よう塞さい本ほん丸まるとでもいうべき部分が映うつし出されており、さらにその一部が三次元的にズームされ、とある部屋が赤く色づく。

「ここ、ギルド内部で今は使われていない旧ポータールームへと乗り込みます。ここは現げん在ざい、倉庫代わりに使われていると資し料りようにはありますね」

　竜の技術者や魔法使いスペルエフエクターのアズサはうなずくが、

「こ、これは……この部屋を出た途と端たんに、ま、待ち伏ぶせとかされてはおらぬだろうなっ！　わし、そういうのよく見かけるぞ！　漫まん画がとか映えい画がとかで！」

　毛け皮がわ鎧よろいの背せにクロスさせたグレートアックスを二本背負う元山さん賊ぞく娘むすめは、テーブルに両手をついて飛び跳はねるように落ち着かない。

『では、心配するリュドミナさんを見て、副官であるラゾアさんから解かい説せつがあります』

　ゲームマスターがすっと身を引くように手のひらでうながすと、竜りゆう盟めい首しゆの副官である萌もえ葱ぎ色いろの竜人が軽く全員に一礼し、

「〈詳くわしくは言えませんが、我われ々われの協力者が『碧あおの要よう塞さい』内に潜せん入にゆうしています。その協力者が工作員として『碧の要塞』内でみなさん冒ぼう険けん者しや四名のために準じゆん備びを整えているはずです。その点はご心配なさらぬよう〉」

「い、いや待て！　だったらそもそも、その工作員とやらに全部やってもらえばいいではないか!?　そやつがこっそりここへ《重じゆう魔ま素そ》を持ってくることはできんのか!?」

「潜入工作員にそれは無理な話です」

　即そく答とうしたのは場を取り仕切る七しち三さん分わけの青年だった。全ぜん身しん甲かつ冑ちゆうを身に着けたギオンの淡たん々たんとしたふるまいにリュドミナは眉まゆ尻じりを上げ、

「な、なぜじゃ！　潜入したならできるであろう！」

「潜入したからできないのです、リュドミナ。その工作員は潜入工作特化型だからこそ、あの警けい備びの厳げん重じゆうなギルドの内部に潜入できていると仮か定ていしていいでしょう。誰だれにも怪あやしまれず竜の一族へ内部の情じよう報ほうを持ち出すため、余よ計けいなものは何一つ持ち込んでいないはずです。つまり、あなたのようなタイプの技ぎ能のう習しゆう得とく者しやが、武ぶ器きを持たずに単たん独どくに近い形でもぐり込こんでいるのです。……リュドミナ、あなたがその工作員だったとして、一人で《重魔素》を持ち帰って来れますか？」

「む……無理無理無理ッ！　す、すまん！　わしの考えが足らんかった……！　あのレベルの冒険者ギルドともなれば、裏うら切ぎり者や内通者に厳しいであろうからなっ！」

「そ、それもそうだと思うんですが……」

　焦あせって半歩、テーブルから後こう退たいするリュドミナをフォローするように、アズサが帽ぼう子しの鍔つばをあげる。

「冒険者ギルドとしての『碧の要塞』についても、もっと自分達で調べられればよかったですね。なんだか私も、あのギルドへの潜入するにあたって、信しん頼らいというか、ちょっとだけ不安が……」

『そうですね……セッションの時間をもっと取れたら、それも考えたのですが』

　アズサのことばにゲームマスターは小首を傾かたむけ、しばしの思案顔のあと、

『では、こうしましょう。ここでカルメリーザさんの登場ということで』

　一いつ瞬しゆんだけ、腕うでを降おろすようにふるうゲームマスターと竜盟首カルメリーザの動きがシンクロし、すぐに別々の仕し草ぐさを取り戻す。

「〈我々がそなたらを実じつ際さいに手助けできるのは『碧の要塞』の潜入まで。ゆえに、ギルド内部の情報提てい供きようのほうは充分にさせてもらおう〉」

「……なるほど、ここで今回の作戦への、別角度からの情じよう報ほうを追加ということですか。いいでしょう。作さく戦せん概がい要ようはいったん『潜せん入にゆう』の段だん階かいで置いて、そちらの情報を先に聞かせてください」

『ありがとうございますギオンさん』

　ギオンはマスターの判はん断だんを優ゆう先せんさせる。作戦における四つの段階は、新たな情報により揺ゆれ動くかもしれないが、そのあとに最さい適てきな位置に定まるはずだ。

『それでは、このタイミングで竜りゆう族ぞく達が行っていた調ちよう査さ報ほう告こくが上がって来たということにさせてください。出入りの激はげしいこのポータールームに、新たな竜人達がやってきて、竜りゆう盟めい首しゆカルメリーザさんと、副官のラゾアさんに資し料りようを提てい出しゆつしています』

「なんじゃなんじゃ……？」

　マスターの言った通り、リアルタイムで浮ふ遊ゆう城じよう内ない『臨りん時じポータールーム』に新たな動きが発生していた。装そう置ちをいじっている竜人とは別のタイプ、文化系のにおいを感じさせる竜人の一いち団だんが現あらわれ、カルメリーザとラゾアに報告書を手て渡わたす。

「〈我われ々われは、『碧あおの要よう塞さい』についての調査を以前から進めていました。その最終報告書がとどいたようですので、この作戦概がい要よう図ずとともに、ここへ表ひよう示じさせていただきます〉」

『というわけでラゾアさんを中心に、新たな情報を公開しようと思うのですが、ただ受け取るだけでは面おも白しろくありません。そこで、みなさんには【代だい理り判はん定てい】を行ってもらい、その結果によって、調査団がどの程てい度どの情報を持ってくることができたのかを決めていきたいと思います』

「【代理判定】？　……つまり、僕達が代わりにサイコロで判定することで、竜側の調査団の結果が変わるということですか……？」

『そういうことになります。これはルールブックには載のっていないハウスルールのようなものでして、本当はマスターが振ふって結果をこちらで決めてしまってもいいのですが、それでは納なつ得とくがいかない場合があると思いますし、なによりも面白くありません。わたくしはできるだけプレイヤーのみなさんのダイスで、この世界を動かして欲ほしいと考えています。なので、ここにいるどなたかに、ダイスを代わりに振っていただいて、その出で目めによって公開する情報を決めようと思います。もちろん、ダイスの出目は高い方がたくさんの情報が出て来ます』

「……あくまでも責せき任にんは我々にあるということですね？　やりましょう。実働部隊である我々は、ありとあらゆる情報を知っておく必要があります。とっさの判断のためにも」

　会かい議ぎ卓たくとして使用しているテーブル。その上に『碧の要塞』の内部見取り図を浮うかび上がらせたまま、冒ぼう険けん者しや四人はさらなる情報のために竜人調査団達に向き直った。

『では、情報を次の三つに分けて、その都つ度どみなさんが順番に判定していただきたいと思います。一つ目は【邪じや教きようアジト情じよう報ほう収しゆう集しゆう班はん】。次が【碧の要塞情報収集班】。そして最後に【ゼオライド・ボルンバルド個人についての情報収集班】』

「総そう代だい個こ人じんについても情報収集を……？」

　ノートにメモを取っていたアズサが顔を上げ、

「というか、あ、あれ？　【邪じや教きようアジト情じよう報ほう収しゆう集しゆう班はん】ってなんでしたっけ……？」

　流れた魔法使いスペルエフエクターの視し線せんの先。同じように眉まゆ根ねを寄よせていたダークエルフのギオンがふっと胸むねを反そらせ、姿し勢せいを少しだけ変え、

「【邪教のアジト】うんぬんというのは、確たしか『碧あおの要よう塞さい』が殲せん滅めつをしかけ、結果、戦利品として《重じゆう魔ま素そ》を見つけ、持ち帰ってきた場所。……つまり、竜りゆうの卵たまごを実じつ際さいに竜から奪うばったのが邪教集しゆう団だん。そこから《重魔素》と化した卵を戦利品として手に入れ、利用しようとしているのが『碧の要塞』だったはずです。竜の一族が邪教のアジトを調べるのは当然と言えば当然ですね……」

　ゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり篭かごは、竜人達と冒ぼう険けん者しや達を仲ちゆう介かいするような立ち位置のままうなずく。

『はい、竜の一族は「邪教集団」と、そしてあの「碧の要塞」総代表についての調べも進めていたと考えてください』

「うーむ、なるほどなぁ……、あの総代とかいう熊くまみたいなヤツ、……なんか、ちょっとオカシイところがある感じじゃものなぁ。じゃが、『邪教集団』やそこら辺はわしら冒険者の視点では後回しになってしまう調ちよう査さポイントじゃよな、実際。言われてみれば怪あやしいが、どうしても【ギルドの全体的な評ひよう判ばん】の調査とかで終わってしまいそうじゃ。……で、マスター、わしらは四人パーティじゃが、調査項こう目もくは三つ。といことは、三人しか判はん定ていできないのか？」

　胸むねの下で腕うでを組む少女戦士は、マスターへと肩かたを上下させてみせる。

『いえ、全員で一回ずつ、合計四回の判定を、三つの収集班に自由にわりふって情報を取り出してください』

「ど、どうするのじゃ？　ギオン……」

　そのままくるりとリュドミナはふり向く。ギオンは握にぎっていた指し揮き棒ぼうで、ぱしっと自分の片かた手てのひらを打った。

「とりあえずは、三つとも一回ずつ判定して行きましょう。そして足りなかった情報、重要そうな情報に、最後の一回を使うという方向で」

「なるほど。では、わしからやってしまおう！　まずは【邪教のアジト情報収集班】の【判定】を【ロール！】」

　少女戦士の胸元から解とき放たれるダイス。注目の出で目めは[image: ][image: ]の合計六。

『そちらの数すう値ちと、こちらの収集班のボーナス値や技ぎ能のうレベルを足しますと……、……では、以下のことが判明しています。邪教のアジトからは、①アジトには、こちらが想定していたものより小しよう規き模ぼの人間が潜せん伏ぷく、生活している痕こん跡せきしかみつからなかった。②教きよう祖そと思われる遺い体たいは発見出来ず。以上です』

「それは臭においますね……。重じゆう魔ま素そを奪うばった邪じや教きよう団だんですよ？　異い端たんの集団は数がそろわないと動き出さないものです。それが、予想よりも人数が少なく、しかも教きよう祖その痕こん跡せきすら……──」

「じゃあ次はボクが、えーっと、【碧あおの要よう塞さい情じよう報ほう収しゆう集しゆう班はん】の結果を【ロール】していい？」

「やってくださいクルル、とりあえず情報をそろえましょう」

　ダイスを振ふることがなにより大好きといった雰ふん囲い気きを隠かくさないエレメンタルドールの神官が、会議テーブル上空に打ち上げたダイスの出で目めは、

「おお、大戦果ではないか！　でかしたクルル……！」

[image: ][image: ]。副官ラゾアが持っていた調ちよう査さ報ほう告こく書しよがデラックスな感じの金色に輝かがやき出す。

『よい目です。それでは【碧の要塞情報収集班】からの報告は以下のようになります。①『碧の要塞』は、設せつ立りつ当初は小しよう規き模ぼな冒ぼう険けん者しやギルドであり、長い間中規模程てい度どのギルドとして安定していたが、ある時期から大規模路線へうつって行った。②『碧の要塞』は八年前にも《重魔素》を手に入れている。③八年前に手に入れた《重魔素》も、どうやら『邪教団』と称しようされる組そ織しきから押おう収しゆうしたものらしい。以上となります』

「待ってください。ええと……では仮かりに、」

　成果を出したことが嬉うれしくてじゃれついて来ていたクルルを巧たくみにさばきながら、ダークエルフの聖騎士パラデインは整理する。

「仮に、僕たちが魚人族マーマンから奪うばい返し、今から突とつ入にゆうして『碧の要塞』から奪だつ取しゆしようとしている《重魔素》を《Ｂ重魔素》と呼よびましょう。とすると、『碧の要塞』は今から八年前に初代の《Ａ重魔素》を手に入れた際さいも、今回と同じような『邪教集団』から、奪ったということですか……？　しかも、ギルドが大規模路線にうつったのは、その八年前の《Ａ重魔素》を手に入れた際と考えて……いいんでしょうか？」

『そのようです』

「なるほど……」

「あ、あの……私、最後の【ゼオライド・ボルンバルド個こ人じんについての情報収集班】の判はん定ていをロールしていいですか……？」

　目を閉とじコメカミに指先を当てて思考に沈しずむギオンと、それをソワソワ見つめる戦士少女と神官へと、アズサはおずおずとのぞき込む。

「そうですね、最後にそちらをやってしまいましょう。お願いします」

　ダークエルフの青年がぱっと顔を上げてうなずく。魔法使いスペルエフエクターの少女は、目の前で回転させておいた自分の黒いダイスを、空気を裂さく音とともにホールの天てん井じようめがけ打ちあげる。

『ダイスの合ごう計けい値ちが九ならば……【ゼオライド・ボルンバルド個人についての情報収集班】の調査報告は次のようになります。①それまで「碧の要塞」の一ギルドメンバーにすぎなかったゼオライドは「邪教集団」から《Ａ重魔素》を手に入れた功こう績せきにより総そう代だいへ。②その際、彼は『碧の要塞』を世界有数のギルドへと成長させることを約束した。情報はこの二つとなります』

「……ど、どういうことじゃ??」

「事実だけをまとめてみましょう」

　ギオンは指し揮き棒ぼうをふって、テーブルの上に今回判はん明めいした情じよう報ほうを再さい構こう成せいする。

「時じ系けい列れつ順に行けばこうなります。①『碧あおの要よう塞さい』は当初、今のような大だい規き模ぼギルドではなく、中ちゆう堅けん程てい度どの普ふ通つうの冒ぼう険けん者しやギルドであった。②転てん換かん点てんは八年前。ゼオライド・ボルンバルドが『邪じや教きよう団だん』から《Ａ重じゆう魔ま素そ》を奪だつ取しゆし、冒険者ギルドのエネルギー源げんとして確かく保ほ。③その功こう績せきにより彼はギルドの総そう代だい表ひようへ。④同時に『碧の要塞』の指し針しんを、大規模拡かく大だい路ろ線せんへと定める」

『はい、そのまとめで合っています』

「そして⑤、八年後の今、僕達が持ち込んだ新たな《Ｂ重魔素》も、実はギルドがまた別の『邪教徒のアジト』から手に入れたもの……つまり僕達視し点てんで言えば、ギルドが『邪教のアジト』から運送中に座ざ礁しようさせてしまった《Ｂ重魔素》を、我われ々われはラズリ島で回かい収しゆうしたというわけで……」

「ということは、初代の《Ａ重魔素》も今回の《Ｂ重魔素》も、二つとも同じ方法で手に入れたのは、あの総代であるゼオライド卿きようということですよね……？」

「そうじゃよアズサ！　こんなの話が出来すぎているではないか!!　これはまさか、あの総代が邪教の教きよう祖そとかいうオチではあるまいな!?」

「ほ、本当です！　辻つじ褄つまが合ってます……！　つまり、あの『碧の要塞』の正体は邪教集団ということなんですかっ!?」

　騒そう然ぜんとしはじめるテーブル外周に、

「いえ……、逆ぎやくかもしれません」

　ギオンは改めて広いテーブルに展てん開かいされている『碧の要塞』内部見取り図に視線を戻もどして、つづける。

「もともとその『邪教集団』を、冒険者ギルドの限かぎられたメンバーが装よそおっていたという可か能のう性せいも捨てることはできません。人数が想定より少なかったという点がどうしても気になるのです。やはりあの『碧の要塞』にはなにかがあるとしか……。……いずれにしろ、今進めているこの作戦……現げん在ざいギルドに渡わたってしまっている《Ｂ重魔素》をこのままにするわけにはいかないという理由が、増ふえただけです……」

「まとめているところ申し訳わけないのじゃが、ギオン。うぬの【判はん定てい】が一つ、余あまっているのじゃが……」

「そうでした。……では、総代であるボルンバルドの情報をロールして、さらに追加の情報を手に入れる方向で」

「ち、ちなみに、マスター」

　ダイスの準じゆん備びをするダークエルフの隣となりで、魔法使いスペルエフエクターのアズサがそっと切り出した。

「ここで、万が一にですけど、……あの、万が一ですよ？　ファンブルを出したら、どうなるんですか……？」

『調ちよう査さしていたことが、調査対たい象しようにばれます』

「ギオン！　もうよいではないか情報はこれくらいで！　充分であろう!?」

「なぜです!?　僕にも振ふらせてください!!　これにより決定的ななにかがわかるかもしれないんですよ!?」

「いや、いいから！　もう充じゆう分ぶんであろう!?　相手に調査がばれたらどうする!!」

「リュドミナ、あなたはまさか僕が一ゾロを、ここでファンブルを出すと言っているんですか!?　ありえない！」

「ありえなくないんじゃよ!?　うぬはここ一番の時に絶ぜつ対たいファンブルを！　出しちゃだめってところで振ふっているのをなんで忘わすれてしまうの!?　絶対にだめじゃああ!!」

「じゃ、じゃあギオン先せん輩ぱい!?　練習で振ってみるというのはどうですか？　ね？　お二人とも！　ここはぜひ、落ち着いてください！」

「れ、練習……ですか??　マスターが許きよ可かしてくれるなら、まあ……いいですけど。そういえば、いざ、この【ロール】の際さい、あまりダイスがどう動くか見たことがありませんでしたね……。マスター、このダイスを一個こずつ振るというのは可能ですか？」

『はい、では、練習でどうぞ』

「ありがとうございます。それでは……【行こう動どう宣せん言げん】練習ロール！　一個だけ【ダイスセット！】、【ロールッ！】」




　[image: ]




「やめておきましょう！　すいません！　情報は三個だけでいいんじゃないでしょうか！　これ、振らないことは、判定しないという選択も可か能のうですよねマスター!?」

『はい！　このような判定をしないという決けつ断だんを止める権けん限げんはマスターにはありません！』

「情報は充分手に入れました！　ありがとうございます竜の調査団のみなさん！」

　冒ぼう険けん者しやパーティはおろか、竜の一族も調査団も額ひたいの汗あせをぬぐい、安あん堵どの息をついていた。

「しかし……あの『碧あおの要よう塞さい』という冒険者ギルドは……なんじゃか、かなりきなくさいギルドではないか……？」

「最初の頃ころ私達がいだいていた爽さわやかな力強さはいったいどこへ……」

「それだけ表面上、彼らは『秩ちつ序じよを護まもる救世主集団』というイメージ作りに力を入れていたということです。しかし、一度でも内部を垣かい間ま見てからの視し点てんは、……やはり変わってくるということ。相手もなかなかにしたたかなようですね」

「わし、なんじゃか余よ計けいに突とつ入にゆうが怖こわくなってきたのじゃが……」

「今さらなにを言っているんですリュドミナ！　このように胡う散さん臭くさいギルドだとわかったからこそ、突とつ入にゆうして《重じゆう魔ま素そ》を奪だつ還かんしなくてはならないのです！　判はん明めいしたこれらの情じよう報ほうは、その確かく信しんを与あたえてくれたに過すぎません！」

　祗ぎ園おんは手早くリュドミナから視し線せんを切るようにして、テーブルを囲む人間と竜りゆうの一族の混こん合ごうチームへと向きあった。

「それでは改めて作戦会議を進めたいと思います。そもそも、『碧あおの要よう塞さい』が実じつ際さいになにを企たくらんでいようが、我われ々われがあのチェストの中に格かく納のうされた《重魔素》さえ奪還してしまえば、彼らの野望は潰ついえたも同然になります。今は目の前の作業に集中しましょう。話を本ほん筋すじにもどしますが──」

　ギオンが指し揮き棒ぼうを上げれば、テーブルの上の立体見取り図が再ふたたび濃こく、浮うかびあがった。

「こうして竜の一族の助力により『碧の要塞』の情報も充じゆう分ぶんに得ることができ、さらには内部内通者の協力もあおげ、内部にまで送りとどけてもらうことまで可か能のうという現げん状じよう。だからこそ、我々はこの潜せん入にゆう、そして《重魔素》奪取を成功させることが重要になってきます。言い忘わすれていましたが、我々が送り込まれるギルド側の旧きゆうポータールーム周辺ですが──」

「おおう、すっかり忘れていた……」

「しっかりしてください、リュドミナ。この今は使われていない『碧の要塞』側のポータールームのある区く域いきが警けい戒かいされていない理由は、他にもあるのです」

　ギオンは指揮棒の先で、テーブルの上に表ひよう示じされている見取り図の一角。コロシアムを指し示す。

「本日、『碧の要塞』内では『碧闘杯ストロングホールド』という武ぶ術じゆつ大たい会かいがここ、コロシアムにて行われる日となっている点も加えていいでしょう。一種の祭りに沸わくギルド内の警けい備びも、一いつ般ぱん客きやくも入場するというあのコロシアムに集中するはずですから」

「ふ、ふむ、そうであった……。なら、わしたちが潜入する条じよう件けんは、ばっちりと考えてよいのじゃな!?　う、うむ……、わしもだんだん、平気な気がしてきた……！」

　濃桃デイープピンクの瞳ひとみにはまだまだ不安げな色を残していたが、リュドミナはそれを頭から追い出すように何度もうなずいて作戦図に見入る。

「それでは長くなりましたが、この作戦の第一段だん階かい、『潜入』まで、誰だれか他に確かく認にんしておきたいことはありますか？」

　一同を見回し、各自の反はん応のうを確認してから、ギオンは次のステップへ進む。

「では第二段階。ギルド内の旧ポータールームから《重魔素》がおさめられた宝ほう物もつ庫こへの『移い動どう』。これはクルル」

「うんっ！　そこまでの道は任まかせて！　入にゆう団だん式しきのあと、ギオンくん抜ぬきでリュドミナちゃんとアズサちゃんと要塞の中を探たん検けんしてるときに通った道だから！」

「では、そこはお任せします。ここで見付かってしまっては元も子もありませんから……。ここで質しつ問もんがなければ次、……ここが本番とも言える第三段だん階かい。ガーディアンの『排はい除じよ』」

　ギオンはテーブルの上にあった指し揮き棒ぼうで、拡かく大だいされた立体図の一部分を指し示しめす。

「《重じゆう魔ま素そ》がおさめられている宝ほう物もつ庫こは、ここです」

『碧あおの要よう塞さい』中ちゆう枢すう下か部ぶがオレンジ色に変化する。そこまで『移い動どう』すべきルートがくねくねと赤い旧きゆうポータールームから繫つながった。

「ここにはもちろん厳げん重じゆうな警けい備びがついています。それがここ、宝物庫前室」

　ギオンの指揮棒がわずかに動き、宝物庫の手前の空間が青く変色。

「この空間に、宝物庫に通じる唯ゆい一いつの道をふさぎ、《重魔素》を守しゆ護ごするガーディアン・ゴーレムがいます」

『ここは重要なので、改めてカルメリーザさんが動きます』

　黄緑色のウエイトレスふう衣い装しように身をつつむゲームマスターが、オレンジ色の髪かみに金色の瞳ひとみを持つ麗れい人じんに再ふたたび場を譲ゆずるように移動する。都市の代表であるカルメリーザはギオン、リュドミナ、アズサ、クルルを見回し、

「〈四人に渡わたしてあるそのオーブは、我われ々われ竜りゆうのブレスを封ふうじ込こめた宝ほう珠じゆだ〉」

「ひっ!?」

　腰こしのポーチをとっさに押おさえつけたのはリュドミナだった。

「こ、ここで暴ぼう発はつとか、しないであろうなっ!?　そういうことはもっと早く言って欲ほしい……っ！」

「〈魔力の籠こもった発動ワードさえ唱となえなければ安全だ。それはここ、《重魔素》への行く手を阻はばむゴーレムに使用してもらう。潜せん入にゆうした工作員の調ちよう査さによれば、宝物庫を守るガーディアン・ゴーレムは総そう長ちようであるゼオライド・ボルンバルドが古代兵器を元に作り上げた強きよう敵てき。そなたらも時間をかければ倒たおすこともできるだろうが、作戦通りに短時間で攻こう略りやくすることは難むずかしい。よって、そのオーブで無力化してもらう〉」

「う、うむ……」

　リュドミナ、アズサ、クルルの三人娘は渡わたされた深しん紅くのオーブを手に取り、確たしかめ、再ふたたび厳げん重じゆうにしまい込む。

「最後に、第四段階」

　同じくドラゴンブレス・オーブの確認を済すませたギオンが指揮棒を取る。指し示す先にあった青い区画が砕くだけちり、立体図が示す宝物庫が金色に染そまった。

「ゴーレムの無力化後、宝物庫の《重魔素》を確認します。そして《重魔素》が本物と確認されたら、チェストボックスにこのポーターワンドを設せつ置ちし、術じゆつ式しきを起動。我々ごと、再びこの浮ふ遊ゆう城じよう内ないのこの部屋、臨りん時じポータールームに『帰き還かん』します」

「ふぅ……。ここまでくれば、大だい丈じよう夫ぶじゃな！」

　ポーターワンドを確かめたリュドミナの声とともに、緊きん張ちよう感かんにつつまれていた大広間の空気がゆるむ。

『ちなみに、こちらに帰き還かんしたあとには、邪じや教きようの儀ぎ式しきで歪ゆがんでしまった《重じゆう魔ま素そ》を浄じよう化かする、「解かい呪じゆの儀ぎ」が竜りゆうの神官達によって行われる予定です。もちろん、みなさんにはそこにも参加していただく予定になっています』

「了りよう解かいです」

「（ギオンくん？）」

　神官姿すがたのクルルが、そっと聖騎士パラデインの鎧よろいにふれる。

「（今はこう言っておかなければ、周囲から不ふ審しんに思われます）」

　──ギオンとクルルに、この浮ふ遊ゆう城じように帰って来る予定はなかった。

　異い端たん審しん問もん官かんの二人が、帰死者またがえりもの討とう滅めつという本来の目的の遂すい行こうする時、彼らにはこのＴＲＰＧシナリオ内において、言うなれば第五段だん階かい、そして第六段階の作戦が存そん在ざいする。

　ギオンは第五段階、つまり第四段階であるガーディアン・ゴーレムを無力化したあと、《重魔素》という名のリュドミナの《精髄アゾート》、その内部にある、あの《廃はいホール》へと再ふたたびと赴おもむく。

　そして第六段階。そこにいる《精髄》の核かくである《赤目のリュドミナ》を実力で手に入れ、その瞬しゆん間かんに消しよう滅めつする彼女の能のう力りよく、『血罪示現ヴアンピリズム』＝ＴＲＰＧ世界から、現げん実じつの生徒会室に戻もどり、廃はい人じん化かしたリュドミナを灰化。梓あず彩さと教員である天てん花げい寺じ鳥とり篭かごを眠ねむらせ、あとを『事じ後ご処しよ理り班はん』に託たくし、自分達は『精髄回かい収しゆう班はん』とともに『異い端たん審しん問もん庁ちよう』へと帰き還かんする……。

　ＴＲＰＧ内で浮遊城に帰ってくる、帰って来ないではなく、その時、祗ぎ園おんと枢くるるはすでに『ＴＲＰＧ』をプレイしてはいないのだ。

　それらの事を、今、他人に告げる必要はない。

「そ、そっか！　うん！　ここに帰って来てからも、ボクが出来ることがあったらなんでも協力するっ！」

『はい、よろしくお願いいたします。「解呪の儀」において、《重魔素》より複ふく数すうのモンスター的存在が出しゆつ現げんするという予よ測そくが立っています。冒ぼう険けん者しやのみなさんは、それも視し野やに入れておいてください。……ということを、カルメリーザさんや副官のラゾアさんから聞いたということで』

「はーい！」

「作戦の基き本ほんは以上です。それでは各人、不測の事じ態たいに備そなえつつ、最終目的である《重魔素》の奪だつ取しゆを優ゆう先せんした行動を」

「うむ、了解した！」

「一つ質しつ問もんが……！」

　意い気き込ごむ少女戦士の隣となり、黒くろ紫むらさきの大きな鍔つば付つき帽ぼうの陰かげから、魔法使いのアズサが小さく挙きよ手しゆ。

「万が一、作戦が失敗して冒険者ギルドに囚とらわれの身となった場合、竜は助けてくれるんでしょうか……」

「無理です」

「えええええッ!?　な、なぜじゃっ!?　そこは助けてくれてもよいであろうぅぅっ!!」

　ギオンの速答に狼狽うろたえたのはリュドミナだった。二本の戦せん斧ぷを背せ負おう元山さん賊ぞく娘むすめのふるまい、周囲のカルメリーザや副官のラゾア、その他の竜りゆう人じんの技ぎ術じゆつ者しや達を見回す姿すがたは、公園にたった一人残されてしまった少女に似にている。

「ど、どういうことじゃ……!?」

「ですからリュドミナ、さっきから何度も言うように、我われ々われが竜の元から来たということは絶ぜつ対たい的てきに秘ひ密みつなんですよ。我々が得られるのは、成功した際さいの莫ばく大だいな報ほう酬しゆう、それだけです。いや、危き険けんだからこその、この報酬と言えるでしょう。ようやくキャッシュで軍馬が買えます!!」

「私が作りたいと言っていた飛行船の足がかりにもなるんですリュドミナ先せん輩ぱいっ！　さっき竜人の方にお話を聞いたんです。もしもこれに成功すれば、私達のパーティの飛行船作りに協力していただけるって……っ！」

「な……なるほど！　これぞ冒ぼう険けん者しやというやつなのじゃなっ!?　めざせ一いつ攫かく千せん金きん……!!」

　リュドミナは自分がこれから赴おもむく任にん務むのリスクとリターンを把は握あくしたのか、ようやく身体からだにやる気を漲みなぎらせ始める。

「ではみな、忘わすれ物などはないか!?　向こうへ行ってしまったらすぐには戻もどってこれぬのじゃぞっ!?」

『それでは準じゆん備びが整った方からポータルステージへ上がってください。竜の技術者の方々も、強きよう制せいわり込こみポータルの準備が整ったようですので』

「了りよう解かいです」

　装そう備びは充じゆう実じつしていた。ゲームマスターは冒険者達に竜族が作った高こう性せい能のうアイテムや装備の購こう入にゆうを許きよ可かしていた。これまでの冒険で資し金きんをたっぷり蓄たくわえていた四人は、様々なアイテムに目うつりしながら準備を整えている。ＭＰを補ほ充じゆうする魔ま精しよう箋せん、高性能ポーション、装備を強化するオプションジュエル……。

　再さい度ど、キャラクターシートを確かく認にんした人界の冒険者達四人は、緊きん張ちようした面おも持もちで巨きよ大だいなポーターシステムの円形の台だい座ざに昇のぼり、くるりと背はい後ご、大広間へとふり返った。

「しかし、このような形であのギルドに再び潜せん入にゆうすることになるとは予想もできませんでしたね……」

「くっくっく……ギオンにとって、これは軽いリベンジじゃなぁ」

「はっ、僕はあのギルドにはまったく、これっぽちも思うところなんかないですねぇ」

「うぬって、結けつ構こう思っていることが顔に出るほうじゃよねぇ……」

「ううううっ！　緊張しますぅ……！」

「アズサちゃん、目をつぶってたら、この場面を小説に書けないよ？　ほら、リラックスリラックス♪」

「な、なに言ってるんですかクルル先せん輩ぱいっ！　わ、私、そういうの、か……書いてないですし……っ！」

「覚かく悟ごはいいですか、三人とも」

　竜りゆうの技ぎ術じゆつ者しやがポーターシステムの発動レバーに手を置いたことを、ギオンは確かく認にんする。

「我われ々われならばこの任にん務む、絶ぜつ対たいに成功させることができます。僕はそれを知っています」

　ゆっくりと、染しみこませるようにギオンは台だい座ざ上の三さん人にん娘むすめに紡つむぐ。

「うんっ！　がんばろーギオンくん！」

「ぜ、全力を尽つくします！」

「うむ！　は……早くやってくれッ！」

「〈では頼たのんだ。《重じゆう魔ま素そ》を、よろしく頼む〉」

　竜りゆう盟めい首しゆカルメリーザが冒ぼう険けん者しや四人にうなずいた。装そう置ちが作動を開始する。装置から沸わき立ち、絡からみつく凄すさまじい空中放電的エネルギーのほとばしりは深しん紅く。四人をつつむ魔ま力りよく空くう間かんのカプセルが歪ゆがみの中に飲み込こまれ、それを内部から見ていたリュドミナ達の視し界かいは遠近のない真っ白な光につつまれる。

「うおぉお……っ!?」

「これは……」

　透とう明めいな花か弁べんがはじけるように気流が砕くだけ、流れ込こんで来た新しい空気が四人をなぶった。その臭においは古く、閉しめ切った空間特有のカビくささを持っている。薄うす闇やみに目が慣なれるためのわずかな間のあと、

「……成功、したんですよね……？」

「ギオンくん!?」

「……ええ」

　膨ぼう大だいな魔力と技術によって創つくられたかりそめの空間を介かいして距きよ離りを渡わたり、新たな実空間に四人はいた。沈ちん黙もくする埃ほこりと大量の物品があるせいで狭せまく感じるここは、『碧あおの要よう塞さい』旧きゆうポータールーム。そこは情じよう報ほうが確たしかなら、今は倉庫として機き能のうしている一室だった。

「では、第一段だん階かいは達成……という、ことじゃな？」

　ごくりと、リュドミナの喉のどがなる。

「次は……だ、第二段階じゃったが……まず……な、なにをすればよかったんじゃっけ??」

「まずは、潜せん入にゆう工こう作さく員いんがこの部屋に隠かくした『宝物庫』の鍵かぎを見つけてください。たしか、この倉庫のどこかにある古時計の中にあるはずです。探さがしましょう」

『それではみなさん、目的のものを探すのでしたら【探たん索さく判はん定てい】を、お願いいたします』

　室内に積まれた荷物の陰かげからゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり篭かごが姿すがたを現あらわす。淡あわく発光する彼女は整然と並ならぶ木箱や粗あら布ぬのがかけられた物品を、遠くから撫なでるように腕うでをふるい、一通り示しめし、

『この中から潜入工作員が隠したとされる鍵を、指定された古時計を見つけるには達たつ成せい値ち十八で判はん定ていをお願いします』

「それは、わしじゃないと出せぬ値あたいじゃな……」

　室内に固定されているポーターシステムの台だい座ざから床ゆかへとつづく階かい段だんを下りながらリュドミナが肩かたを回す。

「しかも、ここはすでに敵てき地ちじゃ。万が一にも大失敗フアンブルで荷物を崩くずして騒そう音おんを立てでもしたら、一発で敵てきを呼よんでしまうじゃろう。その可か能のう性せいはできるだけ減へらしたいところじゃ。よし、ここは専せん門もん家かであるわしだけが振ふる……って言ってるそばからギオンッ！　うぬはいいの！　【ダイスセット】しないでいいと言っているのじゃよ!?　わしはっ！　わしの遠回しに『うぬは判定しなくていい』って伝えようとしている思いやり！　気付いて！　アズサ！　クルル！　ギオンを押おさえていてくれェ……ッ!!」

「な、なにをするんです二人とも！　ダイスが！　ダイスが振れないじゃないですか!!」

　不運の聖騎士パラデインが左右から襲おそいかかる魔法使いスペルエフエクターと神官の少女に手こずっている隙すきに、ダイスを【ロール】したリュドミナの出した数すう値ちは[image: ][image: ]。ここに彼女の器用度ボーナスの４と斥候捜査スカウトレベルの７を足して、

「達成値は二十！　くっくっく……あったぞギオン！　うむっ！　古時計は壁かべの柱に取り付けてあった！　これじゃろう!?　宝ほう物もつ庫この鍵かぎは！　まさしく鍵のカタチって感じの鍵じゃな！」

　リュドミナは木箱に昇のぼって壁の高いところに掛かけてあった古時計の扉とびらを開き、中に置かれていた布ぬの袋ぶくろの中から、大きな銀色の鍵を取りだす。

「い、いいでしょう。このレベル帯までくると、やはり専せん門もん職しよくに任まかせるのが正せい解かいというところなのでしょうね。しかし、僕がダイスを振ってクリティカルを出せば同じことでは？」

「うぬはなにを言っておるの!?　そんなの無理じゃから!!」

「リュドミナの方こそ、どうなんです？　そろそろ竜側の潜せん入にゆう工こう作さく員いんを信じることができましたか？」

「わ、わしは最初から信じておったもん！」

「ええ、僕もようやく潜入工作員のことを信用できるようになってきたところですよ」

「う……うぬって本当に、外そと面づらは良いよなぁ……」

　──ギオンは自分が常つねにどのような呼こ吸きゆうをしているかを、知っている。彼は今まで通りのプレイを意い識しきの表ひよう層そうに浮うかべ、それをなぞるようにふる舞まう。

「……やれやれ」

　だが異い端たん審しん問もん騎き士しの青年は拍ひよう子し抜ぬけすらしていた。今さらＴＲＰＧを楽しむふりは相当疲つかれることだろうと彼は感じていた。しかし、それはギオンにとって、あっけなくも、なんのストレスなくトレースできることだったのだ。彼は鍛きたえ上げられた自分自身の精せい神しん性せいに満足する。

「というかマスター。わしらはその潜入工作員とどこかで落ち合ったりはしないのか？」

『はい、予定にはないはずですが……どうにかコンタクトを試みてみますか？』

「リュドミナ、僕らがこの作戦に失敗した場合、次の冒ぼう険けん者しやを迎むかえる役目も果たす人間が、そんな迂う闊かつなことをするわけがないでしょう？」

「や、やはりそうなのか!?　ううう、あわよくば手伝ってもらおうと思ったのじゃが……」

　言いながらも斥候捜査スカウト技ぎ能のうを持つリュドミナは旧きゆうポータールームの出入り口の内側から、外の【聞き耳判はん定てい】に成功、安全を確かく認にんしながらゆっくりと扉とびらを開く。

「リュドミナ、あなた、まさか……」

「お、覚えておるっ！　ここから宝ほう物もつ庫こまでのルートじゃよな！　じゃってわし、ここ、確たしかに通った覚えがある！　まかせておけギオン……！」

　旧ポータールームから薄うす暗ぐらい通路へと出たリュドミナは言い張はるが、

「リュドミナ先せん輩ぱい、私達はあの時、ここは通ってないんですけど……」

「そうそう！　リュドミナちゃんが見回りの人に見つかって、コラーっ！　って言われたのは、あっちの道だよ？」

「い、言わんでいいっ！　ちがう！　ギオンちがうのじゃよ!?　ギルドの鍵かぎの具合をちょっと試していたら、そこら辺を歩いている人になんか怒おこられたのじゃ！」

「その鍵は開けられたんですか？」

「いや、失敗したが？　あれっ!?　どうして今ここでギオンは怒いかりの形ぎよう相そうッ!?」

「とにかくです……、ここから目的地である『宝物庫』までは結けつ構こうな距きよ離りがあります。それでも【隠おん密みつ判定】に成功することができれば辿たどり着くことは難むずかしくありませんが、しかし……」

　聖騎士パラデインギオンは、出来る限かぎりゆっくりと、三さん人にん娘むすめに身体からだを向ける。

「ですが……聞きましたか？　これだけ慎しん重ちように動いても、僕の全身を覆おおう金きん属ぞく鎧よろいは、このようにがちゃがちゃ音を立てて、隠密行動には一切向いていません！　そこで、ここよりあなた達が考えたという『隠密移い動どう作さく戦せん』とやらが重要になってきます。我われ々われの命運は、今からあなた達三人に託たくされるわけなんですから、ここはよろしくおねがいしますよ……？」

「まかせてギオンくんっ！　アズサちゃん、用意しておいた、あれを出して！」

「はいっ、安心してくださいギオン先輩！　私、錬れん金きん術じゆつ師しとしてがんばって作ったんです！」

　竜りゆう族ぞくのすごい技ぎ術じゆつで転送されてきた『碧あおの要よう塞さい』中ちゆう枢すう近く。旧ポータールーム前の通つう路ろに、アズサは一つの装そう置ちを取り出す。

「こ……これは……」

　横から見ればＬ字型。大きな座ざ椅い子す型がたとも言える形だったが、簡かん単たんな木材と金きん属ぞくでできたそれは、

「台車……ですよねこれ……！　クロネコさんとかサガワさんが荷物を載のせて配達したりする小さい車輪が四つついた手て押おし台車ですよねこれッ！」

「錬金技術の結けつ晶しようです！　これ、どんなに重いものを載せて運んでも、車輪から音が一切しない優すぐれものなんです!!」

「……え？　【隠おん密みつ判はん定てい】……ですよ？　こ、これで、どうやって、隠密に、移い動どう……できるんですか……？」

「もうわかってるくせにギオンくんたらっ！」

「うるさいですよクルル！　わかってますよ乗るんですよねこれに僕が!!　重いものって僕ですよ！　そして僕が乗ったこの台車をあなた達が押おして進むんでしょう!?　マスター！　これＯＫなんですか？」

『ＯＫです』

「満面の笑みでＯＫが！」

「じゃあ、他に方法はあるの？　ギオンくん」

「う……っ」

　アズサの錬金技術スキルの成果である台車から少しずつ距きよ離りを取っていたダークエルフが固まる。

「た、たとえば、クルルの精せい霊れい魔ま法ほうには、確たしか音を消す魔法が──」

「それですと通路の要所にある魔法探たん知ちに引っかかってしまいますし、移動距離が稼かせげないってなったんです」

「……ッ！」

「代案がなければ、そろそろ定位置についてもらってよいか？　ギオン」

「こっちを見なさいリュドミナ！　あなた笑ってませんか!?　どうして顔を真っ赤にして肩かたを震ふるわせながらなんで下を向いているんです!?　こっちを見てごらんなさいリュドミナ！」

「ギオンくん、声が大きいっ！」

「くッ……！」

　ギオンは堪こらえた。あと少しで終わるのだ。こんなところで時間を浪ろう費ひしているわけにはいかない。目的の遂すい行こうは速すみやかに為なすべきだった。

「これで、いいですか……？」

　ダークエルフの聖騎士パラデインは、台だい座ざの上に体たい育いく座ずわりして、安あん定てい姿し勢せいをとった。

「ラストバトル直前で、なぜ、聖騎士であるこの僕が……」

「まるで小荷物のように……！」

「言わなくていいんですよリュドミナッ!!　あなたは黙だまってこれを押しなさい!!」

「うむ！　ではいくぞ！」

　アズサの言った通り、台車は一切音を立てることなくスルスルコロコロ、要よう塞さい内ないを進み始めた。

『それでは、ギオンさん以外の方は、【隠密判定】をお願いいたします』

　ゲームマスターが提てい示じした合計三回の判定にも、台車を押す三さん人にん娘むすめは軽々成功！

「なんでしょうか、この屈くつ辱じよく感かん……。僕はいま、聖騎士としてなくしてはならない大切なものを失っている気がします……!!　この台車、僕の心までは運べていませんよ！」

「と、とにかく、隠おん密みつ行こう動どうは無事に成功したのじゃからっ!!　な？　ギオン、これで第二段だん階かいまで達成できたぞっ!?」

　リュドミナが先行してひっぱり、アズサとクルルが台車を押おしての隠密作戦は終点に辿たどり着いていた。

「どうやら格かく闘とう技ぎ大会で要よう塞さい内から人員が出はらっているだろうという予想も、的まとを射いていたみたいですね……」

　台車から降おりたギオンが金きん属ぞく鎧よろいごと身体からだをほぐし、見あげていたのは巨きよ大だいな扉とびら。一見すれば宝ほう物もつ庫こへ繫つながるとは思えない質しつ素そで目立たない印象だったが、要塞全体の位置からすれば、確たしかに中ちゆう枢すうの一角に位置している。

「リュドミナ、ここはお願いしますよ……？」

「わ、わかっておる……！　マスター、この扉に【罠わな感かん知ち判はん定てい】【聞き耳判定】【覗のぞき見判定】の三つを行いたい」

『了りよう解かいです。順に振ふって数すう値ちを申告してください』

　リュドミナの手のひらから、合計六つのダイスが撃うち出される。ダイスの数値と能のう力りよく値ちボーナス、スキルレベルを足した合計値は、順に二十一、十七、二十一。

『……それでは、結果を出します』

「うむっ！」

　リュドミナの身体が動いた。鍵かぎ穴あなや蝶ちよう番つがいを細かな道具で素す早ばやく調べ、

「……この扉自体に罠はない気がする。この奥おくにいるであろうゴーレムそのものが罠なんじゃろうな、やはり」

「リュドミナの出した達成値は二十一でしたよね……。これだけの数値なら、信しん頼らいに値あたいします」

「ギオンがわしを信じてくれている……ッ!?　よし！　き、聞き耳は……！　おのれっ！　胸むねがドキドキする音がうるさい！　静まれわしの鼓こ動どうぉぉぉ！」

「静かにするんですリュドミナ……!!」

「……うむっ！　向こう側から怪あやしい音はなにも聞こえぬ」

「まあ、これは万が一、相手がこちらに気付いていて待ち構かまえていれば、音はさせないでしょうし……」

「最後に……」

　扉に耳を当てていたリュドミナは、ゆっくりと扉の隙すき間まに片かた目めを近づけ、呼こ吸きゆうを止めるような集中を発はつ揮きする。

「い……いるっ！　おるぞギオン！　中にいる！」

「どんなのがいるんですか？」

「カ……カッコイイ！　あのゴーレム、めちゃくちゃカッコイイ!!」

「そうじゃなくてですね……！　我われ々われは予定通り中には入れそうですか？　ゴーレムは潜せん入にゆう工こう作さく員いんの言ったままの姿すがたかと聞いているんです！」

「う、うむ……ッ！」

　扉とびらの隙すき間まからおでこを離はなした毛け皮がわ鎧よろいの少女戦士は唾つばを飲み下し、

「中の部屋はけっこう広い……。わしらが少し前までいた、竜りゆうの城しろの広間くらいはある……。広間の片かた側がわはすべて大きな窓まどになっていて、確たしか、ここは中庭に面めんしているのじゃよな？　そこから日が射さし込こんでいる。そして、広間の中央に、こう、女性的にスリムな……しかし、巨きよ大だいなゴーレムがおるのじゃよ……！」

「いいでしょう……、情報通りですね。アズサさん、ジャミング・ワンドの用意は？」

「できています！」

　竜の城で新調した大きな杖つえを今は背せ中なかに回し、アズサは右手に稲いな妻ずまを模もした短いワンドを握にぎりしめている。

「マスター、違ちがっていたら指し摘てきしてください。これからガーディアン・ゴーレムへの対たい策さくを確かく認にんします」

　ゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり籠かごはうなずき、パーティの三さん人にん娘むすめもリーダーである聖騎士パラデインギオンを囲むようにあつまる。

「魔法使いスペルエフエクターのアズサさんが起動させるジャミング・ワンドが有ゆう効こうなのは六ターンです。それをすぎると、ゴーレムが侵しん入にゆう者しやと交戦しているという情報、そしてこの部屋の騒そう音おんがギルド側に伝わってしまいます」

　竜の一族にもたった一本しかなかった秘ひ蔵ぞうのマジックアイテムに視し線せんが集中。

「我々の一ターン目でゴーレムの至し近きんまで接せつ近きん。万が一、ゴーレムが遠えん距きよ離り攻こう撃げきを放って来た場合、それは僕が引き受けます。接近が完かん了りようしたら、そこから四ターン以内にゴーレムのボディへ、ドラゴンブレス・オーブを設せつ置ちして順次、爆ばく破はしていきます。重要なのは言わずもがな、イニシアチブ。これが取れたら我々は補ほ助じよ魔ま法ほうでパワーアップしての突とつ撃げきになりますが、逆ぎやくにイニシアチブが取れず、しかも相手が遠隔攻撃や接近攻撃を仕し掛かけてきた場合、我々は素すのままの戦せん闘とうになります」

「ま、まかせるのじゃ!!　必ずわしがイニシアチブは取ってみせる！」

「そして攻撃回数、すなわちオーブの設置タイミングはどちらにしろ一人につきたった二回しかありません。それまでにオーブを設置、爆破できなければアウトです。ですが、竜族の予よ測そくによれば三発のオーブで相手は無力化できるはずです。……我々の不利は明白。ですが、いずれにしろ、この作戦はぎりぎりまで続行します。みなさん、準じゆん備びは」

「できておるっ！」

「大だい丈じよう夫ぶです！」

「ギオンくんの準備は？」

「もちろん万全です……。……解かい錠じようの準備を、リュドミナ。まだ開けないでくださいよ？　ジャミング・ワンドが先ですので」

「合図で行けます、ギオン先せん輩ぱい……！」

　元山さん賊ぞくの少女戦士は宝ほう物もつ庫こにつづく扉とびらの鍵かぎを持ち、そして魔法使いスペルエフエクターは秘ひ密みつ兵へい器きとも言えるワンドを構かまえる。

「ギオンくん、このゴーレムを倒たおせたら……？」

「はい、ついに《重じゆう魔ま素そ》を、我われ々われのものにできます。クルル、心構えを怠おこたらないよう」

　ギオンとクルルはうなずき合い、リュドミナとアズサもそれにつづいた。四人は無言で扉へと向かいあう。

「アズサさん、ジャミング・ワンドを」

「発動します……!!」

　ギオンが上げた右みぎ腕うでをふり下ろしたと同時、アズサの手のひらの魔力に反はん応のうするように、

「【ダイスセット！】、ジャミング・ワンドの起き動どう判はん定ていを【ロール！】　一ゾロ以外なら成功です！」

　二つの黒いダイスが宙を舞まい、出た目は[image: ][image: ]！　瞬しゆん間かん、稲いな妻ずま型のワンドから、球きゆう体たい状じようにあらゆる伝でん達たつ要よう素そが阻そ害がいされるフィールドが展てん開かい！

「やってくださいリュドミナ！」

「解かい錠じようするっ！　構えよ!!」

　ガシャゴンッ!!　という扉の内ない部ぶの作動音が、リュドミナが差し込み回転させた鍵によって奏でられた。本来ならば最重要施し設せつの一つである『宝物庫』へ繫つながる扉の開かい閉へいには要よう塞さいの警けい備びシステムが連動する。しかしそれが今、ジャミング・ワンドの効こう果かにより六ターンの間、遅ち延えんされる！

「この間に、あのゴーレムを破は壊かいします!!」

　ギオンが押おし開いた扉の奥は明るく白い光であふれていた。リュドミナの言ったとおり、冒ぼう険けん者しや達から見て左側の壁かべはすべてガラス張ばりのような大きな窓まどの連なり。そこから射さし込こむ明かりに照らされ屹きつ立りつしていたのは、全長十メートルはあろうかという一見スリム、薄うすい甲かつ冑ちゆうをまとった人型の立りつ像ぞう。その両りよう腕うでが、扉を開け放った四人に向かって、動き出す。

『それでは、ここより開戦といたします！　ルール上面めん倒どうなので、ジャミングワンドはここから六ターン有効とします！　まずは冒険者側のモンスターに対する【知ち識しき判はん定てい】！』

「十九ですマスター！」

『弱点までは見み抜ぬけませんでしたが、それでも【知識判定】には成功しています。それではデータを開かい示じ』

　扉を押おし開いたと同時にゴーレムへと走り出した冒険者と一いつ緒しよにダッシュするゲームマスターの合図とともに、四人の前方にテキストデータが浮うかびあがる。

「スフィンクス・ゴーレムじゃと……!?」

「み、見てくださいッ！　正面からでは、わかりませんでしたけど、下半身が、動物みたいに……！」

「あれは、ライオンの胴どう体たいじゃよッ……！」

「宝たから物ものを守るには相応ふさわしいフォルムですね……。これを作った者は趣しゆ味みがいいッ！」

「言っている場合ではないぞギオン！　あやつのＨＰ総そう計けいは三百弱あるぞッ!?　本物の化け物じゃッ!!」

「まともにやり合うなら、かなりの難なん敵てきです。しかし、我われ々われの目的は……」

『つづいて【イニシアチブ判はん定てい】をお願いいたします！』

「リュドミナ！　相手のイニシアチブ値ちは18！　行けますか！」

「まかせよ!!　絶ぜつ対たいにもぎ取ってみせるッ。ピンククリスタルダイスよ！　唸うなれ今こそ！　わしらを運ぶのじゃぁっ！【イニシアチブ・ロール！】」

　右手を広げ撃うち出すダイスが示しめす値は[image: ][image: ]の八！　そこに敏びん捷しよう度どボーナスの４、斥候捜査スカウト技ぎ能のうの７が加算され十九！

「よっしゃああああ!!　どうじゃ！　奪だつ取しゆしてやったぞギオンッ!!」

　空中でぶつかりあうゴーレムのイニシアチブ値18を、リュドミナの19が打ち砕くだく！

「頼たのもしい限かぎりですリュドミナ！　それでは第一ターンは僕らから始めます!!　予定通り、このまま突とつ撃げきをつづけますッ!!」

「まずはボクからいくねッ！　魔ま法ほうのアイテムを使用！　『アンディストラクション・タリスマン』！」

　走るクルルの手の中で、竜りゆう族ぞくから手に入れた青い宝石がはじけちる。

「これで全力移い動どうしながらでもこのターンは魔法が使えるよっ！　だから、あつまれ光の精せい霊れい！　仲間のみんなを守る力の盾たてになって！　『ヴァイタル・オーラ』!!　これはそれぞれ十五ダメージまで受け止めるバリアーの精霊魔法！」

　下半身が巨きよ大だいな猫ねこ科か獣じゆうのゴーレムへと駆かける冒険者が白い光の繭まゆにつつまれる。輝かがやく柔やわらかなバリアーは彼らの動きを制せい限げんすることなく、残光を引いたまま四人に寄より添そう。

「私も同じく『アンディストラクション・タリスマン』を使います！　……けど、これ一個千五百Ｇもするんですよね……」

「いいですからここで使って下さい!!　死んだら元も子もないんですよアズサさん……！」

「は、はい！　では遠えん慮りよせず、『アンディストラクション・タリスマン』を使用っ！　みんなのステータスを増ぞう強きようすることができる『フィジカル・エンハンス』を全員に掛かけます！　項こう目もくは器用度！　ゴーレムへ取り付けるドラゴンブレス・オーブ設せつ置ちの判はん定ていが、これでプラス１されます！」

　冒ぼう険けん者しやの指先を、クルルの魔法とは違ちがう色の光がつつみこむ。それは琥こ珀はく色いろの輝かがやきとなって、それぞれの頭上に器用度上じよう昇しよう中ちゆうを示しめす指先のアイコンが出しゆつ現げん！

「【挑ちよう発はつ咆ほう哮こう】発動ッ！」

　盾たてと剣けんを構かまえ、装そう甲こう兵へいのようにゴーレムへと驀ばく進しんする聖騎士パラデインから、聞く者の注意と闘とう争そう心しんをかき立てられずにはいられない雄叫おたけびが放たれた。自然と、スフィンクス・ゴーレムの首が、ギオンへと固定される。

「わしはっ!?　わしもなにかすることあるか？」

「ばかですかあなたッ！　走りながらでもできる【斥候捜査スカウト判はん定てい】はあるでしょう!?　リュドミナは周囲を確かく認にん！　危き険けんがないか確認してください！」

「うむっ！　では【危き険けん感かん知ち判定】を!!」

　駆かけるリュドミナから放たれるダイスが示す合ごう計けい値ちは十一！

「マスター！　合計で二十二で【危険感知判定】！」

『それでは、リュドミナさんは、今自分が走っているこの床ゆかに、なにか仕掛けがあることがわかります』

「な、なんじゃとっ!?　床に？　この床、全体にかっ!?」

　パーティと並へい走そうしてくるゲームマスターは軽くうなずき、

『そして、その仕掛けが、さらにはここ、ゴーレムの守る「宝ほう物もつ庫こ前ぜん室しつ」の天てん井じようと連動していることがわかります。もしもさらにその罠わなを調べ、解かい除じよをするならば、リュドミナさんはゴーレムのところにいかず、ここで立ち止まっての判定が必要になりますが』

「どうするギオンッ！」

「今はしかたがありません！　第二ターン、スフィンクス・ゴーレムの出方次し第だいで決めましょう！　まずは全員が近きん接せつ戦せん闘とう位い置ちに辿たどり着くことが先決です！」

「わ、わかった!!」

　冒険者達はついに距きよ離りを渡わたりきる。そこはもう、宝物庫前室を守るガーディアン・ゴーレムの戦せん域いき。ここから至し近きん戦せんが開始される！

『では、近づいてきた冒険者への、スフィンクスゴーレムの行動にうつります！　ゴーレムは装そう備びしている巨きよ大だいなメイスで、【挑発咆哮】をしてきた目の前のギオンさんへ攻撃！』

「受け止めます!!」

　希望を込こめて振った回かい避ひ判定にギオンは失敗している！　ダークエルフの聖騎士は、盾たてを頭上に構かまえ、はるか頭上よりふり下ろされる柱のごときスフィンクス・ゴーレムのメイスを防ぼう御ぎよする！

「……ッッ!!」

　金きん属ぞくと金属がぶつかっただけではありえないような轟ごう音おんが宝物庫前室に響ひびき渡わたり、ギオンが踏ふみしめる床ゆかが陥かん没ぼつ！

『では、ギオンさん。ダメージは合計で、58になります』

「ごじゅうはちぃぃぃ!?　わ、わしなら一いち撃げきで消し飛んでいないかっ!?」

「ギオンくんっ!?」

「僕は……聖騎士パラデインですよ……？　これしきでくたばるわけないじゃないですか!!」

　ギオンを覆おおっていたクルルの防ぼう御ぎよ魔ま法ほうは霧む散さんしていた。ダークエルフの頭上に示しめされている数すう値ちは19／48。

「竜りゆう族ぞくのジュエルで盾たてと鎧よろいの防御力を上げていてもこれですか……。さすが、ギルドの最さい重じゆう要よう機き密みつを守るだけのことはありますね」

「冷静に感心している場合か……ッ!!　ど、どうするのじゃ次のターンからッ!!」

『よろしいでしょうか、みなさん。敵てき側がわの攻こう撃げきは、まだ終わっていません』

「「「「ッ!?」」」」

　冒ぼう険けん者しやパーティの表ひよう情じようがこの時、さらに戦せん慄りつに染そまる。

『このターンの終しゆう了りよう時、天てん井じよう四よ隅すみの仕し掛かけが作動、オートボーガンが出しゆつ現げんし、鋭するどい矢がみなさん一人ずつに向かって放たれます』

「な……なんじゃとっ!?　しまった、そんなにアクティブな罠わなじゃったかッ!?」

『みなさん、回かい避ひ判はん定ていを！』

　ボーガンの回避を試みるそれぞれの腕うでから、いつもより回転数を増ましたダイスが撃うち放たれる。ダイスと能のう力りよく値ちを合計した達成値はリュドミナが二十、ギオンが十四、アズサが九、クルルが十という値あたい！

『ではリュドミナさん以外の、ギオンさん、アズサさん、クルルさんの三人にボーガンの矢がヒット。それぞれ15点のダメージです』

　それぞれに飛来する矢や弾だんはルール通りのビジュアルをそこに描えがき出す。回かい避ひに失敗したアズサとクルルへ、15点の与よダメージを持つボーガンの矢が突つき刺ささる。だが、二人を包んでいるのは奇くしくも15点分のダメージを防ふせぐ光のバリアー。つまりそこに起こるのは対消しよう滅めつ的てきな矢弾とバリアー、双そう方ほうの霧散のみ……！　一方、同じくボーガンの矢を受けるギオンは、すでにバリアーを持たず、自身の鎧よろいと盾たての防ぼう護ご点てんである14点を防ふせぎ、１点のダメージが通る。彼の頭上に浮かぶＨＰの値は19から18へ！

「これは痛いたいであろう……ッ！　クルルとアズサのバリアーが跡あと形かたも無くなってしまったではないか！　このままではあっという間に後こう衛えいはジリ貧ひんになってしまうぞ！　というかギオンは聖騎士だけあって装そう備びによる防護点がやはり激げき高たかじゃな……！　わしやアズサはスキル的な制せい限げんもあって、装備できるのはこういうソフトレザーの鎧とかで、ダメージを防ぐ防護点は４点しかないのに……それでバリアー消滅は本当にやばいッ！」

　ボーガンを回避したリュドミナは無む傷きずであるにもかかわらず、自みずからが傷を負ったかのように顔をしかめ、ギオンを見み遣やる。

「もとより短期決戦です！　不利は承しよう知ちの上！　次は僕らのターン。ここからが勝負所になります!!」

『それでは、冒ぼう険けん者しや側のターンである、第三ターン目を始めてください』

「私から行きます……！　ギオンさん、私はこのまま自分の物体を自じ在ざいに操あやつる『テレキネシス』の魔ま法ほうで自分の持っている『ドラゴンブレス・オーブ』を操あやつり、ゴーレムの胴どう体たいへ設せつ置ち、破は壊かいでＯＫですか!?」

　アズサは懐ふところより、赤いオーブの円えん周しゆうに円えん盤ばん状じようの金きん属ぞくを取り付けられたアイテム『ドラゴンブレス・オーブ』を取り出しながらリーダーへと確かく認にん。

「行ってくださいアズサさん！　あなたの魔法じゃないと、あそこにはとどきません！」

「了りよう解かいです！　それでは【行こう動どう宣せん言げん！】、『テレキネシス』の魔法で、この『ドラゴンブレス・オーブ』をスフィンクス・ゴーレムの胴体部位へくっつけます！　【ダイスセット！】」

『「テレキネシス」の魔法で物体を敵てきにぶつける場合は、使用する魔法使いスペルエフエクター技ぎ能のうのレベル＋知力ボーナス＋ダイスの出で目めになります。どうぞ判はん定ていを！』

「行きます……【ロール！】」

　アズサの持つ大きな杖つえの上にセットされた二つの黒いダイスがゴーレムに向かって放たれ、示された出目は[image: ][image: ]の八。ここに魔法使いレベルの７と知力ボーナスの４を加え、達たつ成せい値ちは十九！

「やりました!!　ゴーレムの回避値である17をちゃんと上回っていますっ!!」

　アズサが杖をふるったままに、空中に浮うかんだ『ドラゴンブレス・オーブ』がスフィンクスの胴体に向かって飛び、そのまま吸きゆう着ちやく！

「爆ばく破はワードを！　アズサさん！」

「あ、はいっ！　『憤ふん怒ぬは炎ほのお！　溶よう融ゆうして燃もえ上がれ!!』」

　瞬しゆん間かん、竜りゆうの意思の顕けん現げんがあった。『ドラゴンブレス・オーブ』はキーワードに反はん応のう。巨きよ大だいな剣けん型がたの灼しやく熱ねつ光こうとなって、吸着面よりスフィンクス・ゴーレムの胴体を貫つらぬく！

[image: ]

「これはすごい……ッ！」

　燃ねん焼しよう破は砕さい音おんとともに、すさまじい熱波と光が宝ほう物もつ庫こ前ぜん室しつに満ちる。間近で打ち上げ花火が炸さく裂れつしたような爆ばく音おんとともに、

『ダメージの値は１０１です！』

「や、やりましたぁぁあああッ!!　すごいダメージです!!」

「ひゃくいちぃッ!?　これが四つなら、いけるッ!!　三発で倒たおせるというのも納なつ得とくじゃ!!　うむ！　やったなアズサ！」

　魔法使いの少女がキーワードとともに振ふったダイスの数値から大ダメージレーティング表によって導みちびかれたダメージ値ちがマスターより発表され、ゴーレムのＨＰが消し飛ぶ。ゴーレムのＨＰ、残り１８９／２９０!!

「ボクはどうしようギオンくん！　ギオンくん以外のメンバーにはまだダメージが通ってないから、ギオンくんの回かい復ふく？　それともボクもオーブを取り付けて爆ばく破は？」

「こうしましょう、クルルは僕の回かい復ふくを。そして次のターンにもう一度アズサさんの『テレキネシス』でクルルのオーブを操あやつってもらい、着ちやく弾だんさせるんです。マスターの言った通り、相手にオーブを設せつ置ちするには、僕やリュドミナの持つ戦せん闘とう職しよく技ぎ能のうか、魔ま法ほう的てきな特とく殊しゆな接せつ触しよく技ぎ能のうが必要です。けれどクルルは回復サポート専せん門もんで技能を育てた結果、そのような戦闘技能を持っていません。ここはアズサさんにまかせ、クルルは回復に専せん念ねんを！」

「了りよう解かい！　じゃあボクはギオンくんにキュアヴェールⅢを！【ロール!!】」

　ダークエルフの聖騎士パラデインと主しゆ従じゆう関かん係けいを結ぶエレメンタル・ドールの神官から、舞まうようにダイスが放たれる。

「【魔法行使判はん定てい】成功！　ダイスの値あたい[image: ][image: ]の五と魔力11と固定値10で、26点回復！　これで行ける!?」

「ほぼ全ぜん快かいです。持ちこたえてみせますよ……ッ！」

　ギオンのＨＰ表ひよう示じがスクロールし、44／48まで回復。これで圧あつ倒とう的てきにダメージを負っているのは敵てき側がわとなり、パーティには安あん堵どの空気が生まれる。

「ギオン、わしも相談なのじゃが……聞いて欲ほしい。おそらく、床ゆかのしかけと天てん井じようのボーガンは連動していると考えていいじゃろう」

『マスターからもよろしいでしょうか。リュドミナさんの予想は当たっています。リュドミナさんは【罠わな解かい除じよ判定】で一ターン消費し、それに成功することにより、天井のボーガンを停止させることができます』

　ゲームマスターの助言による裏うら付づけ。元盗とう賊ぞくの娘むすめはうなずき、再ふたたびギオンへ向け、

「わしがやるべきことは、ボーガンの罠わな解かい除じよか？　それともオーブ設せつ置ちか!?」

「オーブです。あなたのオーブがヒットし、そして僕のオーブがヒットすれば、このターンでゴーレム戦を終しゆう了りようさせることができます！」

「うむ、了解ッ！　【行こう動どう宣せん言げん】わしはこのドラゴンブレス・オーブをゴーレムの右前足に設置する！　【ダイスセット！】」

　リュドミナが掲かかげた金きん属ぞく円えん盤ばん状じようの竜りゆうの秘ひ宝ほうの上に、ピンク色の透とう明めいなダイスが出しゆつ現げん！

「【ロールッ！】」

　はじき出され、ゴーレムの直前で停止したダイスの出で目めは、

「[image: ][image: ]ッ!?」

　ダイス合ごう計けい値ち四に、ファイター技ぎ能のうの７、器用度ボーナス４に、アズサの魔ま法ほうによる器用度ボーナス上じよう昇しようの１を加えた数値は十六!!

「うむっ!?　ゴーレムの回かい避ひ値ちは17……ということは……、……し、失敗、したっ!?　わずかに足りない……ッ!!」

　リュドミナがかかえて走ったドラゴンブレス・オーブはギリギリ避よけられ、空くうを切る！

「構かまいませんリュドミナ……、一度の失敗は織おり込こみ済ずみです。次のターンにはクルルのオーブもあります！」

　全ぜん身しん鎧よろいのダークエルフはリュドミナを見ていなかった。彼女と同じく両手で円盤をかかえ、

「問題は……僕です！　行きます！　【行動宣言】『ドラゴンブレス・オーブ』をゴーレム右前足に設置！」

「あ、あッ！　ま、待てギオンッ!!」

「そして……【ロールッ！】」

　出目は[image: ][image: ]!!　ゴーレムは、怪あやしげな装置を持って突とつ撃げきしてくる聖騎士パラデインからひょいと身をかわし、ギオンはその動きに追いつけない！

「……ハァ……ハァ……失敗して……やりました!!　どうです！」

「堂々と言うでない！　してやりましたってなんじゃ！　なんでうぬは速そつ行こうでダイスを振ふってしまうッ……！　……が、わしも人のことは言えん……。しかし、流れはいつか必ず変わる！　次のターンにかけよう!!　お互たがいもっと慎しん重ちようにやろうではないか……ッ！」

『それでは、四ターン目。ゴーレムの攻こう撃げきからいきます』

「来なさい、耐たえてみせましょう……!!」

　ギルド総そう代だい、ゼオライド・ボルンバルドの作り上げたスフィンクス・ゴーレムの流美な甲かつ冑ちゆうがしなるように躍やく動どう。鋼こう鉄てつの巨きよ木ぼくがごとき大メイスが侵しん入にゆう者しや、ダークエルフの聖騎士へ再ふたたびふり下ろされる。その瞬しゆん間かんを直ちよく視しすることが、三さん人にん娘むすめにはどうしてもできない！

「今回はこちらの出で目めが奮ふるいませんでした。ダメージは47で」

「充じゆう分ぶんじゃよっ!?　生きているかギオン!!」

「当然です、これしきでくたばるわけがありません!!」

　巻き起こる塵じん風ぷう。盾たての下か端たんを床ゆかに着け、尾お根ねのように構かまえていたギオンの頭上に浮うかぶ残りＨＰ表ひよう示じは11／48！

『それでは全員に天てん井じようのボーガンの攻こう撃げきです』

　この罠わなをリュドミナは避よけ、残りの三人はすべてヒット。ダメージは14点。ギオンはこれを防ぼう御ぎよ点てんでかっきり止め、変わらず11／48。魔法使いスペルエフエクターアズサは26／38。同じく神官クルルが29／41。

「ギオンの数字を見たくないッ！　このままでは防具に不安をかかえる魔法使い系けいの二人も、あと一～二撃でやばい！　わしらのパーティは遊撃がおらぬ。誰だれかが一人でも欠けた時点で終わってしまうぞ!!」

「そうはさせません、心配無用ですリュドミナ。次の我われ々われのターンで、すべてを終わりにすればなにも問題はないのです」

『それでは五ターン目、冒ぼう険けん者しやの攻撃ターンをどうぞ！』

「もう言うまでもありませんが、ジャミング・ワンドの持せつ続ぞく時じ間かんは六ターン。五ターン目である今回が実じつ質しつ、我々の最終攻撃ターンと言えます。ここで残り三つすべてのオーブをあのゴーレムに炸さく裂れつさせます！」

「スフィンクス・ゴーレムの残りＨＰは１８９／２９０。アズサによる三ターン目のドラゴンブレス・オーブで１０１というダメージを与あたえたのなら、残り三発のオーブで完かん全ぜん破は壊かいは可か能のうということじゃな……!?」

「アズサさん、まずはクルルが持つオーブを『テレキネシス』でゴーレムの前まえ右みぎ脚あしへ。マスター、出来ますよね？」

『はい、このターン内に、それは可能です』

「了りよう解かいしましたギオン先せん輩ぱい、では……魔法使い特とく技ぎ、三倍確かく実じつ化か『テレキネシス!!』さっき私、興こう奮ふんしすぎて確実化スキル使うの忘わすれてたんです先輩！　もう、本当に今から考えるとぞっとします！」

「いいですからお願いします！」

　大おお杖つえをふるうアズサの魔力光が濃のう縮しゆくされるように増ましてゆく。特技、魔法確実化。それは魔法を使う際さいのＭＰを本来の倍ばい掛がけで使うことにより、達たつ成せい値ちを上げてゆく技だった。アズサは本来の三倍のＭＰを使用し、達成値にプラス３のボーナスを得ることができる！

「はぁあああんッ！　ダイスの出目は[image: ][image: ]の六！　魔法使いレベル７＋知力ボーナス４＋確実化３ボーナスで達成値は二十！　よかった……確実化使っておいて、よかった……!!!!」

　安あん堵どのあまり床ゆかに膝ひざを突つくアズサの背はい後ごでドラゴンブレスが解かい放ほうされる。ゴーレムの右前足に突き立つ灼しやく熱ねつ溶よう融ゆうの剣けん。算出される最終ダメージは98。《重じゆう魔ま素そ》を守しゆ護ごするガーディアンの残ＨＰは１００を切り二桁けた、91／２９０まで減げん少しようしている！

「これならあと一発！　僕かリュドミナのオーブが当たれば、いけます……ッ！」

「じゃなッ！　ふぅ……一時はどうなることかと思ったが……！　アズサ、大だい活かつ躍やくじゃな！」

　──敵てき地ち中ちゆう枢すう、強大流美なゴーレムを前にして初めて、冒ぼう険けん者しや達に余よ裕ゆうが生まれる。潜せん入にゆう計けい画かくはあくまで指し針しんにすぎない。だが、実じつ際さいの状じよう況きようが求める応おう用ようは基き礎そ的てきな計画指針の上にしか生み出すことしかできなかった。冒険者にとってアズサの『テレキネシス』連続使用が応用であり、それが今、勝利を導みちびこうとしている。リュドミナとギオンは、その手て応ごたえを両サイドから挟はさみ込むように見つめ合い、

「ま、まずは回かい復ふくです！　クルル……！」

「了りよう解かいっ！」

　クルルによるキュア・ヴェールⅢが、彼女の特とく技ぎ『魔ま法ほう複ふく数すう化か』によって、傷きずついたパーティメンバーへと降ふり注ぐ。多くのＭＰを必要とするキュア・ヴェールⅢの使用により、エレメンタル・ドールが引きちぎった代だい替たいＭＰである魔ま精しよう箋せんが次々と消しよう滅めつ！

「ではリュドミナから、お願いします！」

　ＨＰを39／48とした聖騎士パラデインギオンは鋭するどく、少女戦士リュドミナをうながす。

「か、確かく認にんしておくが、これが失敗しても、あと一回、ギオンがヒットさせれば、いいんじゃよな……？」

「その通り……ですが、そういうことは考えないで、ここで決めてしまいましょう！」

「わかった……！」

　身の丈たけサイズに合わない、両手持ちこそ相応ふさわしい戦せん斧ぷを二ふた振ふりを背せ負おう元山さん賊ぞくの少女。毛け皮がわ鎧よろいの戦士は円えん盤ばん状じように加工されたドラゴンブレス・オーブを両手で握にぎりしめ、半はん壊かいしてなお、動きを止めないゴーレムを見あげる。

「……リュドミナ？」

　動き出そうとしない輝銀髪プラチナブロンドの戦士の様子に、ギオンは気付く。

「あなた、なんでそんなに、腕うでが震ふるえて──」

「や、やっぱり、すまん！　ギオン、うぬがやって欲ほしい!!　うぬなら！　うぬなら絶ぜつ対たいに、成功するんじゃからっ!!」

「な、なにを言っているんです!?　僕が成功するわけないじゃないですか!!」

「なにを堂々と！　ち、違ちがうのじゃよ！　ええと、じゃから、うぬはきちんと、相手に向かってこう、堂々とキメゼリ──」

「リュドミナちゃん！　それは言っちゃだめって……ッ！」

　言いかけたリュドミナの足下にスライディングするように絡からみついて口をふさいだのは神官クルル。輝銀髪を乱みだす戦士の少女もハッとして硬こう直ちよく。それはリュドミナが発見したギオンだけに適てき用ようされるジンクス……！　いつもはダイスの出で目めに苦しめられている彼だが、なぜかダイスを振ふる前に彼独どく特とくの前まえ口こう上じようがある時だけ、高い目が出やすいという、それは一種の統とう計けい学がく。しかし彼女達は信じている。それは理り屈くつや理り論ろんなどを貫つらぬいて、本物の魔ま力りよく的てきに確かく率りつの枠わくを歪ゆがめると……！

「いいでしょう……順番の前後でダイスの出目が変わることはありません……。だったら、僕から行きます！　【行こう動どう宣せん言げん】は設せつ置ち箇か所しよを左前足に変へん更こう！　【ダイスセット！】……では、やります。いざ、【ローｒ】……って、なんですかリュドミナ！」

　そしてその特とく殊しゆなジンクスにギオンだけ気づいておらず、かつ、それはパーティの三さん人にん娘むすめだけの秘ひ密みつ！　なぜなら、万が一、彼がそのジンクスを知ってしまったならば、ダークエルフの聖騎士パラデインはもう一言も口をきかなくなってしまうことは必定！　ルールに対してどんな不正めいたことも許ゆるさないのがギオンの性せい格かくッ！　……ならば、どうする!?

「い、いや！　ギオン！　ここは言わばクライマックスじゃぞ？　あのゴーレムに、うぬはなにか言い残すこととかは、ないのか？」

「なんです、突とつ然ぜん……」

「あ、ああっ！　そうだ！　ええと、ギオンくん、聞いて……？　ボク、さっき見えちゃったの。あのゴーレムの鎧よろいの隙すき間まから……なんだか、変なアイテムが！　あのゴーレム、きっとボクらを倒たおしたあと、装そう備びが大たい破はしちゃったボクを、あのアイテムを使ったイタズラや、お仕置きで──」

「そのような趣しゆ味みまで守しゆ護ごゴーレムに搭とう載さいさせる総そう代だいゼオライド・ボルンバルド許すまじ!!」

[image: ]

　ギオンの視し線せんが、自分が持つ鋼こう鉄てつの大おお盾たての上、そこで回転している二つのダイスから上方、ゴーレムの仮か面めんへと突つき刺ささる！

「……しかしあなた自身は……人間に造つくられ、道具として縛しばられ続ける身。あなたそのものに罪つみはないのかもしれません。今までご苦労様です……と言っておきましょう、宝ほう物もつの守護者よ！」

　ギオンの瞳ひとみにその時浮うかんでいたものは紛まぎれもない慈じ悲ひだった。彼はスフィンクス・ゴーレムの表情を変えない鉄てつ仮か面めんを見み据すえる。

「僕とあなたはよく似にている。なにかを守りつづける使命を持つもの同士……、本来ならば、僕はあなたのような存そん在ざいと、正々堂々と闘たたかいたかったのです。……しかし、我われ々われにはそれを退しりぞける大たい義ぎがあります。このような形であなたを破は壊かいする所業を許されよ。願わくば、次は歯車のおまえではなく、肉を持つおまえと、剣けんを交えたい」

　ギオンが大盾とは逆ぎやくの片かた手てに握にぎりかざすもの。竜より託たくされた灼しやく熱ねつの吐と息いき、紅ぐ蓮れんのオーブ。

「だが、これが僕とあなたの間に生まれた定めだ！　もう一度言います！　大義は我にあり!!　かりそめの魂たましいには散ってもらう！　いざ、【ロール！】」

　ギオンから放たれたダイスが示しめす[image: ][image: ]！　リュドミナやクルルがダイスを振ふるならば、それは見み飽あきた高目！　だが、ギオンがこの値あたいを出すことはめったにない……!!

「よしッ！　これは行ったであろうッ！　よかった……!!」

　出で目め合計は九！　ここにファイタースキル７、器用度ボーナス３、アズサによる魔ま法ほうボーナス１！　すなわち達成値は合計で二十！　甲かつ冑ちゆう内部に溜ためた脚きやく力りよく、銀色の弾だん丸がんのように動いたギオンは、見事にオーブをスフィンクス・ゴーレムの左前足に吸きゆう着ちやくさせる！

「ギオン！　ダメージを決めるのじゃ!!」

　つづけて聖騎士パラデインから放たれた大ダメージレーティング表に対たい応おうするダイス目は[image: ][image: ]！

「んッ!?　いや、しかし、これは行ったであろう……ッ!?」

　ゲームマスターによる値の確かく認にんに四人は焦じれる。ルールブックの大ダメージレーティング表に視し線せんを落としていた天てん花げい寺じ鳥とり籠かごの顔があがり、

『ダメージ、88です』

「ッ!?」

　爆ばく煙えんが晴れ、ガーディアン・ゴーレムのＨＰを示しめす表ひよう示じは、




　３／２９０。




「な……なッ!?」

「……の……残り３で、生き残っていますッ!!」

「さ、３ぐらいおまけしてくれてもよいであろうッ!?」

「それを認みとめたらリュドミナ、あなたの残りＨＰが３になったとき、あなたも死にますよ!?　ここはリュドミナ！　あなたの、あのいつもの調子で頼たのみます……!!　軽く成功させてください!!」

「な……ッ！　わ、わかった……!!　も、もちろん、そのつもりじゃ!!　うぬにできてわしにできないことなどないッ!!」

　──異い変へんが、起こっていた。

「リュドミナ……？」

　毛け皮がわ鎧よろいをまとう少女戦士の腕うでが、いまや誰だれにでもわかるレベルでぶるぶると震ふるえていた。腕だけではない。腰こしから下、両りよう脚あし、爪つま先さきにいたるまで、カタカタと鳴っている。戦いに向かう者の肉体に分ぶん泌ぴつされるアドレナリンが起こす武む者しや震ぶるいではない。それは、明らかに怯おびえからくる筋きん肉にくの痙けい攣れんだった!!

「これが、変な目でも、わ、わしを……ゆ、ゆ、許ゆるして欲ほしい……!!!!」

「６以上が出ればいいんですリュドミナ!!」

「わ、わかっておる……!!　【ダイスセット】」

　リュドミナが両手で持つ『ドラゴンブレス・オーブ』上に出しゆつ現げんするピンク色の透とう明めいダイス。スフィンクス・ゴーレムの回かい避ひ値ちは17。現げん在ざいのリュドミナの基き礎そ値ちはファイター技ぎ能のうレベルの７、器用度ボーナスの４、魔ま法ほうボーナス１の合計12。ルール上、同値がぶつかりあう場合は『防ぼう御ぎよ側がわ有ゆう利り』という原げん則そくのため、敵の回避値を上回る十八以上という達成値は、リュドミナの場合、出で目め６以上でクリアーとなる！　そして六面ダイスを二つ振ふった時、６以上の出る確かく率りつはおよそ72％!!　運命のダイスは彼女の眼がん前ぜんで激はげしく回転！　その勢いきおいを借りるように、リュドミナはゴーレムへと走る！

「【ロール!!】」

　放たれたダイスは、リュドミナの激はげしい精せい神しんの乱みだれゆえか、バラバラに飛ぶ。その一つがゴーレムの甲かつ冑ちゆうに音高く跳はね返り、

「[image: ]……!?」

　唐とう突とつに確かく定ていした一つの目に、ギオンは思わず声をもらす。つまずくようにつんのめったリュドミナは、それでもなおオーブを握にぎりしめ、スフィンクス・ゴーレムの元へ！

「ッ!!!!」

　彼女にはもう、二つの出目しか許されていなかった。まだ回転をつづけるリュドミナのもう一方のダイス。合計値六以上を出す必要があるならば、今動きを止めようとしているそのダイスの出目は五か六！　その二種類しか許されない!!










　[image: ]




　示しめされた値あたいに、リュドミナの脚あしが、その場で崩くずれ堕おち、両手が床ゆかにつく。転がった『ドラゴンブレス・オーブ』の表面に少女戦士の表ひよう情じようが映うつった。

「こんな、ことが……」

　汗あせとともに、少女戦士の声が床にこぼれた。

「わしの、この一投……で？」

　細かくひび割われたリュドミナの吐と息いきが、『宝ほう物もつ庫こ前ぜん室しつ』の空気をかく。

「わ、わしのせいで……！　すべての、作戦……が……!!　ギオンが立ててくれた、この作戦が……!!」

『では、こちらの攻こう撃げきターンです』

　無む慈じ悲ひにも敵てき側がわの攻撃が始まる。ゴーレムは、自身にとってなにもしなかったに等しいリュドミナを見ていない。バトル開始から一点。その目標は、固定されていた。

　前回からのつづけざまの攻撃。憤ふん怒ぬに燃もえるかのようなゴーレムの大メイスが、再ふたたび聖騎士パラデインギオンにふり落とされる！

『ダメージは、64点です』

　回かい避ひを捨すて、高い防ぼう御ぎよ力りよくで耐たえ抜ぬく道を選んだ聖騎士が粉ふん塵じんの向こうに消える。

「ギオンッ!!」

「ギオンくんッ!?」

　[image: ]／48

　巻まき起こった埃ほこりを透とう過かするように、最初にその数字が見えた。

「……っっ!?」

「マイ……ナス、じゅう……いち……？」

「死ん、じゃ……った……の？　ギオンくん……？」

『ＨＰがマイナスに陥おちいった場合、【生せい死し判はん定てい】を行ってもらいます。達たつ成せい値ちは、マイナス分の十一です。ギオンさん、お願いします！』

　そのことばだけは彼にとどいているのか、崩れ堕ちた聖騎士身体からだ付近からダイスが放たれる。

　出で目めは[image: ][image: ]の合計四。そこにファイターレベル７と生命力ボーナス２を足し、合計十三。

『では、ギオンさんは【生死判定】に成功し、ＨＰ０で蘇そ生せいしました。が、このままでは気き絶ぜつ状じよう態たいです。そして、ボーガン判定を。……ダメージは、12点です』

　降ふり注ぐボウガン。回避には全員失敗でリュドミナ30／38。ギオンは防具に守られノーダメージで引きつづき０／48、アズサ30／38、クルル33／41。

『それでは七ターン目に時がうつった直後、サイレンが響ひびきわたります』

「な……ッ」

「そ、そうでした……!!　このターンで……もう、ジャミング・ワンドは……」

　リュドミナとアズサから表ひよう情じようが抜ぬけ落ちる。

『それでは七ターン目、冒ぼう険けん者しやのみなさんからどうぞ』

「ギオンくんを含ふくめ、みんなにキュア・ヴェールⅢ!!」

　状じよう況きようからいち早く立ち直ったのはクルル。ＨＰが26／48となったギオンが復ふつ活かつする。パーティの誰だれもが理り解かいしていた。次にゴーレムから同じようなダメージを受けた場合、ギオンのＨＰはまたもやマイナスに食い込こむだろう。そしてその値あたいはマイナス11などという生ぬるい値ではすまない。もしもＨＰがマイナス20台後半ともなれば、その死は誰にも止められない。

「ありがとうございます、クルル」

　立ち上がったギオンは、エレメンタルドールの神官の頭を撫なでた。

「……マスター、ギルドの手て勢ぜいがここに到とう着ちやくするまで、どのくらいの時間が？」

『三ターンとしましょう』

「充じゆう分ぶんです。このターン、アズサさんは魔ま法ほうの『ホールド・ドア』で出入り口を封ふう鎖さ。できるだけ時間を稼かせぎます。作戦に変へん更こうはありません。このまますみやかに任にん務むを遂すい行こう、しかる後に脱だつ出しゆつします」

　指し針しんを与あたえられたアズサが動く。魔ま法ほうの力で扉とびらを固かたく封ふう印いんしてしまう『ホールド・ドア』が発動。この扉は物理的な方法では決して破は壊かいできず、魔法的な解かい除じよを駆く使ししなければ開くことができない。

「……リュドミナ!!」

　背はい後ごが固められたことを確かく認にんしたギオンは、大おお盾たての下か端たんを床ゆかにめり込ませる勢いきおいで動いていた。彼は床に膝ひざを突ついたままの彼女の隣となりに、屹きつ立りつする。

「これくらいのミスがなんですか。僕は常つねに、あなたの倍以上のピンチを乗り越こえて来ました。それにこれは、あなただけの責せき任にんじゃない。……そんなことも、わからないんですか？」

「いや、わしが……わしさえさっき、成功していれば……！　うぬをこんなことには！　このような……、このような、失しつ態たいなど……ッ！」

「もういいです、リュドミナ」

「……っ？　ギオン……？」

「僕はあなたを見み損そこないました。あなたがそんなふうに、この『ＴＲＰＧ』をプレイしていたとは……。僕も舐なめられたものです。非ひ常じように腹はら立だたしい。……もう、あなたには頼たよりません」

　ギオンはスフィンクス・ゴーレムに向かい合い、腰こしからブロードソードを抜ぬき放つ。

「あのゴーレムは、僕が屠ほふる!!」

「ギオンくんッ!?」

「【行こう動どう宣せん言げん！】　全ぜん力りよく攻こう撃げきでスフィンクス・ゴーレムを攻撃!!【ダイスセット！】」

　ギオンが狙ねらうは自分が爆ばく破は破は壊かいした左前足から露ろ出しゆつした内ない部ぶ機き構こう！　彼はそこから見える歯車の中にブロードソードを突つき入れる！

「【ロール】！」

　放たれたダイスの値あたい、[image: ][image: ]／[image: ][image: ]。攻こう撃げきはヒット！　ダメージには全力攻撃の４点がプラスされ、ガーディアン・ゴーレムに突き通る！

『ぴったり３点、ギオンさんの攻撃はゴーレムの防ぼう御ぎよ値ちを貫かん通つうします。これにより、スフィンクス・ゴーレム、機き能のう停てい止ししました。同時に天てん井じようのボーガンも沈ちん黙もくします』

　ギオンの腕うでには両刃剣ブロードソード越ごしに歯車の脈みやく動どう、その余よ韻いんが伝わっていた。歪いびつな姿し勢せいを制せい御ぎよしていた機き構こうとともに、造つくられたガーディアンの動きは停止したのだ。

「……ッ」

　残ざん響きようを残すギオンの刃やいばが引き抜ぬかれたのがきっかけになり、スフィンクス・ゴーレムは音を立てて床ゆか面めんへと崩くずれ始める。下半身に巨きよ大だいな猫ねこ科かの四し肢しを持った半はん獣じゆう半人の巨大な守しゆ護ご像ぞう。その倒とう壊かいは、こと切れた生き物が倒たおれ伏ふす様さまに酷こく似じしていた。ゴーレムの統とう御ぎよを失った破は片へんが周囲へとまきちらされ、ひび割われた頭部付近に示された値は０／２９０。その並ならびを一いち瞥べつし、距きよ離りを取っていたギオンは剣けんの納のう刀とうをすませた。

「あ、ギ、ギオン……──」

　呼よびかけるリュドミナを無む視しし、彼は気力が抜けたように立ち尽つくす神官を支ささえた。

「しっかりしなさい、クルル。これはゲームです」

「う、うん……でも、そうだけど──」

「言いたいことはわかります。……リュドミナもです」

「……ギオン、やはり、怒おこっているのか……？」

「ええ、もちろんです。……最後になるかもしれませんから、言っておきます」

　表情を強こわばらせるリュドミナへと、彼はためらわない。

「僕はどのような決けつ断だんも……よろしいですか？　我わが身に降ふりかかるいかなる状じよう況きようも他人のせいにすることはありません、絶ぜつ対たいに。なぜなら事のすべては、僕がそうすると自分で決めたことだからです。この『ＴＲＰＧ』という遊技ゲームをしているのも、すべて僕の意思。それをリュドミナ、あなたは『自分が刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんを楽しませている』と思いつづけ、それが上手うまくいかなかったからといってショックを受けている……というのですか？」

「じゃ、じゃって、わしがうぬを、ギオンを誘さそったのじゃから──」

「その態たい度ど、僕に対して失礼極まりないものです」

　ギオンは断たち切るように、リュドミナをさえぎった。

「リュドミナ、僕はあなたに遊ばせてもらっているわけではありません。……そしてこちらからの返答は、いずれにしろ『僕を馬ば鹿かにするのもいいかげんにしてください』それだけです」

　ギオンはふり返らず、宝ほう物もつ庫この扉とびらの前へ立つ。

「それでは行きましょう。宝物庫、《重じゆう魔ま素そ》の元へ」




　スフィンクス・ゴーレムが護まもっていた扉が、ギオンが差し伸のべた腕うでに呼こ応おうするように奥おくへと開いていくことを、彼は不自然とは感じなかった。




「く……っ」

　同時に行く手、宝物庫内部から勢いきおいよく噴ふき出してくる強い風に、彼は思わず両腕で顔をかばう。疾しつ風ぷうには白い霧きりが含ふくまれていて、周囲の気温が一気に下がった。霧は重なり合って、ギオンの視し界かいを明るい灰はい色いろに染そめてしまう。

「マスター！　この霧は？」

　彼はいつなにが起こっても即そく応おうできる体たい勢せいで声を張はる。

「リュドミナは【危き険けん感かん知ち判はん定てい】を！　……やはり、最後まで気を抜ぬくことはできないようです……！」

　鋼こう鉄てつ製せいの大おお盾たてを前に、ギオンは臆おくすることなく霧と風に向かって着実に前進。だが、気付く。

「……？　リュドミナ？　……クルル！　アズサさん！　マスター！」

　周囲に、パーティメンバーはおろか、ゲームマスターの天てん花げい寺じ鳥とり籠かごの気配すらなくなっていた。彼は明るい灰色が広がる空間に一人、立っている。

「く……ッ！　あァ……ッ!?」

　直覚と同時に、ギオンの内部から襲おそいかかって来るものがあった。リュドミナの『血罪示現ヴアンピリズム』に反はん応のうする、しかし今では制せい御ぎよできるようになっていたはずの、激はげしい鼓こ動どう──。

「ここは、あの時と同じ……ッ」

　片かた膝ひざを床ゆかに突つく自分が、ダークエルフの聖騎士パラデインではなく、人間──否いな、ヴァンパイアハーフである刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんに戻もどっている。

「リュドミナの《精髄アゾート》内部……!!　あの《廃はいホール》……」

　理由はいくらでも考えられた。こちらが《精髄》を奪だつ取しゆしようと侵しん攻こうしているのならば、《精髄》側からこちらに逆ぎやく侵しん入にゆうを掛かけることも可か能のう……！　もとよりここはリュドミナの能のう力りよくの内部。察知される可能性はあった。《赤目のリュドミナ》とギオンは、すでに一度やりあっている……!!

「いいでしょう……、望むところです……!!」

　そう吐はき出すような宣せん告こくが精せい一いつ杯ぱいだった。彼は気が付いている。間ま違ちがいない。今いるここは、リュドミナの『血罪示現』の中の『血罪示現』ともいうべき空間。彼女の中ちゆう枢すう。精神の核かく心しん的てき領りよう域いきである《精髄》内部だった。

　──それはいい。ここに来る予定が一いつ瞬しゆん早まっただけだ。

　問題は、全身が激はげしく脈みやく打うち、まるで他人の身体からだになってしまったかのように自由にならない今の状じよう態たいにある。初めて『ＴＲＰＧ』の中で、リュドミナの『血罪示現』内で味わった以上の動どう揺ように襲おそわれていた。ヴァンパイアハーフであるこの身体からだ。その半身が、激はげしく反はん応のうしている……。




　明るい灰はい色いろの霧きりが、少しずつ薄うすくなってゆく。




「やはり来たな、祗ぎ園おん」

《廃はいホール》の硬かたい床ゆかを歩む柔やわらかい裸足はだしの音。その声に聞き覚えがある。だが同時に初めて聞く声でもあった。あのリュドミナが老成したならば、このような声こわ音ねになるのではないか……。

「わしはうぬを待っていた。わしことは精髄アゾートリュドミナとでも、赤目のリュドミナとも、好きに呼よぶがいい」

「ふざけないでください……。僕はあなたを、手に入れる……!!」

「まあ、聞け」

「ぐッ……ッ!?」

　乱みだれた輝銀髪プラチナブロンド、深しん紅くの瞳ひとみを持ったリュドミナが掲かかげる腕うで、その指先の動きが七しち三さん分わけの青年の激はげしい鼓こ動どうを操あやつる。元の色がわからないくらいに汚よごれたワンピースを身に着けた帰死者またがえりものの少女。初めてこの《廃ホール》を訪れた時に出会った、深しん奥おうのリュドミナ。

「はぁ……ぁあぐ……っ！」

　終わるのだ。目の前の彼女を確かく保ほし、それによって消しよう滅めつする表層リュドミナの『血罪示現ヴアンピリズム』を抜ぬけ、生徒会室に戻もどり、すべての状じよう況きようを終しゆう了りようさせる。そして聖団の本部へと帰き還かんすれば、自分の願いは成じよう就じゆの道を歩み始める……！　だというのに──

「ここまで来て……ッ!!」

　想いだけが暴ぼう走そうし、肉体への命めい令れい系けい統とうが飽ほう和わ、焼き切れたかのように全身に力が行き渡わたらず、両足が床から離はなれなかった。強い焦あせりと絶ぜつ望ぼうが混まざり合い、今にも身体の内部、そして外部から血が噴ふき出しかねない激げき情じようだけが渦うず巻まく。灰にするのだ。帰死者を、ヴァンパイアを。それは我わが両親と姉の仇かたき。人類の敵てき対たい種しゆ……!!

「うぬは、なぜわしが『ＴＲＰＧ』をしているかと、生徒会室でわしに聞いたな。それを答えたくてな」

「……は？」

　ギオンの体内をめぐる思考の鎖くさりが、動きを止める。

「な、なにを……。今さら、このようなところで……聞きたくもありません……！」

「くっくっくっく……」

　リュドミナは、祗園の瞳を真っ向から見み据すえたまま喉のどを鳴らし、

「祗園、表にいるリュドミナ・エステルハージと、ここ、うぬらが《精髄》と呼ぶ精神の領りよう域いきにこうして存そん在ざいするわし。その二つが同じものであり、同じものではないことが、うぬにはわかるな……？」

　わかる。それ以上のことも。この精髄アゾートリュドミナは間ま違ちがってすらいる。表ひよう層そうと深しん奥おうのリュドミナは、絶ぜつ対たい的てきには同じ存在ではない。二つの存在の比ひ率りつから言うならば、今目の前にいる精髄リュドミナこそが本物のリュドミナと言えた。《精髄》とは深奥のコア。噓うそ偽いつわりが存在しない領域だからこそ、手に入れるべき存在なのだ……!!

「表にあるわしは、すこし、おかしい」

　灰はい色いろの霧きりは晴れ、荒あれ果てた《廃はいホール》の全景がクリアに知覚できる。精髄リュドミナの笑いを含ふくんだ声がホールの壁かべや天てん井じように響ひびき、祗ぎ園おんは空間の広さを知る。

「しかも今、もう一人のわしはずいぶんと、なんじゃ……傷きずついているようじゃなぁ。くっくっく、うぬはあやつに、なにをしてくれたのじゃ？　こんな状じよう態たいで、よくまだ『血罪示現ヴアンピリズム』がつづいているものじゃ。けなげよのう……」

　祇園が《廃ホール》を視し線せんだけで眺ながめ回す様子に連動するように、赤目リュドミナも首を傾かたむけた。周囲の状じよう況きようを祗園と共有していることに満足しているのか、彼女は何度もうなずいた。ホールは、廃物の山に囲まれている。

「だが、やつのことを、なぜかわしは嫌きらいになれない。表に出ているのがあやつのような者でよかったと本当に思っている。……わしは今、本当に幸せなのじゃ。──ところで祗園。知的生物が幸せになるコツというものを知っているか？」

　喉の調子を整えるように紡つむぐリュドミナの舌したは軽かった。祗園は声を出そうと思うそれだけで、ひどい倦けん怠たい感かんに襲おそわれている。鼓こ動どうの一つ一つが、無む尽じん蔵ぞうであるはずの彼の体力を削けずっている。

「それはな、ものごとを深く考えないことじゃ。それに尽つきる。知的生物すぎるうぬには無理なことじゃなぁ」

　くっくと赤目のリュドミナは腹はらをおさえた。

「じゃが表のわしには、それができる。やつは、あの濃桃デイープピンクは幸せになるために生まれて来た」

　精髄リュドミナの背はい後ごに、いつのまにか壊こわれかけたイスが現あらわれていた。彼女はそれに浅く腰こし掛かける。

「そしてそれゆえに、あやつはうぬの問いには答えられない。だってバカじゃから。幸せ者じゃから。なので、せめてあやつのかわりに、このわしが答えてやろうと思ってなぁ。ん？」

　床ゆかに膝ひざを突ついたまま、あえぐような呼こ吸きゆうをつづける祗園に、獣けもののような精髄リュドミナは身を乗り出す。

「聞いてくれるか、わしの昔話を。……そう、大たい抵ていの答えは過か去こに眠ねむっている──」




　──この空間はわし、リュドミナ・エステルハージが始まった場所じゃ。今この空間は精せい神しんの深しん奥おうにあるが、当時はもちろん、実世界にあった。……祗ぎ園おん、うぬならわかるであろう？　こころある者の胸むねの中には、そのような避ひ難なん場ば所しよとも、やすらぎの地ともつかぬ居い場ば所しよがあることを。……じゃから、ここにはわしの大切な者しか入れない。そう、うぬはわしにとって特別なのじゃぞ？　……くっく、そのような顔をするでない。冗じよう談だんじゃよ。冗談ではないが。

　──話を戻もどそう。某ぼう国こく某ぼう所しよにあったこの屋や敷しき。その片かた隅すみにあったこの一室に、ある日、一人の狂くるったヴァンパイアが幽ゆう閉へいされた。

　そう、わしのことじゃ。

　怒いかりしか知らぬ一匹ぴきの獣。命を持つものと、そうでないものの区別もつかない欠けつ陥かん品ひん。いわゆるヴァンパイアの『新精神』はもとより、心と呼よばれるものを一切持たぬヴァンパイア。ひょっとしたらそこいらにいる虫けら、悪あく虫ちゆうよりも劣おとった存そん在ざいだったかもしれぬ。

　──あいにくと言うべきか、幸いにしてと言うべきか、当時の記き憶おくを、わしは持っていない。おそらくは、胎たい児じが母の中にいた時を覚えておらぬように。ただ、そうであったと聞いて知ってはいる。




「……あなたは、ずっとそこにいるべきだったんじゃないですか……？」

「あるいはそうであったかもしれぬな。虫は幸せを知らぬが、不幸も知らぬ。自分を客観的に捉とらえ、自じ己こを観かん測そくできぬ者は存在していないも同然。──存在していなければ消しよう滅めつ『する』も『しない』も同じこと。『いる』も『いない』も同じこと……。じゃが、わしは自分というものを知ってしまう」




　──わしの『管理者』達は、わしに自じ我がを与あたえるために、それらの玩具を与えたわけではなかったはずじゃ。彼らはただ、破は壊かいの限かぎりをつくすわしをなだめるために、玩がん具ぐをこの部屋に放り込みつづけた。残念ながら、わしがふれた玩具の中で、三日と同じ姿すがたを保たもったものはなかったようじゃ。カタチあるものは壊こわれたし、生あるものは、みな死んだ。

　──それがいくつも繰くり返された。

　目に付くものの破壊に飽あき始めた頃ころ、そいつはこの地じ獄ごくに放り込まれた。人間の子供。黒くろ髪かみの少年じゃった。




「祗園、そやつがどうなったと思う？」

「……もちろん、ふれたんですよね……？」

「うむ、ぼっこぼこじゃ」




　──じゃが、少年はいくらなぶられても、わしのところに来た。そのころ、わしも手て加か減げんというものを覚えていたのじゃろうな。もしかしたら『楽しい』とか『愉ゆ快かい』という感情くらいはあったのかもしれぬ。……それが相手にとって幸せかどうかは置いておくとしてじゃが……ともあれ、少年はめげずに、この地じ獄ごくの主たるわしに近づいて来た。ある時、……今から思えば、少年は一つの作戦を立て、それを実行にうつした。

　──その日、少年はわしのところに来なかった。やつは一人で、この部屋のいたるところにあるガラクタをあつめ、遊び始めたのじゃ。

　わしは奇き妙みように思って、少年に近ちか寄よった。そんなことは初めてのことじゃった。わしからのアプローチなど。……やつがしていた一人遊び。それは言ってみれば、ママゴトじゃった。

　──少年は近づいたわしに言った。『おかえりなさい』と。

　その意味を知ったのは、ずっとあとじゃったがな。だが、その時初めて、わしに『怒いかり』以外の感情が生まれた。……まあ大きな『怒り』と、わずかな『愉悦』の往おう復ふく感かん情じようしか知らなかった当時のわしは、そこで初めて生まれた『わけのわからぬ』感情を、新しい憤ふん怒ぬと間ま違ちがえ、少年をぶっ飛ばした。じゃが、次の日も少年は近づいて来たわしに言ったのじゃ。『おかえりなさい』とな。

　──そうしてわしは少年とのママゴトで、初めて『他人』を知った。

　自分がヴァンパイアという種族であり、少年が人間という種族だということも知るコトができた。『他人』を知るコトで『自分』を知り、『社会』を知り、そして『人間』を知った。ガラクタの山は『街』となり、わしや少年の二人以外すら住む『国』となった……。

　やがて二人一いつ緒しよにいることが当然となったころ、唐とう突とつに少年はいなくなった。




「じゃが、わしは発はつ狂きようしなかった。『じゃあ、行ってきます』。それが少年の最後のことばだったから。その時には、もうわしにとって、自分以外の者と仲良くやっていくことは当たり前になっていた。それが『社会』というものなのだと、わしは少年と営いとなんだ『ごっこあそび』から学んでいた」

　精髄アゾートリュドミナのことばを彼の思考は捉とらえつづけていた。

　それは祗ぎ園おんの知るヴァンパイアの育ち方ではなかった。ヴァンパイアには原理的に『親』と『子』の関係が発生する。親であるヴァンパイアは自分が生み出した子ヴァンパイアに、歪ゆがんだ愛情をたっぷりと注ぎ、英才教育を施ほどこす……。

　だが『例外』はどんなものにも、それがヴァンパイアにであっても発生するらしい──。

「理性と呼ぶべきものがわしに宿ったことにより、わしの管理者はわしを仲間と認みとめた。やがて人間社会に解とき放たれたわしは、偶ぐう然ぜん『ＴＲＰＧ』というものに出会う。……待たせたな、だいぶ焦じれているのではないか？　祗園。では教えよう、なぜ、わしが『ＴＲＰＧ』にここまで固こ執しつするか、その理由を」

　祗園はうめいた。全身を縛しばり付ける鎖くさりのような脈みやく動どうは、逃のがれようとすればするほど彼を縛る。リュドミナはイスからゆっくりと腰こしを上げ、汚よごれた手のひらを握にぎり込こみ、拳こぶしをつくった。

「『ＴＲＰＧ』は究極の『ごっこ遊び』じゃ。そしてわしは、あの少年との『ごっこ遊び』で変わった。わしの世界はあの時に作られ、変へん革かくされた。ならば『ＴＲＰＧ』にも、きっと必ず『世界』を、この『社会』を変える力がある……!!」

　自みずからを不死君モール・ヴイヴアンと名乗るヴァンパイア少女が持つ、深しん紅くの瞳ひとみが輝かがやく。

「わしは『ＴＲＰＧ』をこの世界に広めることにより、ヴァンパイアと人間が共きよう存ぞんできる世界を作ってみせる!!　かならずやる！　『ＴＲＰＧ』は知的生物の魂たましいの上じよう昇しようを作り出すことができる究きゆう極きよくの遊技ゲームじゃ……ッ!!　他人を知り、己おのれを知り、社会を知ることで、この現げん状じようを作り出している一人一人の生き方を変えることができれば……成長することができれば！　すなわちそれは『世界』の変革！」

《精髄アゾート》が構こう成せいする《廃はいホール》全体が震ふるえる。祗ぎ園おんは今、リュドミナの《精髄》の底にいた。

「『ＴＲＰＧ』は、人の想いそのものを成長させることができる唯ゆい一いつ無む二にの遊技！　『ＴＲＰＧ』をプレイした人間ならば、この世界を、異い種しゆ族ぞくとともに暮くらすことができる新しい世界へと成長させることができる!!　わしは、そう信じている……！」

　祗園はリュドミナと自分以外の新たな気配が背はい後ごに生まれたことに気がついた。ふり向いた彼は瓦が礫れきとガラクタが作る街──その丘おかの上に立つ少年を見たことがあった。

「なぜ、わしが『ＴＲＰＧ』をしているか。それは祗園、うぬ達と同じあの世界でともに生きていきたいから。ただそれだけなのじゃ……」

　瓦礫の上に立っている黒くろ髪かみの少年。まだ幼おさなさの残る彼は洋服の端は切ぎれのようなものを引きずるように持ったまま、少しずつ祗園とリュドミナに近づき始める。まだ動けぬ青年の瞳が、少年が手にする布きれへと見開かれる。

「そして祗園。……もしもヴァンパイアハンターであるうぬを変えることができたら、うぬでも変わることができるならば、きっとこの『世界』ですら、変わることができる……」

　ありえない！　と、誰だれかが叫さけんだ。祗園にはその声が聞こえた。

「そう……ありえるわけがありません！　ヴァンパイアと……人間が……!!」

　騙だまされるわけにはいかないという声が沸わきたつ。──共存など、できるわけがなかった。

「世よ迷まい言ごとを……ッ!!　すべてのヴァンパイアは異い端たん悪あく！　ともに生きることなどは不ふ可か能のう！」

　右の瞳が燃もえあがる。蒼あおく火か炎えんを吹ふき上げ、全身をつつんだ。

「人間にとって、ヴァンパイアは滅ほろぼすべき反種族でしかありません……！」

　昨夜、祗園の腹はらを貫つらぬいた聖せい剣けん、『論護督守ロゴスノカミ真理舟マリフネ』が形を保たもった液えき体たいのごとく、なめらかに、腰こしの鞘さやより引き抜ぬかれた。

「あなたは危き険けんだ、リュドミナ・エステルハージ！　やはり即そつ刻こく、排はい除じよしなくてはならないようです。この世界から」

　蒼あおい浄じよう化かの灯火が刃は先さきにまで行き渡わたり、《廃はいホール》を水底のように照らした。

「瀆とく聖せいの骸むくろは、この僕がすべて葬そう処きよへ送りとどける……!!」

　祗ぎ園おんは己おのれが操あやつれる秘ひ蹟せき、『重じゆう引いん力りよく制せい御ぎよ』の力を全身の駆く動どうのために使っていた。それで体内の異い変へんにどうにかあらがうことができる。

「あなたに僕のなにがわかるというのか……。僕は変わらない。我われ々われ『鶏鳴騎士団クルースニク』は人類の守しゆ護ご者しや……！　不動不変の秘蹟である!!」

　刀かたなを床ゆかと水平に保ち、切っ先を輝銀髪プラチナブロンド、赤目のリュドミナに向けたまま上じよう段だんにまで持ちあげる独どく特とくの構かまえ。沈しずみ込こむように、走った。

「……ッ!?」

　祗園はその速度の中で見る。片かた手てに汚よごれきった布ぬのの塊を握にぎりしめた黒くろ髪かみの幼おさない少年が、棒ぼう立だちの精髄アゾートリュドミナを守るように、立ちはだかっている。

「なぜ……っ!?」

　祗園がそれに気付いた刹せつ那な、少年がボロ布にしか見えない人形を持った腕うでを、横にふるった。

「……がぁは……ッ!?」

　異い端たん討とう滅めつ騎き士しの体内で、すべてのバランスが崩ほう壊かいする。祗園は制御の利きかなくなった己の重引力制御によって後方に吹ふき飛んだ。







　初めてＴＲＰＧ内で《重じゆう魔ま素そ》を見つけ出し、内部にあった《精髄》である赤目のリュドミナに襲しゆう撃げきされた時と同じことが起こった。

　ダークエルフの聖騎士パラデインギオンは、赤いチェストボックスの縁へりから後方に吹き飛び、宝ほう物もつ庫この壁かべに激げき突とつ。そこはすでに『ＴＲＰＧ』の世界。彼は、再ふたたび《廃ホール》からはじき出されていた。

「うぬはまたそれ!?　こんどはなにを見たと言うのじゃ!?」

　パーティの仲間が駆かけ寄よってくる。ギオンにとって、そこは初めての部屋だった。自分の記き憶おくはどこからが三さん人にん娘むすめと共通しているのか。いつからずれてしまっていた？　だが、それを確たしかめる前に、室内の中に見覚えのあるものを一つだけ発見する。赤いチェストボックス。その中には──

「どいてくださいっ！」

　介かい抱ほうしようとする仲間をふりはらい、チェストボックス開ける。紅ぐ蓮れんの燐りん光こう。つつまれているのは石化した球きゆう体たい状じようの竜りゆうの子──

「く……!!　リュドミナッ！」

「ななな、なんじゃあ!?」

「もう一度僕をこの中に！　あの《廃ホール》へ連れて行くんです！　まだです……、まだ終わってはいないッ！」

「どうしたギオン！　落ち着け！　まだ時間はあるっ！」

「ギオンくん、まだ巻まき返せるから、今はとりあえず、落ち着いて……！」

「……クルル」

　ギオンは精せい神しんの平へい行こうを保たもつ。すべては繫つながっていた。まだやれる。自分がここにいる理由。そのよりどころを、彼は両手でたぐり寄よせる。

「急いでこの《重じゆう魔ま素そ》を竜の浮ふ遊ゆう城じようへ！　マスター！　ギルドの手て勢ぜいがここに来るまで、あとどのくらいですか!?」

『「碧あおの要よう塞さい」はアズサさんが宝ほう物もつ庫こ前ぜん室しつにほどこしたホールド・ドアの解かい除じよに手間取っています。さらに、この宝物庫の扉にもアズサさんが同じ魔ま法ほうを掛かけましたから……』

「なるほど、油ゆ断だんは……出来ませんが、まだ、時間は、あるということですね……。ポーターワンド設せつ置ちは、まだ間に合います……！」

　ギオン達は決めてあった作業に取りかかる。それぞれのメンバーが一本ずつ、螺ら旋せん模も様ようが刻きざまれたワンドを《重魔素》がおさめられた赤いチェストの四よ隅すみに取り付けてゆく。

《精髄アゾート》内部、あの《廃はいホール》で発生した激はげしい鼓こ動どう、湧わきあがる激げき情じようとも言える内部から精神を圧あつ倒とうしてくる波は静まりきっていなかった。作戦段階で、あらゆる作業計画を決めきっていて良かった。ギオンはポーターワンドを持ったままよろめき、チェストボックスに拳こぶしをついて身を支える。

「（なんだというんですか……ヴァンパイアが、あのようなことを願うわけが……ッ!!）」

　ギオンの心内を、あの《廃ホール》を取り巻いていた灰はい色いろの霧きりがフラッシュバックする。

「（ギオンくん、《精髄》の中でなにがあったの……!?）」

「（まったく予想外のことです……。だが、このままで済すますわけには……）」

　チェストボックスの陰かげへ隠かくれるようにギオンに身を寄せるクルルにギオンは告げる。

「準じゆん備びＯＫです！　ギオン先せん輩ぱい！」

「こちらもどうにか設置は完かん了りようです。……では、アズサさん、お願いします！」

　ポーターワンドの発動には魔法使いスペルエフエクターの詠えい唱しようが必要だった。竜から伝えられた通りの呪じゆ文もんと魔力を、アズサは展てん開かいし始める。

「（どちらにしろクルル、僕はもう一度《精髄》の中に行かなくてはなりません……！　次のチャンスはおそらく、浮遊城での『浄化の儀式』です!!）」

　チェストボックスに設置した、ポーターワンドを握にぎるギオンはクルルへと素す早ばやく伝える。

『ではここでみなさん、【第六感チェック】といいますか、【危き険けん感かん知ち判はん定てい】をお願いいたします』

「ここでかッ!?」

　チェストボックスとポーターワンドを巻まき込こむ赤い雷らい光こうエフェクトの中から、四人のダイスが舞まい、

「二十でどうじゃ、マスター!!」

『でしたら……リュドミナさんならば直感で気が付きます。魔力の流れが、外部から操そう作さされているような、いやな予感がします』

「らしいぞアズサ！」

「ど、どうすればいいんですか!?」

『では、リュドミナさんから助言されたアズサさんは対たい策さくを立てるコトができるとします。アズサさんにはわかります。このままではみなさんはチェストボックスとともに竜りゆう達の待つ浮ふ遊ゆう城じようにテレポートすることができません。選せん択たく肢しは三つ。一つ、テレポートをとりやめる。二つ、外部からの操作をはね除のける【魔ま力りよく対たい抗こう判定】をする。三つ、このままテレポートする。どうしますか？』

「こ、これはいったい、どういうことですかッ!?　ギオンさん……!!」

「く……っ！　ちょ、ちょっと待ってください!?」

　ギオンは『ＴＲＰＧ』の状じよう況きように集中する。……妨ぼう害がいを受けている理由は明白だった。侵しん入にゆうがばれ、ギルドに対策を立てられているのだ。一つ目と三つ目の選択肢は論ろん外がいだった。

「とにかく、抵抗を……してください、アズサさん！　達たつ成せい値ちは出来るだけ高くなるよう！　ギルドが本気で妨害を……始めたんです！」

　かろうじての判はん断だんだった。ギオンの不ふ調ちようはつづいている。全身の脈みやく動どうが収おさまらず、意い識しきが内部から圧あつ倒とうされる。

「だめです！　目が微び妙みようです……ッ！　合計値十七で、どうでしょうか、マスター……！」

『では、アズサさんにはわかります。対抗は失敗。魔ま力りよく誘ゆう導どうははじかれ、テレポートは歪ゆがめられ発動してしまいます！』

　ポーターワンドを取り付けたチェストボックスを中心に、床ゆかごと傾かたむくような無む秩ちつ序じよな浮遊感と、溶とけ崩くずれるような景色の変化があった。戸と惑まどい、混こん乱らんする冒ぼう険けん者しや達が次のアクションを起こす間も無く、

「こ、ここは……」

　場が変転していた。

「コロシアム……!?」

　アズサは蒼そう白はくになり大おお杖つえにすがった。足下に広がっているのは見覚えのある砂すな地ち。周囲を囲む壁かべは高く、上空へ抜ぬける円形の空。その向こうに広がる観客席はぎっしりと人員で埋うまり、聞こえて来る喧けん噪そうまでが、あの『入にゆう団だん式しき』と同じだった。

「なんで……」

　だが時を渡わたったわけではなかった。状じよう況きようはリアルタイム。ギオン達は、ついさっきまで、あの《重じゆう魔ま素そ》が置かれていた『宝ほう物もつ庫こ』にいた。結けつ論ろんは一つ。竜の城しろに帰き還かんするポーターワンドに妨ぼう害がいをしかけ、ギオン達四人は《重じゆう魔ま素そ》をおさめたチェストボックスごと、この碧あおの要よう塞さい内のコロシアムに転送されたのだ。

「〈この要塞は私が設せつ計けいしたものだ〉」

　四人の冒ぼう険けん者しやが立つ砂すな地ちの闘とう技ぎ舞ぶ台たいから見あげる壇だん上じように、『碧の要塞』総そう代だい、たっぷりとした髭ひげを蓄たくわえた熊くまのような男、ゼオライド・ボルンバルドがいた。

　ギルド内部に侵しん入にゆうした四人を見下ろす彼は、今さっきまで極めて難むずかしい作業をしていたのだという雰ふん囲い気きを全身に滲にじませている。エプロンは真新しい油あぶら汚よごれが浮うき、よく見れば髪かみも少し乱みだれている。

「〈警けい報ほう機きをしばらく停止させておいた技ぎ術じゆつはたいしたものだ。だが、ツメが甘あまかった。その点は反はん省せいしたほうがいい。技術に頼たよりすぎると思わぬ落とし穴あなにはまることになる、と。まあ、次があるなら、だが〉」

　久々に本気が出せたから、肉体にも心にも英気を漲みなぎらせることができたよ、ありがとう。とお礼を言われているかと錯さつ覚かくさせるような総代の口く調ちよう。彼のユーモアを交えたカリスマと覇は気きが、コロシアムを満たしていた。観客席にいるのは、誰だれもが『碧の要塞』に所しよ属ぞくする冒険者達だった。

「〈ともあれ、ぎりぎり間に合ったよ、裏うら切ぎり者の諸しよ君くん〉」

　そのすべての視し線せんが今、一直線にコロシアムの底の砂舞台に立つ四人の冒険者に注がれる。ギオン、リュドミナ、アズサ、クルルは《重魔素》を中心に、身を寄よせあうようにして周囲を見回す。

「なぜ、このようなことになっているのじゃ……？」

「思い出してください……、今日は武ぶ闘とう大たい会かいがあったんです。我われ々われはついでとばかりに、ここへ呼よばれてしまったんですよ……」

「〈なぜ我々『碧の要塞』が新たな《重魔素》が必要であったか、今皆みなに打ち明けよう！〉」

「ッ!?」

　地上のギオン達と、壇上のゼオライド達『碧の要塞』では別べつ軸じくの流れが発生していた。コロシアム全体をつつんでいた喧けん騒そうが静まる。総代ゼオライドの合図に呼こ応おうし、砂地の闘技舞台から地下に通じる通用門より、トンネル状じようの通つう路ろがそのまま地じ獄ごくへと繫つながってしまったかのような禍まが禍まがしい瘴しよう気きが湧わき上がった。

「総代に変化は!?　これが、新たな《重魔素》を求めた理由……ッ!?」

　任にん務む遂すい行こうにかけるギオンの意思は状況に反はん応のうし、もはや自動的に働く。ギルドの暗部。彼はとうの昔にゼオライド・ボルンバルドを明めい確かくに『敵てき』として見ていた。

『それでは【魔ま力りよく感かん知ち】をお願いします』

「ギオン先せん輩ぱい、総代は、ゼオライド卿きようは人間です！」

　ダイスを出で目めから算出した結果をゲームマスターから伝えられた魔法使いスペルエフエクターのアズサは首をふる。

「では、これは……!?」

　その瞬しゆん間かん、通用門の奥おくから轟ごう音おんがほとばしった。かりそめの大地──『碧あおの要よう塞さい』本部を支ささえるジオ・タートルを震ふるわせ、コロシアムにまで響ひびき渡わたってくるそれは、明らかに人間の絶ぜつ叫きようだった。しかし音量が並なみではない。それはコロシアムの地面、砂すな粒つぶが踊おどる程ほどの大音声。苦く悶もんと怨えん嗟さの咆ほう哮こうが全身を打つ。

「……巨きよ人じん……なのか……ッ!?」

　両手で耳をふさいだリュドミナの腕うでが、背せに負う二本の戦せん斧ぷの柄つかへとのびる。大咆哮が響いた通用門。そこから沸わきたつ蒸じよう気きとも瘴気ともつかない煙けむりの中に、四よん脚きやくを引きずる巨大なシルエットが見え始める。

「いや、これは……竜りゆう！　ドラゴンです……！」

　ギオンが断だん言げんしなければ、三さん人にん娘むすめはそれを竜が素そ体たいであったものだと思うことができなかった。かろうじて巨大な恐きよう竜りゆう状じようの形状。だが、全身が赤黒いぶよぶよと不定形に腐くさった半はん透とう明めいの瘤こぶで覆おおわれている。内側からは水面に映うつる光が揺ゆらめくがごとく膿うんだような赤黒い光が渦うず巻まき、狂きよう気きのミラーボールのように周囲に血の色をした光こう芒ぼうをまきちらす。

「こんな、ひどい……」

　アズサは口元を覆おおう。変へん異いした竜の両りよう眼めは菌きん類るいらしき繊せん維いで覆われ、視し覚かくはおろか五感を持っているかも疑うたがわしい。首をふり、怨嗟の声をもらすその生物は、隷れい属ぞくさせられた憎にくしみで動いているように全身を震わせている。苦悶と虚きよ無むに全身の筋きん肉にくが引きつっている。巨人とも竜ともつかぬ顔面の表情は、まるで笑っているように歪ゆがんでいた。だが、その声は踏ふみつけられているような憤ふん激げきの叫きよう喚かん。

　気け高だかい竜への冒ぼう瀆とくを目的とした巨大なオブジェ。汚けがされたドラゴンだった。
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「〈重じゆう魔ま素そは莫ばく大だいなエネルギーをギルドにもたらす！　だがそれは尽つきないというわけではない。更こう新しんの時期はどんなものにもやってくる！　そして枯かれきった《重魔素》は廃はい棄きが必要になるのが道理だ〉」

　変異した竜に奪うばわれていた注意が、総代ボルンバルドの声に向けられた。

「〈碧闘杯ストロング・ホールドの最終イベント!!　『旧きゆう重魔素討とう伐ばつ!!』〉」

『碧の要塞』コロシアムは大だい歓かん声せいにつつまれた。それをあざけりと捉とらえたのか、変異竜の咆哮が重なる。

「これは……こやつら、狂くるっておる……ッ！」

『それではみなさん、目の前のモンスターに対する【知ち識しき判はん定てい】をお願いいたします』

「これでもできるのっ!?」

　ゲームマスターの姿すがたはコロシアムに無かった。ただその存そん在ざいと声だけを近くに感じる。クルルは周囲を見回しながら、マスターに尋たずねる。

『はい、【知ち識しき判はん定てい】は今までの知識からモンスターのデータを思い出すことはもちろん、キャラクターが培つちかってきた様々な経けい験けんから、相手の状じよう態たいなどを導みちびきだす思し索さくのスキルも含ふくまれていると私は判はん断だんします。ですので、それが未知のモンスターであっても、竜りゆうを知るみなさんなら、きっとそのデータを推すい測そくできるはずです』

「今度は出ました、二十三です!!」

『その値あたいならばわかります。それでは、「変へん異い竜りゆう」のデータを開かい示じいたします』

　ただ姿を眺ながめただけならば竜には見えず、病やまいに侵おかされ地を這はう巨きよ人じんに思え、さりとて巨人としてそれを見ようとすれば、徐じよ々じよに浮うかびあがる骨こつ格かくはドラゴンのシルエットを見る者に想起させ始める……。変異竜。異い形ぎようのモンスターの頭上に、テキストデータが浮かび上がった。

「ＨＰ１９０!?　……あのゴーレムのあとじゃから少ないように見えるが、これでもとんでもないモンスターじゃからな!?」

「竜最大の武ぶ器き、ブレスは四ターンに一度使し用よう可か能のう！　分類は瘴しよう気きブレス……。さらに同一ターンには嚙かみつき、尻尾しつぽ、爪つめのいずれかで二回目の攻こう撃げきが来ます!!」

　アズサは一息つくようにデータから目を背そむけた。開示された情報には、モンスターの来歴も含ふくまれた。特とく殊しゆモンスター・変異竜。竜の卵たまごに下か級きゆう悪あく魔まを数十体掛かけ合わせ、作られた《重じゆう魔ま素そ》の成れの果て。最終的な残りカスとなったドラゴンの魂たましい……。酷こく使ししすぎ、エネルギーを搾しぼり取れなくなったため、『碧あおの要よう塞さい』は新たな重魔素を手に入れたのだとわかった。読みあげる者のいない部分だったが、その補ほ足そく文ぶん章しようは四人全員が確かく認にんできる空間に浮うかんでいる。

「〈この変へん異い竜りゆうをギルドの上位三チームが合同で討とう伐ばつする催もよおしが、碧闘杯ストロング・ホールドのメインイベントだったのだが……、若じやつ干かん、趣しゆ向こうを変えよう。キミたち裏うら切ぎり者の四人にはその前ぜん座ざを務つとめて貰もらう。本来ならこの戦せん闘とうは、竜をほどよく薬や魔ま法ほうで弱らせ、拘こう束そく具ぐをつけた状じよう態たいで行おうとしていたのだが……、このギルドにどこからか侵しん入にゆうした泥どろ棒ぼうネズミの処しよ置ちに手間取り、今回はその時間が足りなくなってしまったんだ。申し訳わけない〉」

　人類の生せい存ぞん圏けんを守しゆ護ごする盾たて。冒ぼう険けん者しやギルド《碧あおの要よう塞さい》総そう代だい表ひようの言葉に、コロシアムの熱ねつ狂きようはさらに高まってゆく。

「それで冗じよう談だんのつもりか……！　おのれ……ギルドのトップ三チームでやり合うものを……しかも、あんなにぴんぴんした竜を、わしらは、倒たおせるのか？　ギオン……!!」

「しかたありません……。そうしなければ、我われ々われの背はい後ごにある新しい《重じゆう魔ま素そ》ともいうべきエネルギーが、ギルドの手に落ちてしまいます！　もうわかっているとは思いますが、あの変異竜は、ゼオライドが八年前に手に入れた《Ａ重魔素》の成れの果て。僕らの護まもる《Ｂ重魔素》を、あのような形にさせるわけには、いきません……ッ!!」

　ギオンの決けつ断だん。それに応おうじた三さん人にん娘むすめが、ダークエルフの聖騎士パラデインを中心に、変異竜に対して陣じん形けいを作った瞬しゆん間かん、コロシアムがどよめいた。あいつら、本当にやる気か……。

『では総代ゼオライドは手元の小さなテーブルの上に、これ見よがしに砂すな時ど計けいを設せつ置ちします』

「くッ！　なんのつもりなのじゃあの総代！　やることなすこと全部気に障さわる!!　おのれ……ッ！　わしは絶ぜつ対たいに許ゆるさんからなっッ!!」




　──その様子。変異竜と今まさに闘たたかわんとしている自分達を、コロシアム全体を、真上から見下ろしているような感覚が、ギオンの中にあった。




　自分がなにを言い、やろうとしているか理り解かいできないもう一人の自分。白はく昼ちゆう夢むを見ているような激はげしい乖かい離り感かん。

　心を乱みだしてはならなかった。これはすべて『ＴＲＰＧ』。テーブルトーク・ロールプレイングゲームの中で起こっている、いわばすべて作り事の中の架か空くうの話なのだ……。断だんじて、現げん実じつに起こっている悲ひ劇げきではない。冒険者ギルド『碧の要塞』への怒いかり。変異した竜への憐れん憫びんの情。湧わきあがる情念が心の表ひよう層そうに浮かびあがるたびに、ギオンはそれを磨すり潰つぶす。磨り潰して踏ふみ砕くだき、灰はいにして葬そう処きよへと送り込こむ……！

『イニシアチブ判はん定ていを！』

「うぐあッ！　す、すまぁぁあん!!　今日のわしはちょっとおかしい！　達たつ成せい値ちは十九までは出た！　しかし、明らかに足りぬッ!!　すまんギオン……ッ!!」

　頭をかかえるようにしゃがみ込み砂すなを叩たたいてくやしがるリュドミナに、パーティのリーダーであるダークエルフの聖騎士パラデインは、

「いえ……ポーターワンドを使用したことは、カルメリーザ殿どのに伝わっているはず……。彼女達の救きゆう援えんまで持ちこたえれば……」

「待て、救援には来ないと言ったのはギオン、うぬじゃぞ……!?」




　──自分はどこで間ま違ちがえてしまったのか──

　リュドミナのことばに、自分はなにかを言い返している。それを眺ながめているもう一人の自分。傍ぼう観かんする自分が今の自分だった。どこで計画が狂くるい始めたかはわかっている。リュドミナがドラゴンブレス・オーブを発動することに失敗し、規き定ていの六ターンを超こえてしまった、あの時から。

（ということは……まさか、リュドミナが──）

《精髄アゾート》を狙ねらっていることに気が付き、わざとミスすることで、奪だつ取しゆの妨ぼう害がいを、

（いえ……それはありえません……！　そんな素そ振ぶりがあれば、僕は一いつ瞬しゆんで気付くコトができる……！）

　しかし──

（……あの精髄リュドミナが、表ひよう層そう意い識しきであるリュドミナを操あやつっていたのだとしたら……？）

　もはや全身を揺ゆさぶる激はげしい鼓こ動どうが、ギオンにとって受け入れるべき新たな状じよう態たいとなっていた。己おのれを翻ほん弄ろうする内部からの力こそが、今やここに立つギオンの力の源みなもとだった。

（すべては、この帰死者またがえりものが……）

　ギオンはブロードソードを抜ぬき放つ。『ＴＲＰＧ』のルールに従したがえばいいのだ。【アクション宣せん言げん】をすれば、自分はどのような存在にも、斬きりかかることができる。パーティアタックはルール上、いつでも可か能のうなのだ……




「ギオン先せん輩ぱい！　リュドミナ先輩をガードしてください！　竜りゆうの二回目の攻こう撃げきです!!」




　状じよう況きようが進んでいた。自分がいつダイスを振ふっていたのかもわからなかった。変へん異い竜りゆうから吐はき出された黒こく炎えんにも似にた瘴しよう気きのブレスにより、パーティ全体のＨＰは半分以下まで減へっている。リュドミナもギオンも、アズサもクルルも、イニシアチブを握にぎった変異竜が開かい幕まく直後に放ったブレスを避よけることに失敗していたのだ。

「ギオンくん！　このままだとリュドミナちゃんが……!!」

　パーティをいつも守っていたギオンの『挑ちよう発はつ咆ほう哮こう』が、敵てきに先手を取られた事により発動していない。変異竜はランダムに、瘴気ブレスを浴あびたパーティへと『嚙かみつき』による攻撃を加えようとしていた。その牙きばが向かう先に、毛け皮がわ鎧よろいの少女戦士がいた。

（なぜこの僕が、リュドミナを──）




「バカを言うでないアズサ！　クルル!!　助けはいらぬぞギオンッ!!」




　ギオンの想いをかき消すように、戦士の少女が吠ほえた。

「「ッ!?」」

　アズサとクルルは自分の耳を疑うたがった。けれど、リュドミナの濃桃デイープピンクの瞳ひとみは今もそれが本気だと雄ゆう弁べんに語りつづけている。

「わしは……、わしはこんなに楽しいＴＲＰＧを、今までしたことがない」

　リュドミナは両手から、砂すなの上に二本のグレートアックスを落とす。

「ギオン、うぬのプレイスタイルを、誰だれかは否ひ定ていするであろう。じゃが、ＴＲＰＧはただのゲームではない。それは生き方じゃ。人間そのものが、そこにはある！」

　腰こしまでの輝銀髪プラチナブロンドが揺ゆれ、眉まゆの上で、なにかの決意のように断たち切られた前まえ髪がみ、そして特とく殊しゆな目を持つ者にしか見えない象ぞう牙げ色いろの角ホーンに魔ま物ものの、変へん異い竜りゆうの影かげが差す。

「わしはギオン、うぬを美しいと思う」

　リュドミナ・エステルハージはその時、確たしかに、はにかんでいた。

「……っ！　まさか、リュドミナ先せん輩ぱいは……」

　アズサは気付いた。『ドラゴンブレス・オーブ』の特とく殊しゆ能のう力りよく。持ち主が死ぬと破は裂れつし、所持キャラクターにダメージを与あたえたモンスターへと、ドラゴンブレスが発動する！

「だめです、リュドミナ先輩ッ!!」

　元山さん賊ぞくの少女戦士は、六ターン以内にゴーレムを破は壊かいできず、このような事じ態たいにパーティを陥おちいらせた責せき任にんを、今、取ろうとしていた。彼女は先ほど使うことが出来なかったドラゴンブレス・オーブをまだ持っている……!!　アズサは気付いたそれを、ギオンとクルルに伝えようと息を吸すい込こむ。

　だが、リュドミナの方が、早かった。

　彼女の手から、来たるべき回かい避ひのための【ロール】に備そなえられていたダイスが消えた。回避しないという選せん択たくを、『ＴＲＰＧ』は拒こばまない。

「ギオン、もしも全員がここから生きて帰れたら、」

　変異竜のアギトが、リュドミナにかさなった。

「わし達で新しい冒ぼう険けん者しやギルドを作ろう。……ギルドの名前は、もう決めてある」

　ダークエルフの聖騎士パラデインは、張はり付かされたように、その場を一歩も動かなかった。




　赤黒い飛し沫ぶきがまきちらされた。







「……なん、……じゃ？」




　リュドミナ・エステルハージは、自分が無む傷きずであることに対していだく感情に名前を付けることができない。

　変へん異い竜りゆうは目の前から、突とつ進しんしてきたのとは逆ぎやくの方向へはじき飛ばされている。

　それは聖騎士パラデインの持つ特とく殊しゆスキル、『カウンター・フォートレス』の効こう果かだった。

　敵てきの攻こう撃げきを受け止め、さらにはダメージを与あたえ、はじき返す。

　ギオンはそれを、とある聖騎士から食らったことがあった。それを今、彼自身が変異の竜へと放っていた。

「……ッ!?」

　なにが起こったか、だれにもわからなかった。

　リュドミナを竜の牙きばから護まもった、ギオンでさえも。

　ただ、ゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり籠かごだけがそれを受理し、いつものように結果を見守っている。

「…………ッ……」

　ギオンはリュドミナを背せ中なかに感じた。彼は盾たてを変異竜に向けて力を解かい放ほうしたまま、自分がさっきまでいた位置で動くことができずにいるダークエルフの聖騎士を見ていた。やがて、その場を動けなかった長身のシルエットが、ゆっくりと、盾を構かまえる今の自分と重なり、一つになる確かく信しんが彼の中に生まれた。

「帰死者またがえりものが……世よ迷まい言ごとにすぎません……ありえることじゃないんです……。我われ々われが、共きよう存ぞんする未来など……」

　ギオンは虚こ空くうへと、大盾を構えた腕うでを伸のばし、その手でつかまなくてはならないものを探さがす。

「ヴァンパイアはすべて滅ほろぼす！　この僕が……ッ!!」

　彼は背はい後ごのリュドミナへと言って聞かせる。




「だというのに、……僕は……なにをしたんですか？　リュドミナ」




　ギオンの身体からだから、激はげしい鼓こ動どうも、精せい神しんを圧あつ倒とうするような情じよう動どうも消えていた。世界がクリアに感じられている。

「ギオン……なんでじゃ……？　なんでなのじゃ!?」

　リュドミナの叫さけびが至し近きんにあった聖騎士の全ぜん身しん鎧よろいの金きん属ぞくに反はん響きようし、楽器を奏かなでたような音色になる。

「僕だけが、気づいていなかっただけなんですね。姉さん……」

「は？　……え？　わ、わしは、うぬの姉、とか、では……」

「答えはすでに出ていて、……僕だけが、それに気が付かなかった。こうなるまで、僕には気付けなかった……。愚おろかにも」

「だ、大だい丈じよう夫ぶかうぬ！　ギオン！　今のでどこかに頭をぶつけたか？　おおい！　アズサ！　クルル！　ギオンの様子がおかしい！　いつもよりおかしい!!」

「生まれ変わったみたいに気分がいいんです……リュドミナ、大声を出さないでください。やれやれ……まったく不本意ですけど、従したがいますよ。僕は僕の、《精髄アゾート》に」

　変へん異い竜りゆうの牙きばをはじき、ひときわ大きな傷きずを作った大おお盾たてを降おろすギオンは、乱みだれていた頭とう髪はつ、七しち三さん分わけの三と七を順じゆん序じよよくかきあげる。

「リュドミナ！」

「ひい！　な、なんじゃ!?　うぬなんでそんなに怒おこって……いや、怒っていない……？」

　聖騎士パラデインの急変しつづける態たい度どにふり回される少女戦士が、縮ちぢこまった肩かたをゆるゆると戻もどす。

「リュドミナ。あなたは本物の馬ば鹿かです。本当に愚かで、そして救いようがない!!」

「な……なんなのうぬっ！　だったら、だったらわしなど、助けなければいいであろう！　うぬはずっとずっと、わしにそうして来たであろう!?　なのになんで今助けた！　ギオンの方がばかじゃよ！　わしよりもっともっと、愚かではないかーっ！」

「そう、僕は馬鹿になってしまったんですよ」

「は、はぁ……？」

　リュドミナの声が疑ぎ問もんによじれる。思わず半歩後ずさり、白い肌はだが桃もも色いろを帯びる。

「だからなんでしょうね。……僕は、あなたの馬鹿げた理想が本当に実じつ現げんするのかどうか、見とどけたくてたまらなくなってしまいました」

「わしの、理想……？」

「だが、僕はあなたのすべてを信じ、認みとめたわけではありません！」

「ッ!?　ギ、ギオン……？」

　褒ほめられたと思った次の瞬しゆん間かんに怒ど鳴なられる。ただでさえ、さっきまでいっぱいいっぱいだったリュドミナは目め眩まいすら覚え始める。

「もしもあなたが、あなたが歩もうとする《理想の道》を踏ふみ外したなら、この僕が討とう滅めつする！　すみやかに！」

「う、うぅッ!?」

「僕とあなたは同どう類るいではありません。はっきり言えば敵てき対たい種しゆです。でも、だからこそ──」

　磨みがかれた全ぜん身しん甲かつ冑ちゆう。ダークエルフの聖騎士をつつむ鎧よろいが可動し、重苦しくこすれる音を、リュドミナは頼たのもしいと思う。

「──あなたに、この僕の力があれば、あるいはそれも可か能のうかもしれません。僕が力を貸かしましょう」

　ギオンは再ふたたび毛け皮がわ鎧よろいの少女戦士に背せを向ける。左の腕うでに鋼こう鉄てつの大盾。右の腕には両りよう刃ばの剣けん。

「だから、」

　そして両りよう眼めはコロシアム壇だん上じようのギルド総そう代だい、ゼオライド・ボルンバルドへ射いるように。

「……それまではリュドミナ、誰だれにもあなたに手出しはさせない……!!」

　リュドミナにも、それだけは伝わった。彼女の胸むねの中で炸さく裂れつし飛びちるものがあった。

「ギオン……ッ！」

「ギオン、くん……」

「ギオン先せん輩ぱい……！　なんだかよくわかりませんが、ここまでツンを引っ張ぱったギオン先輩は凄すごいです……ッ!!　私はもう、もう、だめなのかと……！　間に合わないのかと……!!」

　戦士のリュドミナと魔法使いスペルエフエクターのアズサが、押おし寄よせる情動に震ふるえてなにかを嚙かみ締しめる中、ゆっくりとダークエルフの聖騎士パラデインに近づくのは、エレメンタルドールの神官だった。

「リュドミナちゃんを、守るんだね？」

「そうですクルル。我われ々われは不死君モール・ヴイヴアンリュドミナ・エステルハージの監かん視しを継けい続ぞく。出来る限かぎり、彼女を保ほ護ごします」

「わかった。ボクはギオンくんに従したがう!!」

　クルルの一いち義ぎは、刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんに依い存そんする。彼女は彼の瞳ひとみの中に、確かつ固こたる道しるべのような光を見ている。

『ＴＲＰＧ』の醍だい醐ご味みとも言える状じよう況きようの変転。その余よ韻いんにふるふると打ち震えていたリュドミナは、潤うるんで充じゆう血けつした濃桃デイープピンクの瞳をパーティのリーダーへ向ける。

「ギオン……うぬは──」

　ちゅくちゅくしている鼻と喉のどの痛いたみに揺ゆれるリュドミナの声を、ゆったりとしたテンポの拍はく手しゆがさえぎった。

「〈さすが一度は『碧あおの要よう塞さい』の選せん抜ばつ試し験けんをくぐり抜ぬけた者達だ。この砂すな時ど計けいが落ちきった今もそうやって生きているとは驚きよう愕がくに値あたいする。……駆かけだしの冒ぼう険けん者しやといえども、変へん異い竜りゆうの一いち撃げきを防ふせぐともなれば相当なもの。最初から見み所どころがあるとは思っていたが、これほどの成長は予想していなかった。よろしい、キミ達を改めて認みとめようじゃないか。これをもって、『碧の要塞』への帰参を認めよう。キミはダークエルフながら、やはりとても見み込こみのある冒険者だ。私の目に狂くるいはなかったようだね〉」

　闘とう技ぎ場じようを見下ろすステージから『碧の要塞』総代表、ゼオライド・ボルンバルドの慈じ愛あいあふれる笑顔と良く通る声が降ふり注いだ。ギオン達はゆっくりとそれを見あげた。

「〈新たな《重じゆう魔ま素そ》を手に入れた我々は、次なる拡かく大だいを予定している。キミ達、今この『碧の要塞』本部がどこへ向かっているかわかるかね？　竜の都市『ボルカノ』だ。そこで『碧の要塞』は、さらなる《重魔素》、その元となる材料を獲かく得とくするだろう」

「ギオン先輩……？　これは、どういうことですか……!?　総代は、いったい、なにを……」

「言っているままですよ。碧の要塞はこれより『ボルカノ』を襲しゆう撃げきし、今以上の『竜の卵たまご』を獲得すると言っているんです。そしてそれを、新たな《重魔素》にすると……」

「な、なんじゃと……ッ!?　うぬらは戦争を始める気かッ!!」

　ギオンに並ならび立つ少女戦士が、グレートアックスを総そう代だいへと突つきつける。

「〈平和への道をゆく途と中ちゆうに闘とう争そうは避さけられないものかもしれないね。だがいずれ、我われ々われはこの大陸の覇は権けんを握にぎる。《重じゆう魔ま素そ》がその鍵かぎだ。そのあかつきにはこの地に本物の平和を生み出すことができるだろう〉」

　コロシアムにざわめきが広がっていた。それにより、ギオンは知る。総代ゼオライド・ボルンバルドのことばは、観客席の冒ぼう険けん者しや達にとっても初めて知らされることなのだと。そして時が経たつにつれ、ざわめきは熱ねつ狂きように変わってゆく──

「こやつらやはりどうかしているッ！　相手は、あの竜りゆうじゃぞ!?」

　リュドミナの動どう揺よう、その叫さけびに聖騎士パラデインギオンの目が見開かれた。

「……そういうことですか……。……リュドミナ、僕達が持ち帰った、あの和わ議ぎのための親書です。『碧あおの要よう塞さい』はあれを利用し、同どう盟めい和議の式典を奇き襲しゆうするつもりです！」

「〈変へん異い竜りゆうを前にしたにもかかわらず、確かく実じつに全ぜん滅めつするだろう時間を生き残ったキミ達だ。実はボルカノ討とう伐ばつの道中にも、我々『碧の要塞』は冒険者の戦力を臨りん時じにスカウトし続けるつもりでいる。キミ達にはぜひ、その先頭に立つ若わかき者達のリーダーになって欲ほしい。やってくれるね？〉」

「……いやだと、言ったら？」

　あまりの状じよう況きように絶ぜつ句くするリュドミナ、アズサ、クルルを背はい後ごに、ギオンだけが総代ゼオライド・ボルンバルドに相対しつづけている。

「〈もしかしたらキミ達は、すでにあの変異した《旧重魔素》や、キミ達が死守している《新重魔素》の出で所どころに関して、なにかつかんでいて、それを危き惧ぐしているのかな？〉」

　茶ちや目めっ気けのあるぬいぐるみの熊くまのような総代は太い両りよう肩かたをひょいとすくめた。

「〈そこは安心して欲しい。もうそのような苦く労ろうをする必要などなくなるのだからね。確たしかにあれは危き険けんな方法だった。……邪じや教きようとは言っても、それはこちらからの一方的な見方であって、信じている者達は純じゆん粋すいな者達。そのような者達をこれ以上駆く除じよしつづけることは虚むなしいだけだ〉」

　ゼオライド・ボルンバルドは、コロシアムの底で戦せん慄りつする冒険者達に理り解かいを示しめすように深くうなずき、

「〈さあ帰っておいで〉」

　ギオン達だけではなく、コロシアム全体をつつみ込こむように両りよう腕うでを広げた。

「〈私達は、家族のようなものじゃないか〉」

「マスター！　わしはもう我が慢まんできん！　なにを今さらッ!!　うぬがギオンを放り出したのではないかッ!!　邪教団のこともそうじゃ！　そもそも、凄すご腕うでの冒険者でもなければ竜から卵たまごを奪うばうことなどできるわけないではないか!!　うぬらの言葉には偽いつわりのにおいしかせぬ！　マスター！　今は戦せん闘とう中ちゆうじゃったはずじゃよな!?　このままヤツらと闘たたかうならどうすればいいのじゃ!?」

『それでしたら、そのようなリュドミナさんの雰ふん囲い気きを感じ取ったゼオライドさんが口を開きます」

「〈キミ達のような前ぜん途とある冒ぼう険けん者しやが無む謀ぼうな戦いを起こし、己おのれの破は滅めつの可か能のう性せいを引き寄よせる必要がはたしてあるのだろうか。我われ々われはキミ達四人を仲間として迎むかえようと言っているんだ。ならば選せん択たく肢しは決まっているだろう？　できれば我々はキミ達の敵てきにはなりたくない。……碧あおの要よう塞さいは、闘うと定めた者に容よう赦しやをしないことは理り解かいしているはずだ。私はキミ達を許ゆるすと言っている。それを拒きよ否ひするなら、結果を含ふくめ、わかっているのだろうね？〉」

「つまり、わしらではどうやっても、このままでは『碧の要塞』に勝てないということなのか!?　そんなの惨むごいではないか……!!」

『それでは、ご説明したいと思いますが……』

「いや、いいっ！　なんじゃよその資し料りよう！　今、マスターの手元がちらっと見えてしまった！　無理じゃよぉぉぉーっ！　なんじゃか変な最大ダメージ書いてあった！」

「〈どうだい？　片かた方ほうの返事には確かく実じつな死があるのみだ。そろそろ決けつ断だんしてくれたまえ〉」

「もちろんですよ、総そう代だい。このパーティのリーダーとして返答します」

「ギオン……ッ？」

　リュドミナは、淀よどみのないギオンの返答、行動に慌あわてた。

「あなたには、確たしかに人の上に立つ器うつわがあります」

　そしてダークエルフの聖騎士パラデインは、たった今吐はいた自分のことばを鼻先で笑うように、

「……だが、そこにたっぷりと溜たまり続けた濁にごり腐くさった水に染そまるなんて、まっぴらごめんなんです」

　パーティの三さん人にん娘むすめは顔を上げ、ギオンの視し線せんの先を追うことができた。ダークエルフの青年は、七しち三さん分わけの七をかきあげる。

「邪じや悪あくにも色々とあるものです……。僕らが初めて退たい治じした、とある山の村を占せん拠きよしていたオークなど、今から思えばかわいいものでした。獣じゆう心しん的邪悪には改心の余よ地ちがある。そこには自じ我がを宿す成長の余地がありますから。だが、ゼオライド・ボルンバルド。あなたはだめだ。清いまでの善ぜん心しん的てき邪悪は始末に負えません。聖騎士として、あなたのような魂たましいを見み逃のがすわけにはいかない」

「〈残念だね〉」

　総代に動どう揺ようや落らく胆たんは見られない。彼は何事もなかったように、ギオン達を見下ろした。

「〈不本意だが仕方がない。我々は秩ちつ序じよを護まもろう〉」

「異い論ろんはありませんね、三人とも」

「ないっ！　ないぞギオン！　わしは本当に頭に来ている……ッ！」

「でもどうしたらいいんですか!?　私達はあの変へん異い竜りゆうすら倒たおせないかもしれないんですよ？」

「いえ、僕達には、まだやっていないことがあります」

「まだやってないこと……？」

　ギオンは小首を傾かしげてくるクルルを見つめて、ふっと空をあおぐ。

「ふぅ……しかたがないですね、まったく」

「ど、どうしたギオン」

「手始めに、この窮きゆう地ちを切り抜ぬけると言っているんですよ……。……ようやくです。やっと僕は腹はらが立って来ました。虫むし酸ずが走るとはこのことです。『碧あおの要よう塞さい』を、僕は許ゆるしません」

「し、しかしどうやってじゃ!?　やってないこととは……、そうか、うぬがきちんとわしらを指し揮きしてくれれば、それも可か能のうか!?　あの哀あわれな変へん異い竜りゆうにも勝つことができるのか!?」

「ええ……、しかし、それだけでは少しばかり足りないんですよ。この怒いかりを、憤いきどおりを表すには、全然足りない。選せん択たく肢しはまだあるんですよ、リュドミナ……」

「ギ、ギオン!?　うぬ！　今、すごぉぉおく悪い顔をしておるよぉぉぉお……!?　勝てる!?　この勝負、勝てるのか……ッ!?」

「勝しよう利り宣せん言げんにはまだ早いです。いいですか？　……僕は言いましたよね？　この僕の力と、あなたが力を合わせれば、あるいはそれも可か能のうかもしれないと。あらゆる困こん難なんは、打だ破はすることができるかもしれないと……!!」

「ま、まさか……!!」

「試してみますか？　僕とあなたの、『絆きずな技わざ』を」

「きたきたきたぁあああああああああああ……ッ!!!!　ギオンが……！　ギオンがここに来て覚かく醒せいしたッ!!」

「しかも、二人とも今まで一度も絆技使ってないですから、絆ポイントがすごく貯たまってないですか!?」

　アズサにうなずき、リュドミナはとっさに自分のキャラクターシートを確かく認にんする。アズサの言った通り、ここまで一度もギオンとは絆ポイントを消費するスキルを使っていなかった。そのため、ちょっとやりすぎかもしれない数すう値ちがそこには記き載さいされている。

『それでは、冒ぼう険けん者しやのみなさんのターンです。【行こう動どう宣せん言げん】をどうぞ』

　ゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり籠かごは流れを阻そ害がいしないよう、静かに四人をうながす。ここまでくれば自分の仕事はすべて済すんだとでも言うように。

「武ぶ器きを構かまえるんですリュドミナ!!　わかりますか、リュドミナ。あの変異竜の声が……」

「聞こえている……！　あやつの無む念ねんの声が！　屠ほふってくれという雄叫おたけびが……！　わしは……早く、あの竜を楽にしてやりたい！」

「死と消しよう滅めつは同どう義ぎではありません。安らかな眠ねむりによって魂たましいの穢けがれは拭ぬぐわれ、浄じよう化かの時を過すごすのです。竜の子よ……、ここまで待たせてしまった我われ々われを、許ゆるし給たまえ」

　ギオンは両刃剣ブロードソードを捧ささげ持ち、地面に向けていた切っ先をくるりと天に向ける。

「リュドミナ、準じゆん備びは」

「いつでも行ける!!」

「【行こう動どう宣せん言げん！】僕とリュドミナは、絆きずな技わざを変へん異い竜りゆうへと放ちます！　ここまで蓄ちく積せきしていた絆ポイントを全消費！　いいですねリュドミナ！」

「もちろんじゃ……!!」

　ギオンとリュドミナは互たがいに半身の構えで変異竜へと相対する。ダークエルフの聖騎士パラデインは右みぎ腕うでのブロードソードの切っ先を、変異竜の奥おくにあるギルド総そう代だいへ向けるかのように。元山さん賊ぞくの少女戦士は無ぶ骨こつなグレートアックスをギオンの剣けんと寄より添そうようにふりかざす。

「「【ダイスセット】」」

　二つの武ぶ器きを取り囲むように、八つのダイスが舞まい始める。

「この一いち撃げきは、浄じよう火か聖せい別べつの一撃なり……！」

　ギオンの右みぎ眼めが蒼あおく燃もえ上がり、

「縛ばく鎖さ因いん果がを断たち切る一いつ閃せん！　終しゆう油ゆの聖撃を遣つかわさん!!」

　その蒼そう炎えんがダイスをつつむ！

「……、……え？　わし!?　わしもなにか言わなくてはいけないのッ!?」

　リュドミナは戸と惑まどい、それでも、

「りゅ、……竜よ！　そう、おまえは竜じゃ!!　わしらはお前を、ひとつのドラゴンとして屠ほふる!!　案ずるな、うぬの魂たましいは必ず竜の冥めい府ふに行き着くはずじゃ……！　もう、一人ではないッ!!」

　リュドミナの両りよう瞠どうが深しん紅くに燃もえる！　それは血脈をたどるように指先へ伝わり、彼女のダイスをつつみこむ！

「これが僕と、リュドミナの絆技です……!!」

　ふたりの武器の切っ先が、空を指し示しめす。

「戦せん神しん顕けん現げん！　天を割わり、地に刻きざまれよ!!　我われら戦人は鋼こう鉄てつを持って因果を切り結ぶ!!」

　ふたつの刃やいばは、ふり下ろされる。

「「スティール・エンゲージ！」」
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　両刃剣と戦せん斧ぷから、物ぶつ質しつ化かされた衝しよう撃げき刃じんとも言うべき一閃が生み出され、変異竜へと突つき進む。ダイスの数は八つではなかった。達たつ成せい値ちはことごとく高く、クリティカル判はん定ていによる数値が加算されていく。

『それでは、レーティング表から算出した結果……』

「ダメージ、98!!」

　ギオンとリュドミナが放った絆技、その破は壊かいが変異竜にとどき、刻まれる。竜の正中線とも言えるラインに沿そって貫かん通つうし、

「真っ二つに……」

　アズサは口元に手を添そえた。変異竜はＨＰを残したまま、両りよう断だんされていた。

「これって、勝ったの？　倒たおしたのっ!?」

　クルルは魔法使いスペルエフエクターアズサにだきつき、寄より添そうようにしたまま変へん異い竜りゆうに目を凝こらす。

「いえ、さすが……竜と言ったところです……！」

「まだあやつは動く！　気を抜ぬいてはまだだめじゃ!!」

「で、でも……」

　鍔つば広ひろ帽ぼうの奥おくから、アズサは見ている。変異竜の両りよう断だん面めんが蠢うごめいている。竜の全身が脈動している！

「様子が、おかしい……!?」

　魚類の卵たまごが破やぶけるように、二つの変異竜が爆はぜた。

「なッ!?」

　変異竜は小型の、とは言っても馬車の数倍はある赤しやく銅どう色いろのうろこを持つ二匹ひきの竜に生まれ変わっていた。

『それでは冒ぼう険けん者しやのみなさんのターンですが、ここでイベントが発生いたします。変異竜は二匹となって、周囲を、「碧あおの要よう塞さい」を襲おそい始めました』

「こ、これはいったい……」

　ゲームマスターのことば通り、『碧あおの要よう塞さい』に混こん乱らんが発生していた。生まれたての赤しやく銅どう竜りゆうが二匹ひき、観客席に躍おどり込こみ、あたかも復ふく讐しゆうの火か炎えんをまきちらすように暴あばれ始めている。

「今の内です！　もう一度！　ポーターワンドの起動を!!　マスター！　我われ々われは我々で動いてＯＫですよね!?　ここは一いつ旦たん引きます。二つの《重じゆう魔ま素そ》を失った『碧の要塞』は自じ壊かいするしかありません!!」

　ギオンはその隙すきを見み逃のがさない。優ゆう先せんされるべきは現げん存ぞんする《重魔素》。それらの奪だつ取しゆ方ほう法ほうを確かく保ほすることが第一だった。

『はい、もう戦せん闘とうシーンはいったん終わっています。ですので、あちらの方も、同時に動きます』

　四人は見あげる。壇だん上じよう、《碧の要塞》総そう代だいを。

「〈あの裏うら切ぎり者達を逃にががすな！〉」

　ポーターワンドの再さい起き動どうに入った四人は、碧の要塞の冒ぼう険けん者しや達がこちらに戦意を向け始めることに気付く。

「くっ！　急いでください!!」

「み、見てっ！」

　赤銅竜の一匹が、観客席からギオン達が立つ闘とう技ぎ舞ぶ台たい、砂すなの上に降おり立っていた。そして、猛もう然ぜんとチェストボックスを囲む四人に向かって突つき進み、

「わしらを、守っているっ!?」

　観客席、《碧の要塞》に属ぞくする冒険者から放たれた飛び道具や魔法を、そのうろこではじき返した。

「《重魔素》を……《竜の卵たまご》を護まもる僕らを、仲間だと思ってくれているんです……！」

　赤銅竜の咆ほう哮こう。かつてカルメリーザがギオン達に放った『畏い怖ふの咆哮』が、碧の要塞冒険者達を襲おそった。

「今の内に、竜の城しろへ帰りましょう、ギオン先せん輩ぱい!!」

「待ってください、変へん異い竜りゆうは自じ我がともいうべきものを取り戻もどしています！　どうにか、一いつ緒しよに帰る方法を、今……」

「じゃが、相手は『碧の要塞』じゃぞ!?　この変異竜と一緒にポーターワンドを起動できる隙があるか!?」

「……試す価か値ちは、あります！　どうにか、あと一体、向こうにいる竜を──」

「ねえ、ギオンくん……」

　聖騎士パラデインの手の甲こうを、エレメンタルドールの神官が握にぎった。

「どうしました、クルル」

「……ギオン、うぬは、言ったよな？　カルメリーザ殿どの……竜達は、わしらを助けに来てくれぬと……」

　リュドミナの視し線せんはクルルと同じ方向。とどくはずのない天空へと目を向けた。

「……な、なんで……！」

　ギオンもそれを見つけた。

　コロシアムの空に、いつの日にか見た覚えのある、翼つばさを広げた竜りゆう。太陽を透とう過かして降ふる光。竜の群むれ。その中には、溶よう融ゆうした灼しやく熱ねつ色いろの巨きよ大だいな竜の姿すがたもあった。

「僕は……まだまだ認にん識しきを……、改めなくてはならないようですね……」

『碧あおの要よう塞さい』は騒そう然ぜんとしていた。空を見あげ、戦いの意思は燃もえあがるそばから、青い衣をまとう冒ぼう険けん者しや達の中で消えて行く。

「……やれやれ……」

　着陸を始める竜達。その中に、見覚えのある萌もえ葱ぎ色いろの竜に走るアズサとクルルを見ながら、ギオンは距きよ離りを置いて、リュドミナの隣となりに立った。

「な、なんじゃ……？」

　光景に心を奪うばわれていた少女戦士はゆっくりとふり向く。

「いつの日かあなたは、ＴＲＰＧの中だけではなく、現げん実じつの世界で……──」

「？　ギオン？」

「いえ、なんでもありません。リュドミナ、とにかくこの僕を、がっかりさせないでくださいよ……？」

「うぬは、さっきからなにを言っているのじゃ？」

「わかりませんか？」

「いや！　つまりそれはあれじゃな？」

　リュドミナはぎゅぎゅっと胸むねのしたで腕うでを組んで言い放った。

「この『ＴＲＰＧ』が楽しいということじゃろうっ!?」

「っ？」

　ギオンは虚きよをつかれた表ひよう情じようになっていた。やがて、ドヤ顔をしているヴァンパイアに、

「本当に、あなたという存そん在ざいには驚おどろかされますねぇ……」

「なッ！　そ、それはどういう意味じゃよギオン！　わかる！　うぬがわしを馬ば鹿かにしているのがわしにはわかるっ！　ま、待つのじゃギオーン……っ！」

　毛け皮がわ鎧よろいの少女戦士は、降おり立ったカルメリーザへと歩み始める聖騎士パラデインのダークエルフへ走った。
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「ふぅ……」

　──『聖団』異い端たん審しん問もん庁ちようの中でも超ちよう攻こう性せいをむねとする組そ織しき、帰死者ヴアンパイア戦せん略りやく班はん。とりわけ『鶏鳴騎士団クルースニク』と称しようされる第だい零ぜろ課かに属ぞくする刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんの体内には、常じよう在ざい戦せん陣じんということばが溶とけ流れている。

　壮そう絶ぜつな修しゆ羅ら場ばにあって動じることがなく日にち常じようのように。

　あくびがでるような日常にあって、即そく断だんの討とう滅めつにためらいを覚えず……。

　己おのれの研とぎ澄すまされた意い識しきを誇ほこりとしてきた彼にとって、ここ二週間余あまりの出来事は、イレギュラーすぎる状じよう況きように我を忘れて帰死者またがえりもの討滅以外の事こと柄がらに没ぼつ頭とうしてしまったとも言える、今から思えば苦笑の絶たえない日々だった。

　だが、それも終わった。混こん沌とんは落ち着くべきところに行き着いた。祗園を取り囲む世界は、秩ちつ序じよの回かい復ふくを告げ始めている。




　聖せいロヨラ学院にしばらく通いつづけることを一番喜んだのは枢くるるだった。




　彼女は学院内コミュニティ限げん定ていという約束で、誰だれもが持っているような携けい帯たい端たん末まつをさっそく駅前のショップで手に入れ、暗記かメモしておくしかなかったトモダチの情報でアドレス帳ちようを埋うめ始めている。

　当たり障さわりのない学内コミュニティを部下に任まかせた祗園は、暗くなった学院の廊ろう下かを長身をいかした大おお股またで進んでいた。

　彼が担たん当とうするのは──しつづけることになったのは──この学院の生徒会長。リュドミナ・エステルハージだった。

　祗園は転校初日から、校内では定期的にあの輝銀髪プラチナブロンドを持つ帰死者の位置を確たしかめている。

　ヴァンパイア・ハーフたる彼の呪のろわれた血は、同族の存そん在ざいに感かん応のうし、対象までの距きよ離りや状じよう態たいまでをも暴あばき出す。

「まったく、しかたのないことです……」

　その感覚に変化があったことに祗園は気が付いている。まるでリュドミナからも、こちらを探しているような、今までに例のない感かん触しよく。

　祗園は立ち止まり生徒会室の扉とびらを開けた。無人の室内は放課後の空気の中に沈しずんでいる。雑ざつ然ぜんと整った生徒会室内部は、しんとしてはいるが、なぜか祗園はその中に賑にぎやかさを感じる。

　七しち三さん分わけの青年はそのままツカツカと奥おくへ侵しん入にゆうし、

「いるのはわかっています。出て来なさいリュドミナ」

　掃そう除じ用ようロッカーの隣となりにある戸と棚だなをスライドさせた。

「なんで速そつ攻こうでばれてしまうのじゃよーっ！　うぬを背はい後ごから『わぁあっ』て驚おどろかそうと思ったわしの今までの苦く労ろうは!?　うぬ、なんかズルしてない？」

　狭せまくて低い場所に無理矢理手足を突つっ張ぱって隠かくれていたリュドミナは真っ赤な顔で、白い角ホーンにまで汗あせをかいて這はい出してくる。

「やれやれ……、こちらはヴァンパイア討とう滅めつのプロですよ？　僕の裏うらをかこうなどという甘あまい考えは棄すてることですね」

「久ひさしぶりなのにつれないことよなぁ！　うぬ、ここ数日学院を休んでおったではないか。ＴＲＰＧの楽しみはプレイが終わったあとの『感想戦』にもあるというのに！」

　──第一期・最終セッションは大だい団だん円えんで終えることができていた。

《重じゆう魔ま素そ》を『碧あおの要よう塞さい』から奪だつ還かんしたのはリュドミナ達冒ぼう険けん者しやパーティでもあり、竜りゆう族ぞく自身でもあった。不動のはずだった竜の一族が動いたのは、帰き還かんするはずのギオン達が『碧の要塞』の罠わなにかかったことが判はん明めいした時だと、後に彼らはカルメリーザから聞いた。「自分達の為ために命をかける人間達を放って置くことが、ここにきてどうしてもできなかった」のだと。

　だが、それは竜の一族がまだ冷静だった時の話で、いざコロシアムに降おり立ったばかりのカルメリーザ率ひきいる竜軍は違ちがっていた。『碧の要塞』が使用していた《重魔素》が、竜族由来の生命を邪じや法ほうで歪ゆがめたものだという動かぬ証しよう拠こをつかんだカルメリーザ達は、やはりゼオライド・ボルンバルドが率ひきいる『冒険者ギルド』を許ゆるそうとはしなかった。もはや勃ぼつ発ぱつ確かく実じつなものかと思われた大たい乱らん。それを止めたのが、ギオンだった。一いつ触しよく即そく発はつ。どのタイミングで『有力冒険者ギルドの雄ゆう』と『強大な竜族』間で戦争が起こっても不思議ではなかった状じよう態たいから、ギオンと彼らのパーティは、それを全力で防ふせぐべく、両者の間に割わって入った。竜と人、両りよう陣じん営えいの事じ情じようを知り、二つの勢せい力りよくの中ちゆう枢すうとやり合ったギオンと彼のパーティだけが、それを回かい避ひさせる橋はし渡わたしを、両陣営に『聞く耳』を持たせることができたのだ。

　だがギオンはその中で中立を保たもったわけではない。人と竜、両者の序じよ列れつははっきりさせた。冒険者ギルド『碧の要塞』は竜の卵たまごを由来とする《重魔素》の一切を放ほう棄き。これまでの竜に対する蛮ばん行こうを謝しや罪ざいし、竜族が提てい示じした『相そう互ご不ふ可か侵しん条じよう約やく』を吞のむこと。さもなくば、完全に竜側に理ことわりがある状態で、戦せん闘とう態たい勢せいが整い、イニシアチブを握にぎっているドラゴンの軍ぐん勢ぜいとの大戦争が行われるだろう。いや、それは単に戦争などというものではなく、冒険者だけを狙ねらった極めて短期間で行われる選択的殲せん滅めつ戦せんと言ってもいいものになるかもしれない……。結果、《重魔素》が二つとも手元から失われているも同然だった総そう代だいゼオライド・ボルンバルドは、このギオンからの要よう請せいを拒きよ否ひすることができなかった。それは《碧の要塞》の存そん亡ぼうがかかった決けつ断だんだった。

　──竜に導みちびかれるようにしながらの、コロシアムからの帰りがけ。ギオンはふと、場内を見回す。その中に、扉盾ドアシールドからそっとお髭ひげの顔を出してウィンクしてくるナイスミドル、聖騎士パラデインのオーレオリンと目があった。もしかしたら、彼が竜りゆうサイドの……。ギオンは悟さとられないように先せん輩ぱいの聖騎士に礼を返す。

　そして変へん異い竜りゆうから生まれた赤しやく銅どう色いろの双ふた子ご竜りゆうと、奪うばわれた《重じゆう魔ま素そ》をともなっての、竜の城しろへの凱がい旋せん、大だい団だん円えん……。

　おそらく次回のセッションからは竜りゆう盟めい首しゆカルメリーザの庇ひ護ごの元で、リュドミナ達は新たな冒ぼう険けんを紡つむいでいくのだろう……。

「ここ最近休みを取っていたのは、なにか理由があるのか？　見たところ体調に異い常じようはないようじゃが……」

　無理な体たい勢せいで戸と棚だなの中に隠かくれていたせいで凝こってしまった筋すじを伸のばすように身体からだを動かしながら、リュドミナは祗ぎ園おんをのぞき込こむ。

「いえ、ちょっとした用事を済すませていただけです。お気になさらず」

「ふむっ。ならよいのじゃが。むふふっ」

　背せの低い異国の生徒会長は『ＴＲＰＧ』内と行動がほぼ変わらない。歩調は律りつ動どう的てきで、体重が無いように指先まで軽やか。ヴァンパイアの多くがそうであるように、リュドミナの外見からは作り物の人形のめいた美しさがきわ立つ。だが、彼女はそれを内側からあふれる生気によって照らし、濃桃デイープピンクの瞳ひとみは常つねにその表情を変えつづける。

「それよりも聞いて欲ほしいっ！」

　輝銀髪プラチナブロンドの少女がくるりと反転。短いスカートを遅おくれて追つい従じゆうさせ、机つくえの上から一枚まいのチラシをつまみ、祗園に見せつける。

「実はな？　『シールド・ユニバース』の追加サプリメントがついに、ついに本日、発売されたのじゃよーっ！」

　追加サプリメントとはＴＲＰＧの追加ルールブックの事だと祗園は記き憶おくしている。彼女の向けてきているチラシにも、それらしきイラストとテキストが躍おどっており、

「しかもなんと、このサプリメントには……くっくっく、このような奇き蹟せきはもはや偶ぐう然ぜんではない！　聞くのじゃ祗園！　このサプリメントのメインテーマの一つは、『オリジナル冒険者ギルド作さく製せいルール』なのじゃ！　なー祗園っ♪　わしと約束したものな～っ？　新しい冒険者ギルド作るって!!　なのでわし、今度の休日は秋あき葉は原ばらまで遠征予定ッ!!　うぬも一緒に来てもよいぞっ？」

「それって、これのことですよね」

　祗園はカバンの中から、リュドミナの持つチラシと同じイラストが描えがかれた表紙の冊さつ子しを取り出した。

「……ッ!?　ッ!?」

　不死君モール・ヴイヴアンを自みずから称しようする少女は硬こう直ちよく。瞳を見開き、ぱくぱくと口を動かしてから、

「……な、なんで、うぬが、それを……？」

「僕は今日、午前中まで都内で用事を済すませていたんです。そのついでに」

「こ……これっ！　か、か、貸かしてもらって、よいのか……!?」

「そのために手に入れて来たので……って、それ以上、近づくんじゃありませんリュドミナ！」

「……へ？」

　前進してくるリュドミナと一いつ緒しよにひらひらと風を起こしていた短いスカートがふわりと止まった。

「な、なぜじゃ？」

「きょ、協力するとは、言いました。しかし、それはＴＲＰＧ内でのこと。現げん実じつ世せ界かいまでとは言っていません……！」

「……くっ、くくっ。ははぁ～ん……？　祗ぎ園おん、うぬはなにを赤くなっておるのじゃぁ……？　ほれ……どうした？　なぜわしが一歩出れば一歩引く……？　よいのか？　うぬは生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓ちかった身なのじゃろ？　それなのに……ぐッ!?　ううッ!?　な、なんじゃ!?　祗園うぬは腕うでをわしに突つき出してなにをしている！　なんじゃッ!?　ゆ、ゆっくりとしか……進めない！　なにが起こっておるの!?　こわい！　ごめんなさい祗園！　許ゆるして！　わしの脚あしが完全に床ゆかから浮ういている！」

「ここに置きます。好きに読めばいい!!」

　ばぁーん！　とＴＲＰＧのサプリメント冊さつ子しを机つくえの上に置いたと同時に、リュドミナの脚が床にふれた。怯おびえた猫ねこのように冊子を奪うばった帰死者またがえりものの少女は、生徒会室の隅すみっこでむさぼるようにサプリメントを読み始める……。

「ふぅ……」

　自みずからに宿る秘ひ蹟せき、『重じゆう引いん力りよく制せい御ぎよ』の応おう用よう技わざを駆く使ししてまで逃のがれたヴァンパイアからの指先。

　ここ数日、彼は学院を休んで『異い端たん審しん問もん庁ちよう』本部に出向いていた。

　そしてリュドミナ・エステルハージの一いつ件けんを『異端審問庁』、並ならびに『鶏鳴騎士団クルースニク』の面めん々めんへ説明した手て応ごたえから、祗園はまず、自分の立場を改めて計った。

　刀と儀ぎ野の祇園のような『ヴァンパイア・ハーフ』がヴァンパイアを狩かる者になるのは稀まれであった。努ど力りよくや修しゆう練れんなどしなくとも資し質しつに恵めぐまれたヴァンパイア・ハーフの居い場ば所しよは裏うらの世界にはいくらでもある。命を危き険けんにさらしつづけるハンターになど、ましてや超ちよう実じつ戦せん集しゆう団だんの『鶏鳴騎士団』になど、よっぽどの理由がなければ属ぞくさない。

　結果、刀儀野祇園の希き少しよう性せいは、いまだ『異端審問庁』の中でも健けん在ざいだったようだ。だが、祗園の鼻はその中からも嗅かぎ取っている。彼らは──『異端審問庁』は、この一件の中に、なにかを隠かくしつづけている。彼らの腫はれ物にふれるような祗園に対するいつものやり取りの中に、彼はこれまで以上の卑ひ屈くつさを嗅ぎ取っている。

　だが望んだものを手にすることはできた。リュドミナの身み柄がらは祗園小隊の管かん轄かつとされた。ヴァンパイアが利り益えきと引きかえに『異端審問庁』と取引し、身柄の安全を確保することは前例のない話ではなかったし、常つね日ひ頃ごろから祗ぎ園おんを推おす改かい革かく派はからの後あと押おしもあった。

「言わば存そん在ざいが、彼らからしたらファンブル……」

「ん？　なにか言ったか？　祗園っ」

「いいえ、なにも？　不死君モール・ヴイヴアン殿どの」

　立ったまま壁かべに背せを付ける祗園が、しゃがみ込んでサプリメントのページをめくりつづけるリュドミナに肩かたをすくめると、

「あっ、祗園先せん輩ぱい、いらしてたんですか？」

　肩かたからスポーツバッグを掛かけた一年生の字あざ間ま梓あず彩さが生徒会室に姿すがたを現あらわす。

「そうそう、さっき天てん花げい寺じ先生に会って、次のセッションは二週間後くらいから始められるかもしれないって言っていました！」

「……たしか、二週間後には、期末テストが始まるはずでは──」

　だが、祗園の声は生徒会室奥おくからの声にかき消される。

「見よ梓彩！　祗園からの差し入れじゃ！」

「そ……それって、今日発売のサプリメントじゃないですかぁぁぁ!!　あ、ありがとうございます祗園先輩！」

　バッグを放り出し、生徒会室隅すみっこのリュドミナに梓彩は駆かけ寄よる。はぁはぁと息も荒あらく、二人の少女は一冊さつの本を仲良く読み耽ふける。




「あ、あの……っ」




「？」

　生徒会室の出入り口につづいての来客──女子生徒の姿があることに、祗園は気付く。

「『ＴＲＰＧ』のことで、相談があって、来たんですが……」

　おとなしそうな女生徒が恐おそる恐る、勇気を出してといった感じで生徒会室をのぞき込こんでいる。だが、祗園の姿は生徒会室に一歩脚あしを踏ふみ入れないと見えない位置にある。廊ろう下かに佇たたずんだままの女子生徒から祗園は見えていない。

「（リュドミナ、なんというか……お客さんです）」

　生徒会役員でもなんでもない祗園は壁ぎわで気配を消したまま、さらに奥にいる生徒会長を呼よんだ。

「な、な、なんじゃっ？　え？　ＴＲＰＧの相そう談だん??」

　サプリメントから顔を上げ、ばたばたと身だしなみを整えた生徒会長は輝銀髪プラチナブロンドを揺ゆらし、出入り口の女生徒の前に姿を現す。

「あ、あのっ、生徒会長……さん。お願いがあって……」

「うむっ、聞かせて欲ほしい」

　ここへやって来るまでにも相当勇気をふり絞しぼってきただろう女子生徒は、最後の橋を渡わたる。

「……ゲームマスターを一人、生徒会から派は遣けんしてもらえませんか……？　やってみたいっていう、友達、が、いて……」

「……あれは……」

　やり取りをつづける女生徒とリュドミナのその向こう。廊ろう下かの陰かげでちらちらと、期待を込こめた視し線せんで女子生徒を見ている複ふく数すうの人影に、祗ぎ園おんは気が付く。

　廊ろう下かのさらに向こうでもじもじと言ってもいい態たい度どで隠かくれている彼らは、いつか祗園が昼休みの中庭で遭そう遇ぐうした男子生徒と女子生徒達だった。あちらが祗園に気が付いている気配はない。異い端たん討とう滅めつ騎き士しの青年は、背せ中なかを完全に壁かべにもたれさせ、ゆっくりと息を吐はいた。追加情報はすでにつかんでいた。中庭の彼らは、あれからすっかり足を洗あらい、こちらに戻もどって来ていると。

「それは今からか？」

「は、はい。で……できれば……」

　おとなしそうな女生徒が、彼らに脅おどされてこうしている気配など少しもなかった。リュドミナに頼たのみ事をしている彼女の表情には、単たん純じゆんにわくわくとした好こう奇き心しんと、はやる気持ちと期待が裏うら切ぎられてしまうのではないかという不安がない交ぜになった表情が浮うかんでいた。

「うむっ心得た！　セッションをする教室はどこを予定している？　準じゆん備びしてからすぐに向かう！　先に行ってちょっと待っているがよい!!」

　その声が廊下に向こうにまで聞こえたのだろう。隠れていたあの生徒達まで顔を見合わせ、大げさに肩かたをたたき合っている。女子生徒も背はい後ごをふり向き、あわあわとガッツポーズしていた。それからしばらくリュドミナとやりとりをつづけていた女子生徒は、やがて頭を下げ、彼らと合流して廊下の向こうに姿を消した。

「……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　祗園は机つくえの引き出しや棚たなを漁あさり始めた輝銀髪プラチナブロンドの少女に怪け訝げんな表情を向ける。

「なにがじゃ？」

「こんなに急きゆう遽きよ、『ＴＲＰＧ』は始められるものなんですか？　安やす請うけ合いしすぎでは……」

「くっくっく、案ずるでない。わし等はこうした突とつ発ぱつ的てきな申し出用のシナリオもきちんと準備しておる！　なんじゃったら祗園、うぬも来るか？」

「そ、そうですね……」

　祗園はとっさに腕うで時ど計けいに目を走らせる。

「……っ」

　そして思い出す。

「いや、ダメです。生憎あいにくですが、今日は遠えん慮りよしておきます」

「なんじゃ？　うぬは『ＴＲＰＧ』ではわしに協力してくれるのではないのか……？」

　すっかり準備を整え、ＴＲＰＧセッションの要かなめ、ルールブックを胸むねにだき、寂さびしそうにこちらを見あげるリュドミナの瞳ひとみから祗ぎ園おんはそっと、視し線せんをそらした。

「明日、僕は学校を休みます。行かなくてはならない場所があるんです。これから家に帰り、その準じゆん備びが」

　祗園は、これ以上ここにいてはならないと悟さとり「では、今日はこの辺で」と、早々に学院をあとにした。

　──二週間後。それなら自分は、なんとかなるだろうと考えながら。
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　高く芽め吹ぶいた新緑からこぼれる木もれ日の下で、祝福を告げる拍はく手しゆが奏かなでられている。

　長野県Ａ市。観光地化された美しい森の片かた隅すみに造つくられた『ブライスフォレスト・チャーチ・ウェディング』の教会からつづくバージンロード。その白い絨じゆう毯たんの上で、若い花はな嫁よめと花はな婿むこが大おお勢ぜいの友人と親族に迎むかえられていた。

　屋外用の高こう性せい能のうスピーカーから卒業式のムードを三倍くらい荘そう厳ごんにしたような音楽が流れている。屋外披ひ露ろう宴えんのために並ならべられた白い丸テーブルの葡ぶ萄どうジュースの縁ふちに、蜜みつ蜂ばちが一匹ぴきとまって光をはじいていた。空に雲は多かったが、陽差しも多く爽さわやかな風が森を渡わたる結けつ婚こん式しき日和びよりだった。

　その様子を、細い銀ぎん鎖さを垂たらす薄うすい縁なし眼鏡めがねの端はしを押おさえたまま、嬉うれし奈な森もり諫いさ奈なは眺ながめている。

　人生のクライマックスの一つを迎えたカップルと、喜びにあふれた参列者。それらを離れた場所で見つめていた彼女は、この施し設せつの実じつ質しつ的てきなオーナーの一人だった。

　今では地元でも知らない者のないこのウェディング・リゾートの代表は誰だれもが若わかかった。母体である『嬉奈森教会』を受け継つぐ諫奈と妹の枢くるる。そして、二人を救った刀と儀ぎ野の祇ぎ園おん。この三人が共同でこの施し設せつを治めている。

　諫奈はここからの式の進しん行こう状じよう況きようを頭の中で軽くなぞりながら目ま蓋ぶたを降おろす。ふいに記き憶おくがよみがえる。

　──わずか四年前、森の奥にあった『嬉奈森教会』は、廃はい墟きよ同然の教会だった。

　誇ほこれるものといえは由ゆい緒しよと歴史だけ。『異い端たん審しん問もん庁ちよう』の末席に属ぞくしてはいたが、その誇りにすら苦しめられていた。

　閉へい塞そくし、世間から隔かく絶ぜつされた組そ織しきの極一部の人間達に、美しい二人の姉妹は絡からめ取られ、文字通り身売り寸すん前ぜんの状じよう態たいになっていた。そんな二人をすんでのところで救いだし、すべての状じよう況きようを変えていったのが『嬉奈森教会』に派は遣けんされてきた七しち三さん分わけの少年だった。

　刀儀野祇園は二人の少女の前に着ちやく任にんしたその日から動いていた。チンピラ同然で敷しき地ち内ないに巣くっていた輩やからを一いつ掃そう。彼はまさしく、あっという間に『異端審問庁』のなかにあった古い一族に教会ごと吸きゆう収しゆうされる寸前だった二人を解かい放ほうし、さらには実力をもって悪しき因いん習しゆうごと、その一族を排はい除じよ。支し配はい下かにさえ置いてしまったのだ。なおかつ、規き約やく、規則、万年金欠を理由に援えん助じよをしてくれる見み込こみのない『異端審問庁』の手を借りずに、祗園は自みずから相続した遺い産さんを投じて『嬉奈森教会』の土地を素す敵てきなウェディング・リゾートとして、周辺の街まち興おこしと一いつ緒しよにまとめて復ふつ活かつさせてしまったのだ。

『久く遠おんの一いつ者しや』などではない。祗園こそが二人の救世主だった。崇あがめ、慕したい、すべての愛を注ぐに値あたいする存そん在ざいが、彼だった。

　諫いさ奈なは一度として、それを口に出したことはない。祗ぎ園おんについての想いを表に出さないという暗あん黙もくの協定が、諫奈と妹の枢くるるの間にはあった。生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓ちかった刀と儀ぎ野の祇園は生涯独どく身しんを貫つらぬく。そして姉妹も同じ誓いを立てている。

　側にいられるだけで充じゆう分ぶん。そのはずだった──。

「はぁ……」

　諫奈は耳に付けていたインカムを外して、そっと気づかれないように隅すみにあったテーブルセットのイスに腰こし掛かける。両りよう腕うでで頭を囲むように突つっ伏ぷした。マネージャーは他にいる。自分は席を外しても結けつ婚こん式しきは滞とどこおりなくつづく。

　自分がいなくても、滞りなく──




「オーナー自みずから従じゆう業ぎよう員いんに混まじって率そつ先せんして働くその姿すがた、あなたの心がけを『久く遠おんの一いつ者しや』はきっと見てくださっているでしょうね、諫奈」




「……ッ!?」

　いつの間にか隣となりのイスに誰だれかが腰掛けている。その皮肉な物言いの主は、

「祗園……、さん……？」

　間ま違ちがえるわけなかった。この気配だけは。

「なんで、こんなところに──」

　まるで結婚式に出席する親族のようなスーツに身をつつんだ長身細身、だが筋きん肉にく質しつな青年。当たり前だ、彼はいつも敷しき地ち内ないはこの姿すがたで過すごす。

「が……学院はどうされたんですか？　あの帰死者またがえりもの……、リュドミナ・エステルハージは祗園さんの庇ひ護ご下かに入って……──」

「さすが諫奈です。その話はまだ広がっていないはずなんですが」

『異い端たん審しん問もん庁ちよう』の内部情報を覗のぞいていたことを指し摘てきされ、とっさに諫奈は顔を赤らめ、目を背そむけた。

「その能のう力りよくと……──いえ、やめましょう。あなたが有能なのはわかっています」

「祗園さん、どうして今日はこんなところまで？」

「僕の本ほん籍せきはここですよ。実家と言っても構かまわない場所に帰って来るのに理由が……、待ってください。僕はこういう事をあなたに言いに来たんじゃありません。……参りましたね……」

「……、祗園さん……？」

　忘わすれていた荷物でも急きゆう遽きよ取りに来たのだろうかと思った。そのついでに彼は式場に立ち寄よったのかもしれない。諫奈は溜ため息いきをとっさに我が慢まんする。諫奈はあのマンションで祗園の切せつ腹ぷくを止められず、なおかつ彼を説得し、立ち直らせることもできなかった時以来、元隊長の青年と一言も口を利きいていなかった。逃にげるように立ち去り、ここまで来てしまったのだ。それを責せめられたら、もう言い訳わけもできない。

「いいでしょう、ぱっと済すませることにします」

　うつむいたままの諫いさ奈なに向かって、膝ひざを向ける気配。

「やはり諫奈、あなたは僕の隊に必要ということなんです」

「……え……？」

「諫奈、これまでのことを謝しや罪ざいさせてください」

　彼女が顔をあげるのと同期するように、祗ぎ園おんも顔を上げていた。
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「た、隊長……？」

「あなたさえ良ければ、僕の小隊に戻もどってきて欲ほしいのです」

　屋外用スピーカーから流れつづけている曲を、諫奈は急に好きになった。なんて素す敵てきな音おん律りつだろう。あとで絶ぜつ対たいに調べよう。

「……もちろんあの渋しぶ谷やの一いつ件けんについては譲ゆずれません。けれど、あの時のように僕へと忠ちゆう告こくしてくれる人間は、あなたを置いて他にはいない。僕は諫奈のような存そん在ざいを遠ざけてしまいたくない」

　諫奈は自分の頰ほおを思いつねり上げていた。こんなことがあるはずがなかった。いつも寝ねる前に頭の中にめぐって離はなれなくなる自分の妄もう想そう、そのままだった。祗園が自分を素す直なおに求めてくれるという空想。猛もう烈れつな恥はずかしさがこみ上げてきた。この熱さは、地ち球きゆう温おん暖だん化かのせいに違ちがいない。

「な、なにをしているんです、諫いさ奈な」

「い……いえ……」

　一いつ瞬しゆん錯さく乱らんしていたようだった。頰ほおをつねっていた指を離はなし、焦あせるように斜ななめ下へとうつむく諫奈に祗ぎ園おんは肩かたをすくめた。

「そうやって自分を罰ばつするのはやめましょう、諫奈。人は己おのれの罪つみに自ら罰を与あたえずとも、その因いん果が宿しゆく命めいはかならず、あなたに追いつき、相そう応おうの報むくいをあなたに差し出してくるものです。受け取り拒きよ否ひはできません」

「隊長……仏教とごちゃまぜになっています……」

「けれどわかりやすいとは思いませんか？　……それより、答えを聞かせてください。もちろん、考える時間はありますが。できれば、今ここで」

　もう二度と、諫奈は祗園小隊に戻れないと思っていた。戻るまいとすら、誓ちかっていた。

　この青年は、なぜいつも自分の思っていることと反対のことばかりしてくるのだろうと、彼女は彼を憎にくんだ。陽差しは柔やわらかいのにとても熱かった。風が止んでしまっているのだろう。結婚式はつづいている。新しん郎ろう新しん婦ぷがそれぞれの両親に花束を渡わたしている。どうか末すえ永ながくお幸せに。次回もぜひ、当式場をご利用くださいますよう……。

「諫奈。僕にはあなたの力が必要です」

　薄うすい眼鏡めがねをかけた後こう方ほう支し援えん要よう員いんの娘むすめには、祗園のセリフ内にあった『の力』の部分が、もはや聞こえていない。

「隊長……でも、どうして？」

　諫奈には、まだこの状じよう況きようが信じられなかった。

「……、……」

　祗園は、彼女の問いに間を置いた。

「……あなたは、僕の仲間です。一度仲間になった者を、置いて行くことはできません」

　今ここで死んで良かった。刀と儀ぎ野の祇園になにがあったというのだ。それも今はどうでもいい。自分はこの青年のために命を使おう。夢ゆめでもよかった。なんだこれは。息が苦しい。諫奈の魂たましいは昇しよう天てんしかけていた。やはりあなたは変わってしまった。なにが彼を変えたのか、自分は知っている。あの帰死者またがえりものだ。不死君モール・ヴイヴアンを名乗る、あの少女がもたらした『ＴＲＰＧ』が、あなたを変えてしまった……。

「どちらの答えでも構かまいません。あなたを手放してしまったのは僕です。ですが、僕はあなたに、戻もどって来て欲ほしい。……諫奈？」

　今までずっと張はりつめていたものが溶とけ崩くずれたように、諫奈は後方によろめいていた。とっさにイスから腰こしを上げ、祗園がそれを支ささえた。

「隊、長……？　すいません、あの、頭が朦もう朧ろうとしてしまって……」

「時季は早いですが日につ射しや病びようかもしれません。今、日ひ陰かげに運びます」

　諫いさ奈なはされるがままに任まかせた。祗ぎ園おんにかかえられ、森の中、屋内へと運ばれる。祗園の腕うでが与あたえてくる浮ふ遊ゆう感かんに涙が出そうだった。そのまま猫ねこのように身を丸め、どさくさにまぎれ祗園に身を寄よせた。

　そして思う。世界は少しずつ、だが時として劇げき的てきに変わりつづけていると。










　　　あとがき




　ＴＲＰＧを初体験するためにはかなりの幸運が必要になってくる。スマホに基き本ほん無む料りようでダウンロードすることもできない上に、そのまま空あいた時間に気軽にネットを介かいして一プレイするわけにもいかない。

　かくいう僕も一九九一年、中学一年生の時に初めてＴＲＰＧというものを本屋さんで見つけ（原作を知らずフォーチュンクエスト・コンパニオンをなぜか表紙買い）、三年後の高校一年の時、クリスタニアというＴＲＰＧにて、ようやく初プレイという来歴がある。

　これは本当に幸運なことで、入学当初に体育館で行われた部活動オリエンテーションにて、演えん劇げき部ぶの先せん輩ぱいが「演劇部では演えん技ぎ練れん習しゆうの一いつ貫かんとしてＴＲＰＧもしています！」と言ったことを聞きつけての入部だった（これで入部した同級生がもう一人いて、彼がゲームマスターをした『女め神がみ転てん生せいＴＲＰＧ』は本当に僕の今に影えい響きようを与えている）。自転車で片かた道みち五〇分かかるその高校に通わなければ僕はおそらく十代でＴＲＰＧをあんなにやり込こまなかったろうし、部活動オリエンテーションの日に学校を休んでいたりしたら、演劇部にも入らなかっただろう。

　余よ談だんだけど、フォーチュン・クエストでＴＲＰＧを知り、そのまま読書にはまり、クリスタニアＴＲＰＧ、央おう華か封ほう神しんＴＲＰＧをプレイしてきたとなると、僕はこのころからメディアワークスにお世話になっていることになり、鮭さけが育った川に戻もどってくるみたいな感じがして妙みような感かん慨がいが個こ人じん的てきにはある。




　話を戻すと、ＴＲＰＧは一回目のプレイの敷しき居いが非ひ常じように高い遊技ゲームだ。まず、ＴＲＰＧを理り解かいしている友人達のスケジュールを合わせるところから始めなくてはならない。いや、その前に決して安くはないルールブックを、できれば全員持っている必要がある。ゲームマスターは前日までにシナリオを作さく成せいしたり読み込むなど、本当に大変な作業を事前にこなさなくてはならない。もちろん当日だって目が回るようなゲーム的処しよ理りや、シナリオ進行が待っている。そしてプレイヤー達だって数時間に渡わたり、現げん世せを遠く離はなれ、想そう像ぞう力りよくを働かせ続ける必要があるのだ。ＴＲＰＧという遊びは、本当に関わる者達の労ろう力りよくを湯水のように消費する。スマホのゲームが全ぜん盛せいの昨さつ今こんでは、本当にきょうび的な遊技ではない。




　しかし、なぜかＴＲＰＧは滅ほろびない。高校生の頃ころに僕が集めていたＲＰＧロールプレイングゲームマガジンという雑ざつ誌しは、いつしかマジック・ザ・ギャザリングの雑誌に衣ころも替がえし（僕はＴＲＰＧマガジンの片かた隅すみにギャザの紹しよう介かい記き事じが出ていたことを覚えている。それを見て宮みや原はらのイエローサブマリンへ、実じつ際さいにギャザを買いに行った）、やがてそのギャザの雑誌も無くなってしまった。けれど同時に、僕の家の一番近くにあるメロンブックスでは、いつのまにか一棚たなすべてがＴＲＰＧ関連の書しよ籍せきコーナーとしてリニューアルしていたりする。ＴＲＰＧという遊技ゲームには、なにか魔ま力りよく的てきなものがあるとしか思えない。




　ＴＲＰＧと出会わなければ僕は小説家になっていない。これは断だん言げんできる。高校生の時にプレイしたセッションのリプレイを半年掛けてテープ起こししたものが、僕の処しよ女じよ作さくと言っていい。僕はそこで初めて、なにかを一つ書ききるという経験を積んだ。実は電でん撃げき文ぶん庫この作家さんの中にもＴＲＰＧ経験者は多くて、『断だん章しようのグリム』や『ノロワレ』の作者である甲こう田だ学がく人とさんや、『デュラララ!!』の成なり田た良りよう悟ごさんとも、今でも月一で（みなさんなかなか都合が付かなくて、毎月とはいかないのだけれども）ＴＲＰＧを続けていたりする（Ｄ＆Ｄ３．５版はん、『赤い手は滅ほろびのしるし』を甲田さんマスターで、三年がかりでクリアーしたのは本当に良い思い出です）。甲田さんも成田さんも、作家になる前からＴＲＰＧを嗜たしなんでいると聞いている。ここまで書いたら言う必要もないとは思うけど、やっぱりＴＲＰＧは、確かく実じつに他のゲームよりも『物語』というものと密みつ接せつな関わりを持っていると強く思う。




　ここまでライトノベル作家と親和性の高いＴＲＰＧが、今までライトノベルの題材にならなかったかといえば、実はすでに日本では２００６年に、富士見ドラゴンブックから、秋口ぎぐる先生著、『ひと夏の経験値』という青春ストーリーが刊行されている。ＴＲＰＧプレイ小説の先輩といえるこの作品に追いつけていればいいなというのと同時に、以前に『物語内物語』を描く苦労を乗り越え、そしてＴＲＰＧプレイを物語る衝動を抑えきれなかった作家さんがいたのだ！　ということに、僕はとてつもない勇気をいただくことができた。僕もＴＲＰＧの持つ魔力的なものを、どうにか小説という形にしてみたかったのだ。それは僕の物語体験の原点でもあるし、恩返し的な思いも少しだけある。




　さらに僕には敬意を表さなくてはならないことがある。この物語のＴＲＰＧプレイヤーである祇園やリュドミナ達が遊んだ『シールド・ユニバース』というＴＲＰＧシステムは、実際にあるＴＲＰＧルール、『ソード・ワールド』という、グループＳＮＥ様が出されているシステムを元にしているということだ。

　実を言えば、僕が初めてＧＭをしたＴＲＰＧが『ソード・ワールド』というルールであり、先述した『クリスタニア』や『央華封神』も、グループＳＮＥ様が創られたＴＲＰＧシステムだ。ファンタジー世界が舞台のＴＲＰＧの小説を書くにあたって、僕は身体に染み込んだこの２Ｄ６システム以上のものを見つけることができなかった。ＴＲＰＧに興味を持ったならば、僕個人的にはぜひ、この『ソード・ワールド』の最新版である『ソード・ワールド２．０』から始めることをお勧めしたい。世界感のワクワク感やドラマ性、サプリメントの充実は、群を抜いていると思う。

　本書を書くにあたって、宗しゆう教きよう的てきな部分のアドバイスを頼たよらせてもらったＲさんに感かん謝しやを。Ｒさんにはその他にも様々な知ち識しきを教きよう授じゆしていただいている。切実に、この作品はＲさんがいなかったら書き始められてすらいなかったと思う。

　書き途と中ちゆうの原げん稿こうを片かたっ端ぱしから読んで感想をくれたＺ君にも謝しや辞じを。ちなみに偶ぐう然ぜんにも（ここまでくると、それははたして偶然なのだろうか？）このお二方も変へん質しつ的てきなまでのＴＲＰＧプレイヤーだ。その点のお話も、大変参考にさせて貰もらっています。

　なりきりファンタジーチャットサイトである『がぁらないとシネマ』という場にも、僕は足を向けて眠れない。ここは、サイコロを振らず、ゲームマスターもいないＴＲＰＧを、文章のみで綴るチャットサイトとも言うべき場所で、僕はここで今でも時たまファンタジー強度を鍛えさせて貰っている。




　上じよう巻かんの繰くり返しになってしまうが、自分が思うＴＲＰＧの魅み力りよくを書ききるには、上下巻という構成がどうしても必要だった。ここまで読んでくださった読者の皆みなさんに、本当にありがとうを言いたい。マジ感かん謝しやしてる。いつかあなたとＴＲＰＧの卓たくを囲むようなことが起きればいいなと願いながら、僕は本書の作業をとりあえず切り上げたいと思う。





おかゆまさき
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おかゆまさき

１９７９年、北関東生まれ。引っ越した近所がラーメン激戦区だったことに気が付き、散歩がてら食べ歩いていたら体重がすごいことになった。炭水化物は体内に吸収される時には糖分としてなのだということを、我々はもっと深く理解したほうがいい。
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イラスト／ななしな

積みプラ絵描き。今月は「ホルテン Ho 229」、「ロボニャン」が仲間に加わりました。
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